

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　高校生になり一人暮らしをすることになった。

　家はそこそこの田舎いなか、通える高校はあったが……残念な所ばかりなのが理由である。

　そんな俺は不動産屋の人とアパートの内見に来ていた。

　通う予定の高校はすぐそば。近くにはコンビニ。駅までは歩いて15分。スーパーへは20分。何とも言えない微び妙みよう感が漂ただよう立地。

　そのせいか、家賃は良い具合である。

　部屋を見させて貰もらう間際、不動産屋の人が電話で少し席を外す。

　これから見させて貰う予定の部屋の前で待ちぼうけしているとお隣となりの玄げん関かんが開いた。

　出てきたのは大学生？　くらいの女性。そんな彼女は俺の存在に気が付き声を掛かける。

「もしかして、お隣に住む人？　もしそうだったら、よろしくね」

「え、あ、はい」

　まだ決まってはいないがつい生返事をしてしまう。

「そっか。じゃあ、私はこれで」

　と言って去って行くお隣さんになるかもしれない人。

　そんな彼女だが、去ったと思いきやすぐに戻もどって来た。

「カギ閉め忘れちゃった」

　聞いてもいないが、未だ玄関で待機している俺に無言を貫つらぬくのが辛つらかったのだろう。

　恥はずかしそうに言いながら、鍵かぎを閉めて再び去って行く。

　少しおっちょこちょいな所があるお隣さん。

　そんな彼女と俺が互たがいの生活に踏ふみ込むくらい仲良くなるのを、この時の俺は知らない。
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　俺は一人暮らしをしている。そんな俺はとある悩なやみを抱かかえていた。

「もっと遊びたい。けどお金はない」

　物足りないのだ。

　貧びん乏ぼうでは無いのだが、遊ぶ金がちゃんとあると言えるかと言えば、あるけれども、少ないとしか言いようがない。

　そこで遊ぶためのお金をどのように工面しようかと考える。

　収入を増やすか節約をするかの選せん択たく肢しがあるのだが、収入を増やすのは出来そうにない。

　通う高校ではアルバイトは禁止。校則には割と厳しくバイトをしているのがバレてしまえば停学を容よう赦しやなく突つきつけられる。

　アルバイトの許可が出るのは月の収支が赤字で、生活が困難になっている場合のみだ。俺は遊ぶ金がないだけで赤字ではない。ゆえに、アルバイトの許可は貰えないだろう。

　要するに遊ぶ金を作るためには支出を減らすしか無いのだ。

　とは言え、節約で日々の豊かさを失いたくはない。

　例えば、そろそろ冷れい房ぼうが必要になる季節。いくら節約のためでも、冷房代をケチって暑い部屋で暮らしたいかと言われれば嫌いやだとしか言えない。豊かさを保ちながらも節約したい。遊ぶ金も欲しいが、そのために冷房をケチるかと言われれば答えはＮＯなのだ。

　実に贅ぜい沢たくな悩みである。

「どうすれば良いんだろうな……」

　遊んで来た帰りに郵便物がないかどうか、住んで居るアパートの間ま宮みや哲てつ郎ろうと書かれている郵便受けを開けながら愚ぐ痴ちをこぼす。

「何がどうしたの？」

　俺の愚痴が聞こえたのか、俺と同様にアパートの一階に備え付けられた郵便受けを確認していた、隣に住まう山やま野のさんが話しかけて来る。

　彼女は実家が田舎なせいで一人暮らしを始めたそうだ。

　彼女とはアパートの内見に来た時以来、すれ違ちがうたびに挨あい拶さつをする仲であり、田舎から出てきたのもそんなすれ違う時にした世間話で知った。

「あ、どうも山野さん。いやー、一人暮らしが世せ知ち辛がらくて……別に生活には困って無いんですけど、遊ぶお金がちょっと物足りないんです」

「私もそんな感じだよ。欲しい服とかがあるのにうちの高校ってバイトは原則禁止、収支がマイナスじゃないと許可できませんとかほんとふざけんなって感じだよ」

　長々と話したことが無かったので知らなかったが、お隣さんは俺と同じく高校生らしい。

　部屋を決める際の内見の時に出会って以来、格好が大人びているから大学生くらいかと思っていたんだが外れだったようだ。

「ですよねー。ほんと高校生の大事な時間を何だと思ってるんだって感じですよ。こっちは遊びたいっていうのに」

「うんうん、分かる。というか、間宮君って高校生だったんだ。大人っぽいから大学生かと思ってたよ」

「あ、はい。俺も山野さんの事、大学生かと思ってましたよ。と言うか、もしかしてなんですが高校ってここから一番近いあそこですか？」

「え、そうだけど。もしかして、間宮君も？」

　お隣さんである山野さんは俺と同じ高校に通っているらしい。

　学校と言えど広いし、会わないのは普ふ通つうの事だ。

「そうです。いやー、まさか同じ高校に通っているなんて思いもしませんでした」

「私もだよ。まさか、間宮君と一いつ緒しよの高校に通っているなんて思ってなかった。学年は？」

「１年生です」

「私は２年生。間宮君って年下だったんだ。ちょっと意外かも。それにしても、最近は暑くなってきたね。駅から歩いて来ただけで汗あせびっしょり」

　着ている服をつまんでパタパタと服と肌はだの間に空気を送り込む山野さん。

　大人びた彼女が火ほ照てった体を冷やそうとする姿は見ていて飽あきない。

「ほんとですよ。でも、冷房はケチりたく無いんですよね。遊ぶ金が欲しいなら節約すべきなのに」

「分かる。私も、節約しないと～って思うのに冷房つける。暑いのが苦手だし」

　価値観が似ているのだろう。

　変な所で同調して、分かる分かると言いあう俺と山野さん。

　そんな俺と山野さんは同じ高校に通っていると知ったこともあり、今までよりもフレンドリーに話せ、気が付けばあっという間に距きよ離り感かんが近くなった気がする。

「って、暑いのにお話に付き合わせちゃってすみません」

　まだまだ話していたい気もしたが、アパートの郵便受けは日ひ陰かげではあるが、普通に暑い。

　これ以上付き合わせるのは申し訳ないので、切り上げるべく話を終わらせる。

「ううん。私から話しかけたんだし気にしないよ。ところで間宮君。今日って、これから冷房つける？」

「あー、付けますね。節約したいのに」

「あはは、私もだよ。あ、そうだ。冷房代を節約するために遊びに行っても良いかな？」

　急にお部屋に遊びに行きたいと言われたら困るだろうという顔。

　要するに冗じよう談だんを投げかけて来てくれたのだろう。

　えーっとと言い淀よどもうものなら『ごめん、ごめん。冗談』って返されるに違いない。

　だが、ここは俺もふざけてみるか。

「良いですよ」

「え、良いの？　冗談で言ったつもりなんだけど」

「やはりそうでしたか。というわけで、俺も冗談です。部屋を片付けてないんで、お邪じや魔まされるのは勘かん弁べんしてください」

　冗談を冗談で返した。

　すると、山野さんはちょっぴり悔くやしそうにこう言う。

「年上をからかうなんて、間宮君は悪い子だね」

「ええ、ちょい悪ってやつです。それじゃあ」

「それじゃあね。って、玄関までは一緒だけど」

　アパートの郵便受けからそれぞれの部屋の玄関へと向かう。
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　そして、玄関前で再び挨拶を交わす。

「じゃあね。もしかしたら、高校で会うかも。その時はよろしくね？」

　ひらひら手を軽く振ふって山野さんは自分の部屋に入って行くのであった。




　　　　＊




　次の日。

　別に山野さんと仲良くなったところで何かが大きく変わるわけでもなく、いつも通りに時間は過ぎ去り普通に迎むかえた昼休み。

　俺は購こう買ばいでパンと飲み物を買う。

　合計４５０円。仕送りがまあまあ貰えているとは言え俺にとってそこそこ痛い出費だ。

　遊ぶ金が欲しいし、本格的にお弁当とまでは行かなくともおにぎりくらい作って持ってこようかなと考えてしまう。

　はあ……せめてバイトが禁止でなければと思いながら一緒にご飯を食べている友達の下へと戻るのであった。

「おいおい、哲てつ。暗い顔してどうしたんだよ」

　哲とは間宮哲郎である俺のあだ名。

　あまりに暗い顔をしていたのだろう。友達である幸こう喜きに心配されてしまったらしい。

「金欠ではないけど、もっと遊ぶ金が欲しくてさ」

「金に困ってんのか？　だったら、昨日はカラオケに誘さそって悪かったな」

「いいや、カラオケは楽しかったし全然オッケーだ。というか、貧乏だとかそういう切せつ羽ぱ詰つまった感じでお金に困ってはいないから安心してくれ。お金にまったく余よ裕ゆうがなくて遊べてないわけじゃない。でも、もうちょっと遊ぶ金が欲しいなって思ってるだけだ。どうにか遊ぶお金が増えないかと色々と考えてたせいで暗い表情を浮うかべていたという訳だ。だって、購買で買ってきたこいつらは合計４５０円なんだぞ？」

「んで、哲。もっと遊ぶためのお金を手にするための方法はなんか思いついたか？」

「お昼ご飯に手作りのおにぎりを持ってこようと思う。これだけで結構なお金が浮くだろ？　後は水すい筒とうで飲み物を持ってくれば遊ぶ金を工面できるかも知れない」

「哲。それって面めん倒どうくさくね？」

「そこが問題だ。だが手間の分、自由にできるお金が増える。そう考えれば、俺なら成し遂とげられるはず……だ」

　自信は無い感じだが、きっと俺なら出来る……。で、出来るよな？

「んで、いつから始めるんだ？」

「明日から」

　という訳で、おにぎりを作るために必要なお米と中に詰つめる具が部屋には無いので、手のひらにマジックペンで書いておくことで忘れないようにした。

「っぷ。手のひらにお米と具って……なんだそりゃ。男子高校生の手に書かれていい言葉じゃねえだろ」

　友達の幸喜に笑われた。

　確かに普通、男子高校生の手にお米と具なんて書かれているわけないもんな。

「お米と具とマジックペンで手に書かれてるとか笑えてくるな。だが、幸喜よ。俺は自由に使えるお金をもう少し増やしたい。きっと、この手に書かれた字が無ければ意志の弱い俺は成し遂げることは難しい」

「知らねえよ。そんなこと。ま、手に書いとけばよっぽどの事が無い限り忘れないだろうしな。ちゃんと頑がん張ばれよ。哲、俺はお前の事を応おう援えんしてっぞ！」




　　　　＊




　友達の幸喜に激げき励れいを送られ、俺は節約のための一歩を踏ふみだすべく迎えた放課後。

　早速、明日お昼ご飯として持っていくためのおにぎりを作るため、材料を買いにアパートから結構離はなれているスーパーへと来ていた。

　自じ炊すいした経験が無い俺にとってスーパーでのお買い物は地味に気分をわくわくとさせる。

　そんな浮うき足あし立だつ俺の手にはお米と具の字。

　早速、まずはお米を買おうと思ったちょうどその時だった。

「あ、どうも」

「ん、間宮君じゃん。どうしたの、こんなとこで」

　出会うはお隣となりさんである山野さん。

　スーパーに来ているという事は家庭的な人なのか？　と思うも、手には『今日から節約！』という字がでかでかと書かれており家庭的な人というのを真っ向から否定してくれた。

「って、なにその手に書かれてる字。お米。そして、具って。男子高校生の手にそんなことが書かれてるなんて、ぷっ……。ごめん、結構笑える」

　俺が山野さんの手を見ていたのと同じく、俺の手も見られていたようで、書かれている『お米　具』という字を見つけられ笑われてしまう。

「そう言う、山野さんの手だって女子高校生なのに『今日から節約！』とか笑えてきますけど？」

「やっぱり？　昨日、間宮君との話のせいか、友達の前で節約しようかなーとかつい口にしたんだよ。そしたら、あんたは意志が弱いからこのくらいしないとって、手にこれを書かれた。酷ひどいと思わない？　女子高生の手にマジックペンでデカデカと字を書くなんてさ」

「ですね」

「分かった。生意気な後こう輩はいが酷いって言ってたと伝えとく」

「ちょ、やめてください」

「冗談だよ。冗談。そんなこと言わないから安心しといて。さてと、ここで出会ったのも何かの縁えん。一緒にお買い物しよっか。スーパーで一緒にお買い物だなんて言われても嬉うれしくないだろうけど」

　同年代女子の中でもはっきりと可愛かわいいと言える山野さんと一緒にお買い物。

　それがスーパーであったとしても、友達に言いふらせるぐらいのありがたみはある。

「じゃあ、せっかくなのでご一緒させてください」

「うん。分かった。それで、間宮君は何を買うの？」

「お米と具ですかね」

　わざとらしく、真面目な顔で手に書かれた『お米　具』という字を見せつける。

「っぷ。ちょ、ほんとやめて。真ま面じ目めな顔で手に書いた言葉を言うなんてずる過ぎだから」

　可愛らしく、噴ふき出して笑ってくれた。

　ふざけてみたが滑すべったらどうしようかと思っていたし何よりだ。

「ところで、山野さんは何を買うんですか？」

「私？　取り敢あえず、コンビニでご飯を買う事が多いから、なんか適当にスーパーで買えば安くなる。って感じで来ただけ。何を買うかは全然決めてない。というか、なんでお米と具なの？　もっと、他に何か買わないの？」

「最初から本気を出し過ぎても空回りしそうなんで。出来る事から始めよう。という訳で、自炊と言ってもお昼ご飯用に持っていくおにぎりから始めようと思いまして」

　最初からやる気を出しても空回りするだけ。

　緩ゆるく始めてこそ長続きしそうであるという勝手な考えだ。

「じゃあ、私も真ま似ねしても良いかな？」

「もちろん良いですよ。とは言っても、お米と具、以外でも良さげで節約につながりそうな食材があれば買うつもりですけど」

「だね」

　そんな感じで、スーパーの店内をうろつく俺と山野さん。

　野菜売り場から始まり、お魚売り場、お肉売り場、お総菜売り場、取り敢えず色々な所を歩いてみた。

　その際に俺は水筒に詰つめるお茶を作るための茶葉を買い物かごに入れる。計算しなくとも、ペットボトルのお茶を買って飲むよりかは安いと判断しての行動だ。

　店内をある程度回った後、おにぎりを作るための材料をかごに入れ始める。

　おにぎり用のお米と中に詰める具。おにぎりを巻く用の海苔のり。おにぎりを包むためのラップ等だ。

「おにぎりはこれで良し。後は今日の夕食をどうするかだ」

　気合いを入れ過ぎてすぐにヘタるよか、ゆっくりと着実にステップアップした方が長続きするだろう。

　ゆえに夕食は普ふ通つうに出来合いの物で済ませてしまおう。

　おにぎりの材料をかごに入れ終えた後、お総菜売り場に向かう。

　どれを夕食にするか出来合いの総菜たちを眺ながめる。

　眺めていると嬉しい事に、このスーパーでは割と値引きされるのが早いようで、すでに４割引きのシールが貼はられていた。

「凄すごいね。コンビニのお弁当より量が多くて安い。コンビニじゃなくて、毎日スーパーで買い物すればだいぶ節約になるかもね？」

　一いつ緒しよに歩いていた山野さんがお弁当の値段と量に頷うなずきながら問いかけて来た。

「でも、コンビニと違ちがってちょっと遠いのが辛つらいと思いませんか？」

「分かる。コンビニは５分。でも、ここに来るには20分以上歩くとなるとね」

「でも、絶対に節約になるので頑張ります」

　スーパーで買い物すれば節約につながるはずだ。明日から脱だつコンビニ生活を始めよう。

　時間は少し犠ぎ牲せいにするがバイトが出来ない状じよう況きようの中、支出を減らす事しかできないのだから仕方がない。

「私もちょっと遠いけど、これからはスーパーで買い物をすることに決めた。ところで、どのお弁当にするの？」

「俺ですか？　このかつ丼どんにしようかなと」

「じゃあ、私はこの麻マー婆ボー豆どう腐ふ丼どんにしよ」

　買い物かごにお弁当を入れる。ちょっと寂さびしい食事な気もしたので袋ふくろ詰づめされたサラダとドレッシングも買った。

　それなのにコンビニよりも安いとか、本当に驚おどろきである。

　こうして買い物を終えた俺と山野さん。

　帰る先は同じアパート。当然の様に肩かたを並べてゆっくりと歩き始める。

「いやー、スーパーって凄いね。コンビニより全然安くて驚いたよ」

「今までコンビニばかり使ってた過去の自分を殴なぐってやりたいくらいです」

「あはは……。間宮君はまだいいよ。私なんて２年生で、１年生の頃ころからずっとコンビニを使ってばっかり。もし、スーパーで毎日お買い物してたら服が何着買えた事か……」

　もったいない事をしてたなあ……とちょっと不ふ貞て腐くされている山野さん。

「でも、スーパーの方が安いのに近いコンビニを使っちゃいそうなんですよね……」

「私も。だって、スーパーまで歩くのは面倒だもん。さすがに20分も歩くのはね……」

　本当に似た価値観をお持ちらしい。話していて、まるで自分と話しているかのようだ。

「と言うか、大だい丈じよう夫ぶですか？　お米はかなり重いですよね。良ければ、持ちますけど」

　俺達の手には炊たかれる前のお米。

　入っているキロ数が多ければ多い程、少し割安だったので量が多いのを購こう入にゆう。

　重いという事もあり、ここは持ってあげたほうが良いのでは？　と声を掛かけてみた。

「優しいね。心配してくれるなんてさすが男の子。気持ちだけで十分。自分で持つよ」

「辛かったら言ってくださいよ？」

「うん、ありがと」

　重いお米を持ちそれぞれの部屋の玄げん関かんまで帰って来た俺達が抱いだく感想はただ一つ。

「本当にお米が重かった」

　山野さんの分も持つことになっていたらもっとヤバかったかもしれない。

　持つことを断ってくれて良かったと心の底から思う。

「うん。これは明日、筋肉痛だよ」

　ボヤキながら鍵かぎをカバンから取り出す俺と山野さん。

　鍵を開けて、さあ部屋へ。

　そんな時だった。山野さんが俺に話しかけて来た。

「こうして話すようになったんだし、せっかくだから連れん絡らく先を交こう換かんしよ？」

「そうですね。この際ですし交換しましょう」

　連絡先としてメッセージを簡単に送れるコミュニケーションアプリのＩＤを交換。

　連絡先に同じ高校の先せん輩ぱいが追加される。地味に同じ高校に通う先輩では初めて連絡先を交換した相手だな、とか少し思うところがありながらも、互たがいの部屋へと帰って行く俺とお隣さんであった。

　部屋に入り、スーパーで買ってきたかつ丼を食べ、来たるべき決戦に備える。

　お米の封ふうを解き放ち、引っ越こした際に買って貰もらってはいたが、出番が無かった炊すい飯はん器に洗ったお米をセット。

　今時の炊飯器にはタイマー機能という便利なものがあるので朝に炊き上がる様に設定。起きた後におにぎりを作れるよう海苔やらラップやらを用意した。

　ついでに水すい筒とうに詰めるお茶の茶葉も分かりやすい位置に置く。

「これで、あとはいつもより早く起きて作るだけだ」

　意い気き揚よう々ようと朝にはおにぎりを作ってやる。

　準備を終えて、ちょっとした余よ暇かを宿題やら動画を見てすごしたのち就しゆう寝しんした。
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　節約をするためにおにぎりを作るべく、少し早めにセットした目覚まし時計を止めた。

　顔を洗ってさっぱりした俺は手始めに炊飯器と同様に買って貰った、置物と化していた水筒にお茶を作って注ぐ。

　次にするはおにぎり作り。

　用意したラップの上に朝に炊き上がったばかりのお米に具をのせて握にぎる。

　ラップ越ごしにお米を握って形を整えた後、塩を振ふりもう一度握って海苔を巻いた。

「完成だな」

　そのままラップに包んで持ち運べるように。

　あ、そう言えば保ほ冷れい剤ざいを用意した方が良かったかもな。

　季節は刻一刻と真夏へと向かいつつあり、傷んでしまう場合がある。

　料理をしない俺がこの事を知っているのは、母親が保冷剤を入れ忘れてお弁当がダメになった経験があるからだ。

「まだ大丈夫だろ。教室にはエアコンもあるし」

　おにぎりを風ふ呂ろ敷しき代わりのバンダナで包み学校のカバンに詰め込んだ。

　ちなみに朝ご飯は残ったご飯で作ったもう一つのおにぎり。

　いつもは菓か子しパンで済ませているので、この時点でかなり節約した気がするなと自分で自分を褒ほめていると、携けい帯たいに一枚の写真がメッセージ付きで届く。

「ああ、山野さんか」

　写真はおにぎりの写真。綺き麗れいな三角形をしていて美味おいしそう。添そえられたメッセージは『私はこんな感じだよ！　連れん絡らく先さきの交こう換かんしたし、せっかくだからメッセージを送っちゃった』

　とてもフレンドリーで気さくな感じであり、俺もそれに応ずる。

「握るのがうまいですねっと」

　メッセージを打ち、ただそれだけじゃつまらない気がしたので、俺も少し形が悪いお手製おにぎりの写真を撮とりメッセージと共に送る。

『ぶきっちょだね』

『ですね』

『今回は私の勝ちだね』

　勝ち負けを競い合っていたわけでもないのだが、冗じよう談だんで勝ったと言い張られてしまう。

　そんな冗談交じりのノリについて行くべく俺もジョークを交えたメッセージを送る。

『っく、次は負けませんから！』

　といった感じでおにぎりの話題で軽いやり取りをしていると、気が付けばそろそろアパートを出ないと不味まずい時間になっていたのでアパートを出る。

「あ」

「あ」

　ちょうどであった。

　先ほどまで、やり取りをしていた相手と出くわし、あ、とつい声が出てしまうも、別段慌あわてることもなく普通に会話が生じる。

「山野さん。さっきはどうも」

「ううん。朝から、メッセージを送りつけてごめんね。迷めい惑わくじゃ無かった？」

「いえ、全然」

「そっか、なら良かったよ」

　二人とも行き先は同じ。気が付けば、肩を並べて歩き始めている。

「間宮君。おにぎりを作ったのは良いんだけど、保冷剤って使ってる？」

「今日は使ってないですね。というよりも、お弁当なんて作ることが無かったので、保冷剤なんて代物が無かったです」

「私もだよ。で、今日の気温的に大丈夫だと思う？」

「多分……大丈夫だと思います」

　今日の最高気温は25度くらい。このくらいなら、保冷剤を入れなくても大丈夫なはずではあるが、気になり始める時期のせいか心配しかない。

　今まで自じ炊すいを経験したことが無い者が色々と手探りになっている状況であるのだから。

「お昼時に匂においを嗅かいでダメそうなら捨てれば良いだけだしね。勿もつ体たいないけど」

「ダメになった場合、むしろ節約じゃ無くなると思うと、保冷材は必要ですよね……」

「だね。ところで、間宮君はおにぎりの具になりそうなのを色々と買ってたけど、何をおにぎりの中に詰めたの？」

「一つは鮭さけフレークともう一つは昆こん布ぶですね」

「私は梅干しとおかかだよ」

　色々な話をしながら学校へと向かう。

　気が付けば校門。学年ごとに使っている昇しよう降こう口が違うため、山野さんとは校門をくぐればすぐにお別れだ。

「ばいばい、間宮君」

「あ、はい」
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　それからなんだかんだお昼を迎むかえた。

　大たい抵ていは幸喜と昼食を共にしており、今日も今日とて同じだ。

「ほら見てみろ。成し遂とげたぞ？」

　机におにぎりとお茶の入った水筒を置く。

「おうよ。一応、聞いたから知ってはいたが、改めて見ると感激もんだな。おめでとさん。節約に一歩近づいたな」

「まあな、これをきっかけにドンドン自炊に切り替かえて行くつもりだ」

「でもよ、今日は思っていたよりも暑かったし、保冷剤を持ってきてねえみたいだが、大丈夫なのか？　まあ、今日の気温なら確かに暑いがなんとかセーフだと思うが……」

　俺も心配していることだが、幸喜もこう言っているし、きっと平気だ。

　傷んで無いはずだと信じながら、おにぎりを食べようとした時だ。

　とある人物からメッセージが送られてきた。

『……なんかヤバそうなんだけど』

　そんなメッセージを送ってきた相手は山野さん。

『どうしたんですか？』

　すぐに返信が来た。

『なんかさ、おにぎりから酸っぱい匂いが……』

　同じく、おにぎりを包んでいたラップを剝はがすと、心なしか少しだけ酸っぱい匂いがするようなしないような……

「幸喜。このおにぎりの匂いを少し嗅いでくれ」

「お、おう。って、少し酸っぱい？　匂いがするな」

「……だよな」

　どうやら幸喜でも酸っぱいと口にする匂いらしい。

　……さて、気温的には大丈夫だと思っていたんだが、食べたらヤバそうである。

「くそ……、節約どころか損した。取り敢あえず、おにぎりを食べるのはやめといて、購こう買ばいでパンを買ってくる」

　悪態をつきながら、俺は昼食を求めカウンター式でパンや飲み物を売っている購買へ。

　昼休みが始まり少し経っているため、購買には生徒達の列が長々と出来ていた。

　そんな長い列に並ぶと、横にはお隣となりさんの山野さん。

「だよね」

「ですよね」

　何がと言わず通じあってしまう。

　互いに作って来たおにぎりを口にせず、代わりの物を買いに来たことを察したのだ。

　購買の列は長く、暇ひまを持て余あましている俺と山野さんは自然と話を始める。

「で、間宮君。原因は何だったと思う？」

「原因ですか？」

「そうそう。だって、確かに今日は汗あせばむ気温だけど、さすがにこの気温で腐くさるっていうのは聞いたこと無いよ？」

「調べてみましょうか」

「だね」

　購買の後ろの方で待っている俺達にはたんまりと時間がある。

　文明の利器を使って、どうしておにぎりがダメになってしまったのかを探り始めるとそれらしき理由に辿たどり着く。

「私が腐らせた理由は熱を冷ましてからラップに包んで無かったのが原因かも」

「同じくそうかもしれません」

　理由はおにぎりの熱を冷ましてからラップに包まなかったからに違ちがいない。

　温かいおにぎりはラップの隙すき間まに水すい滴てきを生じさせ、それが雑ざつ菌きんを繁はん殖しよくさせる温おん床しようとなり結果として腐ふ食しよくを促そく進しんさせてしまったのだ。

「はあ……。こんなんなら、自炊なんてしなきゃ良かったよ。ほら、おにぎり代を無む駄だにしちゃったわけだしさ」

　山野さんが肩かたを落としながらそう言うので、俺もそれに続いて『そうですね』と言いそうになるもグッと堪こらえる。

「今日はダメでも理由が分かれば、明日からはきっとうまく行きますって」

「そうかなあ……」

　昼食をおにぎりに替えて、飲み物を持参する。

　この効果は大きい。支出をかなり減らしてくれるのは違いない。

　今日は失敗したが明日以降は成功させれば良い話。ここで諦あきらめるのもおかしな話だ。

「という訳で、明日はリベンジマッチをしましょう」

「間宮君の言う通りだね。明日こそはきちんと頑がん張ばらないとだね」

　話しているのも束の間、購買の列は短くなり順番が回って来た。

　並び始めたのが遅おそかったせいで、まともなパンはあまり残っていない。まともなものと言えば……体育会系ですら買うのをためらう超ちよう特大４種のチーズが入ったパン。

　サイズで言うと、コッペパンの４倍くらいの大きさであり、ずっしりとした重量。

　なんでこんなパンを売ろうと思ったのかを疑うレベルなのだが……なんだかんだで今日は残っているが、人気商品。

　友達とシェアすれば普ふ通つうのパンを一つ買うよりも安く済むし、なによりも味は抜ばつ群ぐん。

　そのため、割と売れ残る事が少ないパンなのだ。

　……とはいえだ。一人で食べきれるものではないわけで、ここは諦めて不人気で残っているジャムもマーガリンも何も入っていない、ただのコッペパンを買うほかない。ジャムとマーガリンは別売りであるのだが、40円とちょっぴりお高いので今日はおにぎりという失敗もあるし買うのは諦めよう。

　なにせコッペパンは他のパン、例えば焼きそばパンよりも安くなっている訳では無く、ジャムを買えば普通に焼きそばパンよりも高くつくし。

　諦めて購買のおばさんにコッペパンだけを頼たのもうとした時だ。

「間宮君。一いつ緒しよにチーズのパンを買って分けない？」

「え、あ、はい」

「おっけー。おばさん。この特大チーズパン一つお願いします」

　購買のおばさんとやり取りをして特大チーズパンを購こう入にゆうした。

　ほぼほぼもう人が居なくなった購買を少し離はなれてから立ち止まる俺達。

「んじゃ、分けっこしないとね」

　山野さんがパンを握にぎり二つに分ける。

　包装の袋ふくろに入ったままで直接触ふれてはいない。

　こうして、二つに分けられたパンの片割れを手にする。ちなみに購買のおばさんが気を利かせて袋をくれたので、持ち運ぶ際にそのまま手にするという事はない。

「じゃあね。間宮君！」

　パンを分けるや否や、その場を離れて行く山野さん。

　それもそのはず、お昼休みはだいぶ時間が経たっている。

「俺も戻もどらないとな」

　そうして、自分のクラスに戻ってきた時だ。

「おやおや、それは超特大チーズのパンだね。しかも半分になってるという事は誰だれかと分けっこしたの？」

　クラスメイトのみっちゃんが話しかけて来た。

　グイグイ来る系女子で何かと物事を仕切りたがる。高校生活初日に馴なれ馴れしい感じの挨あい拶さつを交わして仲良くなった友達の一人だ。

「ちょいとな」

「えー、哲君は幸喜君以外に友達がいないと思ってたのに」

「おい、酷ひどいことを言うな。みっちゃんよ。俺にだってな、友達くらい……」

　部活に入っていないので、クラスメイト以外の友達は……山野さんだけだな。

「で、誰と分けたの？」

「内ない緒しよだ」

　みっちゃんはグイグイ来る系女子。

　言い換かえれば、何事にも首を突つっ込こんで茶化すようなうざい系なのだ。

　ここで山野さんの事を話そうものなら、グイグイ聞いて茶化してくるに違いない。

「こんなに仲良しな私にすら話せない友達……さては、女でしょ？」

「……さあ？」

「哲君の様子からして大体そうなんだろうけどね。で、どうなのその女とは」

「だからなあ……」

　正直に言うとみっちゃんのこのグイグイとした感じが苦手だ。

　本人自体は別に苦手ではない、どころか親しみを覚えるくらいだが、いかんせんこのグイグイ来る感じがどうしようもなく俺は苦手である。

「あはは、ごめん。ごめん。んじゃ、私はこれからお花を摘つみに行ってくる」

　うざい系女子みっちゃんから解放された俺はと言うと幸喜の下へと戻るが、

「まさか、俺以外の友達が居たとはな……」

「お前もか……。まあ、お前の言う通りなんだけどな」

　昼休みは残り少なくなったが、幸喜と一緒に昼食をいつも通りに済ませた。
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　外を燦さん燦さんと照らす太陽が少しだけ落ち着きを見せ始めた頃ころ。

　おにぎりは失敗したが、節約を諦めたわけでは無い。

　なので、食費を浮うかせるためにもスーパーへと足を運ぶことに決めた。

　何せ、スーパーでご飯のおかずを買ってくればそれだけで安く済みそうなのだから。

「スーパーのお惣そう菜ざいとお米を炊たく。これだけで、凄すごく節約になるはずだ。いや、おかずも作る様になったらもっと節約になるのか？」

　思い立ったが吉きち日じつ。

　スーパーに行く目的はお惣菜を買うためであったが、おかずを作るための材料を買うことに変へん更こう。

　スマホで料理について調べると、生しよう姜が焼きなんて簡単そうで良さげだ。

　生姜焼きを作ることに決めた俺は材料を買いにスーパーへと向かうべく、玄げん関かんの扉とびらを開けた。

　玄関から出ると、制服姿でスカートをなびかせる山野さんが玄関の鍵かぎを開けている。

　おそらく、今しがた学校から帰って来たのだろう。

「あ、間宮君だ」

「どうも、山野さん。今、お帰りですか？」

「そうだよ。今、学校から帰って来た。服を着き替がえた間宮君はどうしたの？」

「スーパーに買い物に行ってきます。にしても、今日は暑かったですね。というか、まだ暑いんですが」

　本当に夏の一歩手前。夕方だというのに気温は高い。

　暑さのせいで外に出るだけで汗が止まらなくなるほどだ。

「私もスーパーに行こうと思ってたけど。近場のコンビニで良いかなって思えるくらいに外は暑くて嫌いやになっちゃうよ……」

「せっかくですし、少しは頑張りましょうよ」

「分かってる。ちょっと、冗じよう談だんで弱音を吐はいただけだよ。今日はスーパーでお買い物する。コンビニで買うよりも絶対に安いもん。じゃなきゃ、今日のおにぎりの失敗分を取り戻せないし」

「おにぎりを持参して昼食にすることすら失敗するとは思ってませんでした」

「分かる。私もまさかおにぎりで失敗するなんて思ってなかったよ……。さ、行こ？」

　行こ？　と言われて気が付けば、山野さんと一緒にスーパーへと歩き始めた。

　自然と二人で行動する辺り、友達と言える関係になったとしみじみ思う。

「そう言えば、今日はパンを分けっこしてくれてありがとね」

「いえいえ、こちらこそ味気ないコッペパンだけにならずに済んで有り難かったです」

「話は変わるけど、間宮君はスーパーで何を買うつもりなの？　私はお惣菜を買うつもりだけど」

「お惣菜を買おうと思ってたんですけど、おかずも作れば安くなるかなと思いまして、生姜焼きに挑ちよう戦せんします」

「私も真ま似ねして良い？　なんか、男の子である間宮君が節約を頑張ろうと料理する中、私だけしないって負けた気がする」

　ふんと少し息巻く山野さん。

　どうやら、俺の行動が山野さんに火をつけたようだ。

「分かりました。どっちがうまく調理出来るかちょっとした勝負でもしますか？」

「やる。間宮君に女子力で負けてられないからね」

　勝負という言葉に反応し、やる気に満ち溢あふれた山野さんと一緒にスーパーまで歩いている途と中ちゆうであった。

「哲君じゃん」

　今、山野さんと一緒に歩いているこの状じよう況きようで一番会いたくない奴やつと出会ってしまう。

　昼休みにあれだけうざったらしく構って来たグイグイ来る系女子。

　クラスメイトのみっちゃんだ。

　横にはもう一人女の人がいて、俺達が通う高校の制服を身に纏まとっている。

　ちなみに制服に備え付けられている学年を示す校章の色は青であり、青は３年生の色を示しているので先せん輩ぱいにあたる人だな。てか、入学式で生徒会長として挨あい拶さつをしていた人だ。

「おやおや、哲君。女の子と一緒とはお熱いね。んでんで、二人は一体どういったご関係なんですかあ？」

「別にどういった関係でもないわけで」

「ちっちっち。そんな風に歩いている時点でその答えは無いんじゃないかな？」

　にっこりと、噓うそつくなと言わんばかりのうざったらしさ。

　そんな彼女の問答からどう逃にげようかと思っていた時だ。

「あいた」

　みっちゃんの頭を小こ突づく者あり。

　出くわした時から、みっちゃんに話しかけられていたせいで触れることが出来なかったお連れの方だ。

「いい加減になさい。反応に困ってるじゃ無いの。悪かったわね。妹が強引に首を突っ込んでしまって」

　長い黒くろ髪かみをなびかせた綺き麗れいなお方はどうやらみっちゃんの姉らしい。

「けい先輩。さっき振ぶりだね」

　山野さんがみっちゃんの頭を小突いた姉に声を掛かける。

　どうやら、二人は顔見知りどころか、さっき振りという口ぶりから学校で何かしらを話していたに違ちがいない。

「で、やまのん。妹に首を突っ込むなと言った手前、聞くのはあれだけれども、あなたはその子とどういう関係なのかしら？」

「友達だよ。友達。縁えんあって仲良くなっただけ」

　当然の様に答える山野さん。

　確かに狼狽うろたえる必要などなく、俺もみっちゃんに聞かれた時にそう答えれば良かったな。

　と思うも、あやつの事だ。それで引き下がる訳が無いんだよな……。

「そう。ところで、やまのんと……」

　俺の事を見てなんと呼ぼうか困る、山野さんがけい先輩と呼ぶ俺達と同じ高校に通う先輩。

　その姿を見たみっちゃんが補足を入れてくれる。

「お姉ちゃん、横に居るのは哲君こと間宮哲郎君だよ。お友達が少ないから、フレンドリーに哲郎君とでも呼んであげてね」

「さりげなく人の事を下げるのはやめなさい、みっちゃん。それでやまのんと哲郎君はどこに行くつもりなのかしら？」

「スーパーだよ」

「そう。実は私達もちょうどスーパーに向かうつもりよ」

「そうそう、お姉ちゃんに荷物持ちで来いって無理矢理……あたた。お姉ちゃん、こめかみがこめかみが……」

　けい先輩にこめかみをぐりぐりとされて痛がっている。

　俺を友達が少ないからとさりげなく下げられた後なので、みっちゃんが痛い目に遭あう姿を見るのにどこか心地よさを覚える。

「さてと、生意気な妹への罰ばつも済んだわ。せっかくだから、一いつ緒しよにスーパーに行きましょう？　やまのんがほとんどの人が腐くさらせることのないおにぎりを腐らせる程の知識しかないのは知っているもの」

「……あ、哲君も腐らせてたよ！　お姉ちゃん！」

「みっちゃん。なんでそのことを知ってるんだ？」

「え、普ふ通つうに幸喜君と話している声が聞こえたからだけど」

「怖こわい。お前は俺のストーカーか？」

　下げられた恨うらみをすぐに忘れるほど、お人よしではない。

　みっちゃんを下げる発言をしていると、けい先輩がくすりとこちらを見て笑う。

「本当に仲が良いのね。まったく、それだというのに哲郎君は……。っと、みっちゃんが怖いから言わないでおくわ」

　何かを言いかけるも、みっちゃんの睨にらみに負けて口を慎つつしむけい先輩。

　一体、何がどういうことなのか意味が分からないが別に気にするような事は……って、気になるな。

「哲君。気になっているようだから言うけど、ぜーったいにお姉ちゃんが言いかけたことの続きは教えてあげないからね」

「なんでだ？」

「そりゃあ、あれだし」

　蚊か帳やの外になりかけている山野さんが俺の肩かたをつんつんとして口を開く。

「間宮君。仲良さげだけどみっちゃんみたいな子がタイプ？」

「全然ですね」

「即そく答とうとは酷ひどいなあ哲君。私のどこが気に食わないの？」

[image: ]

　心外だと言わんばかりのみっちゃんだ。

　そんな彼女に俺はきちんと気に食わない理由を説明することにした。

「みっちゃんのグイグイと他人の家に土足で踏ふみ込むような感じが苦手でな。そういうところを除けば別にそんなに嫌きらいではない」

「ほほう。なるほど、なるほど」

　自分の事を下げられたというのにどこか誇ほこらしげだ。こいつわざと俺に嫌がらせじみた行こう為いをしているのか？

「……さて、そろそろ立ち話をするのはやめて目的を果たしましょうか」

　けい先輩のその一言で、俺達はスーパーへと出向くのであった。
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　四人で買い物を終えて、けい先輩とみっちゃんとは帰り道が異なるため途中で別れ、山野さんと再び二人きりになる。

　二人きりになったからと言って、何かが大きく変わるわけでもなく普通に話題を振ふる。

「けい先輩って凄く家庭的なんですね」

　スーパーでけい先輩に色々と食材の選び方や大体の相場を教えて貰もらえた。

　同じ高校生であるとは思えない程に知識が凄く感心ものだ。

「あの人は色々と苦労してる人だからね。にしても、生しよう姜が焼きを作るためとは言え、スーパーまで買い物に行くのは中々堪こたえるね……」

「ですよね……。なんだかんだで、遠いと言えば遠いですし。これから夏本番になるとしんどくなってきます」

　スーパーまで行くのに不便だと言いあいながら歩くこと数分。

　俺達が住んで居るアパートへ帰って来た。

「じゃあ、これで。おにぎりみたいに失敗をしないようにしましょう」

「そうだね。失敗しないようにしないとだよ。じゃ、生姜焼きが出来たら持ってくね」

「ど、どうしてですか？」

「間宮君が勝負って言ったんだよ。だから、互たがいに食べさせ合わないと」

　なんで山野さんが生姜焼きを持って来るのか分からなかったけど、すぐに理解できた。

　そう言えば、買い物に行く前にどっちがうまく調理出来るかちょっとした勝負でもしますか？　と俺が言ったのだ。

「良いんですか？　男の料理を口にして」

「あー、そう言われると心配かも。使う調理器具を見せて？　ほら、一人暮らしで洗わない人とかいて、間宮君がそういう人だと怖いし。台所の様子とか調理器具の写真を見せて貰えるかな？」

「分かりました。じゃあ、台所と調理器具の様子を写真で送りますね」

「うん。それじゃあね」

「はい、またあとで」

　それぞれの部屋へと入って行く俺達。

　自分の部屋に戻もどると、台所の写真と使う予定のフライパン等が写る写真を送った。

　すると、山野さんからすぐさまに返事が来る。

『私よりキッチンを綺麗にしてるかも……。全然平気だよ。食べさせ合って勝敗を決しようではないか。じゃあ、勝負開始！』

　何の問題もなく生姜焼きをどっちがうまく作れるかの勝負が始まるのであった。

　今回、用意したレシピは簡単。

　醬しよう油ゆとすりおろしショウガとニンニク、みりん、日本酒でタレを作って肉を焼くだけだ。

　フライパンに薄うすく油を引き、豚ぶた肉にくに作ったタレを絡からめて火を通す。

　時間にして10分も掛かっていない。

　完成して、山野さんに出来たとのメッセージを送った。

　すると、５分後に山野さんがやって来る。

「お待たせ。そっちはどんな感じ？」

　手には生姜焼きが載のった皿を持っている山野さん。

　俺も出来上がった生姜焼きをお皿に載せて、食べる際に使う箸はしを手にしている。

「俺も出来ましたよ」

「味見だね。玄げん関かん先さきで食べるのはちょっと行ぎよう儀ぎ悪わるいけど。あ、箸を持って来るのを忘れた」

　咄とつ嗟さに俺は自分の箸を差し出す。

　それを受け取って、俺の作った生姜焼きを一つまみして口に運んだ。

「んっつ、あっつ」

　生姜焼きは出来たて、口をハフハフとしながら俺が作った生姜焼きを食べている。

　そして、咀そ嚼しやくは終わり再び口は開かれた。

「うん、美味おいしいよ。間宮君は自分が作ったのは食べたの？」

「あ、はい。味見しました」

「じゃあ、私のをあげる番だ。はい、どーぞ」

　差し出されるは箸で摘つままれた生姜焼き。それを俺は恐おそる恐るパクリと口にする。

　何で恐れているかは簡単だ。

　生まれて初めて、母と姉以外の女の子に物を食べさせて貰うのだから。

　山野さんに生姜焼きをお箸で食べさせて貰った。それも山野さんが使ったばかりの箸で。

「どう？　美味しい？」

　感想を俺の顔を覗のぞき込むようにして待っている。

　すぐさまに出た俺の感想は本当のようで噓うそであった。

「凄すごく美味しいです」

　美味しいのは事実だ。

　でも、女の子に食べさせて貰ったシチュエーションの美味しさの方が勝っている。

「間宮君が作ったのと、私が作ったの。どっちが美味しかった？」

「え、いや、その……」

「あはは、分からないよね。同じ食材で同じものを作ってるし。私も、間宮君が作った生姜焼きと私が作った生姜焼きの違いなんて分かんなかったもん」

　山野さんが場を締しめ括くくってくれた。そのおかげで俺も冷静さを取り戻す。

「はい。そんな感じです。今回の勝負は引き分けって事で」

「そうだね。それにしても、自じ炊すいって良いかも。こんなに美味しいご飯が出来るって考えると本当に良いね。……手間は掛かかるけど」

「確かに手間は掛かりますけど、ご飯が凄く美味しくてそれだけで幸せな気分になります」

「なんか温かみがあるんだよね。それに、今回は調味料でなんだかんだお金が掛かっちゃったけど、やっぱりお値段が安いのが良い」

　本当に安い。それでいて量もあるとか、嫌いやと言うほど自炊の魅み力りよくを感じた。おにぎりで失敗したが、生姜焼きは大成功を収めた。

　失敗して、成功して、それを分かち合うことのできる山野さんが居ると言うのが本当にプラスで楽しくて胸が躍おどっているのが嫌でも分かる。

「ボーッとしてどうしたの？」

「おにぎりでは失敗したけど、生姜焼きは成功したので、やっぱり自炊って悪くないなって考えてました」

「うん、楽しいよね。私もなんだかんだ楽しいからもうちょっと頑がん張ばる」

「そう言えば山野さん。少ない量の豚肉が売ってなくて、少し量が多い豚肉のパックを買ってきましたけど、山野さんは残りの豚肉はどうするつもりなんですか？」

「私はもう一度生姜焼きを作ってご飯の上に載せてお弁当にする。二回連続なのと、男っぽくてあれだけど良い考えでしょ？　ちなみにちゃんとご飯は冷ましてからお弁当に蓋ふたをするし。スーパーで買って来た保冷材もきちんと使う」

「生姜焼き弁当……。俺も真ま似ねて良いですか？」

「もちろん。ただ、お弁当だと冷たいし、今ほど美味しくはないだろうけどね。あ、今回は豚肉しか使わなかったけど玉ねぎも一いつ緒しよに炒いためればかさましにもなるし、美味しいかも。まあ、玉ねぎは買って来て無いんだけどさ」

「成長してる気がしますね。っと、そろそろこのくらいで」

　玄関先で生姜焼きを片手に持っていることもあり、長話はしたくない。

　もう十分、長話をしていると言えばしているけど。

「じゃあ、またね」

「はい、また今度」

　こうして、初めての料理らしき料理である生姜焼きは成功を収めた。
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　次の日。

　少しだけ早起きして、生姜焼きをご飯の上に載せて生姜焼き弁当を作った。

　もちろん、粗あら熱ねつは取った。これで傷みやすくはならないはずだ。

　お弁当とお茶の入った水すい筒とうを手にし学校へと歩く。

「あ、間宮君。おはよ」

　高校への道のりで山野さんと出会う。

　そんな彼女の手には鞄かばんに加えて保冷バッグらしきもの。

「その保冷バッグの中身はお弁当ですか？」

「そうだよ。お母さんが買ってくれたのがあったから使ってみた。で、間宮君はどうかな？」

　生姜焼き弁当を作ったのかどうかという事だろう。

　真似ても良いですか？　と宣言しているからな。

「もちろんです」

「うんうん。あ、そうだ。これからは節約のためにお互いがサボりそうになったら言い合う。ってのはどうかな？」

「良いですね。それ」

　こうして、俺の、いいや違ちがう。

　俺と山野さんの節約生活は始まったのだ。








２章









　俺と山やま野のさんが通う高校は文武両道を掲かかげており部活動が盛んである。

　部活動が盛んな高校ではあるのだが俺は部活には入っていない。

　理由は簡単で部活動に入ればお金が掛かるからである。ただでさえ、一人暮らしで親にはかなり手痛い出費をさせているのだ。部活に入れば、部費や部活動で使う道具でかなりお金が掛かってしまう。

　母には一度きりの青春だし部活には入って良いのよ？　と口を酸っぱくして言われたけれども入らなかった。

　まあ、よくよく考えれば、中学に入っていた部活はバスケ部。シューズとマイボールに加え練習着と、かなりお金が掛かっていただけで、文化系の部活を選んでいればお金はそこまで掛からなかっただろうし、入っておけば良かったと後こう悔かいしている。

　そんな後悔をしている俺はと言うと、授業が終わり放課後は何も予定などないので普ふ通つうに家に帰るしかないのだ。

「今日も今日とて何かをしますか」

　部活に入っていない俺にとって放課後は何もすることが無い時間とも言えるし、何かをすることが出来る時間だとも言える。

「にしても、暑い」

　一応、夏前だというのに、暑さはすでに夏と同じくらいだ。

　暑さに耐たえきれずにエアコンの電源を入れてしまう。

　食費だなんだで節約しても夏場のエアコン代で帳消しになりかねないと思いつつも、暑さには耐えられない。

　しかし、逆に考えれば食費を節約しているおかげで帳消しになっているとも考えられる。

　苦しい思いをしてまで遊ぶためのお金を増やしたくないし、これで良いのだが……。

「やっぱり電気代が気になる」

　部活に入っていない俺は人よりも部屋に長く居る。長く居れば居るほど部屋の消費電力は多くなるわけで電気代が掛かるのは決定事じ項こうだ。

「なんか電気代を節約できるいい案がないだろうか？」

　と思いネットで電気代を節約する記事を調べるも、どれもいまいち。

　やっている手間に比べ、節約できるお金が少ないのだ。

　仕方がないと諦あきらめて、普通にネットサーフィンをしていた時だった。

「こ、これは！」

　俺が好きなゲームの続編が発売されるという記事を見つけてしまう。

　是ぜ非ひとも発売日に手に入れようと思うのだが……難しそうだ。

「本体を持ってない……」

　ゲームをプレイするためのゲーム機本体を持っていなかった。

　つい先日に出た最さい新しん鋭えいゲーム機での発売となるらしい。

　ゲーム機の価格は何と驚おどろきの４万５千円。

　正直に言うと、友達と一緒に遊びに行かないで、食費を切り詰つめれば、ゲームの発売日までに何とかギリギリお金は貯たまるだろう。

「ま、好きな作品のゲームとはいえ、そんな風に色々と犠ぎ牲せいに出来るわけが無い」

　結論はゲームを買うために無理してお金は貯めない。

　発売日に購こう入にゆうできなくとも、いつかは買えるように節約してお金を貯める事にした。

「エアコン代……」

　数か月後に発売されるゲームは小さい頃ころからずっと追ってきたシリーズもの。

　思い入れは凄すさまじく、発売日にプレイは諦めたものの、出来る限り早くプレイしたい。

　ゆえにいつかは買えるようにと割り切ったが、節約という意識が一層表に出てきた。

　エアコン代を節約するため電源を切ろうと手が伸のびるのだが、

「……」

　エアコンを切れば暑くて苦しいのだ。

　でも、苦しい思いをすれば、ゲームを手に入れるのは着実に早まる。

「ダメだ。やっぱ無理」

　体は快適さを選ぶ。でも、発売日は無理でもなるべく早くにゲームが欲しい。

　何か出来る節約はないかネットで調べたところ、結局、食費と電気代を節約しろという記事しか見つからなかった。

　そして、気が付けば夕方。

　節約のためにもスーパーへ買い物に行こうと玄げん関かんを出た。

「間ま宮みや君。今日は暑いね。スーパーに行くの？」

　ちょうどお帰りの制服姿でたっぷり汗あせをかいている暑苦しい山野さんと出会う。

　俺と違って帰りがいつも少し遅おそい山野さん。とはいえ、部活動に入っていないと聞いた覚えはあるし、何かしらの委員会に入っており、その活動で帰るのが少し遅いかただ単に友達と少し話してから帰って来ているのだろう。

　そんな、帰る時間が違うことについて少しばかり考えながらも、適当に話題を見み繕つくろう。

「はい、これからスーパーに行こうかなと。なにせ、これからの節約はより一層気を引き締めないといけませんし」

「金欠になっちゃったの？」

「いえ、違います。実は欲しいゲームが発売される事になりまして。でも、ゲーム機本体を持っていないのでそれも買うとなるとお金がかなり必要なんです。だから、節約をもっと頑張ろうという訳です」

「なるほどね。私も似た感じかな……。最近、ノートパソコンの調子が悪くてね……。親が使ってたお古で中々にぼろいから新しいのが欲しいな～って感じ？」

「今時の女子高生なのにノートパソコンを使うとか意外ですね」

「そう？　なんだかんだで、画面は大きいし、調べ事をしながら動画を見られるし、画面が大きい分一度に表示できる情報量が沢たく山さんだから使い勝手が良いじゃん」

「確かにそうですよね。今時はスマホやタブレットで事足りるとか言われてますけど、パソコンに慣れると全然物足りないですよね」

「うんうん。で、私もこれからノートパソコンを新調するために節約を頑張るけどさ。こうも暑いと、スーパーまで買い物に行くのが面めん倒どうだよね……」

　頭を悩なやませる山野さん。

　何かいい方法は無いかと考えている素そ振ぶりを見せた後だ。ちょっぴり申し訳なさそうな表情で俺にお願いをしてきた。

「間宮君が私の分も買って来てくれないかな～」

　確かに俺はスーパーまで買い物に行くし、山野さんの分も買って来ることは可能。

　一方的で俺だけが損する感じが否めないなと感じるも、山野さんの一言で吹ふき飛んだ。

「あ、もちろん、今日は間宮君がってだけで今度は私が間宮君の分も買いに行くから」

「分かりました。二人でスーパーまで買い物に行くのではなくて、交こう互ごに行けば時間の節約になりますしね。それで、山野さん。今日、俺に買って来て欲しいものは何ですか？」

「んー、悩むね。ところで今日は何を作るつもりなのかな？」

　山野さんは俺が作る料理が何なのかと訊たずねて来た。

　今日、俺が作ろうとしている料理は野菜炒めである。一人暮らしを始めてから、野菜が不足しがちな気がするからだ。

「今日は簡単に野菜炒めでも作ろうかなと。一人暮らしを始めて野菜が不足しがちなのを実感しているので」

「なる程ね。じゃあ、私も真ま似ねさせて？」

「ちなみに、キャベツとかを一玉買うのは使い切れないかもしれないので袋ふくろ詰づめされたカット野菜ですけどね」

「カット野菜の方が高いけど、使いきれなかったら勿もつ体たいないもんね。って、待った、間宮君。キャベツとかをさ、私と間宮君で半分にすれば使い切れちゃうんじゃない？」

「確かに」

「でしょ？」

　買い物に行く回数も減らせるのに加えて、山野さんと買って来たものを半分にすることで余らせて腐くさらせることを防げる。

　山野さんという心強い味方を手に入れられてラッキーだ。

「じゃ、色々と買ってきますね」

「うん、任せた。もちろん、明日は私がスーパーまで買い物に行くからね」
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　時間は過ぎるのが意外と早く、気が付けば節約を始めて１週間と少しが経った。

　節約を志す仲間である俺と山野さんはスーパーまで買い物に行くのを交互に行う事で時間を節約するのに加え、野菜を半分にすることで余らせるリスクを減らすという関係へ。

　そのおかげでほぼ毎日の様に山野さんとは話をしている。

　現に今も、今日はスーパーで何を買ってくればという話をしている最中だ。

「今日は俺がスーパーまで行く日ですけど、何を買ってくれば良いですか？」

「あ、今日は大だい丈じよう夫ぶだよ。色々と買いたい物があるし間宮君がスーパーまで買い物に行く日だけど、私も行く。さすがにたくさんお買い物をお願いするのは申し訳ないからね」

　買いたい物が多くあるとの事で、今日は久しぶりに山野さんと二人でスーパーまで買い物に行くことになった。

　その買い物をしている際であった。

　お総菜コーナーで揚あげ物をジーッと眺ながめている山野さん。

「どうしたんですか？」

「揚げ物に挑ちよう戦せんしたいなって。ほら、もう１週間以上も頑がん張ばってるし難しい料理に挑戦してみたくない？」

「確かにそうですよね……。揚げ物に挑戦したいのは俺もです。でも、手間とか油跳はねが怖こわいんですよね」

「一人で挑戦するのは心細い。という訳で、間宮君。私と一いつ緒しよに挑戦してみない？」

　心細さを解消するために俺も巻き込む。

　実にいい案である。

　実際問題、俺も揚げ物を作ってみたいと思っていたし、一人で油を扱あつかうのが山野さんと同じく怖いと思っていた俺にとってもまたとない機会だ。

「分かりました。俺も一人で挑戦するのは心細いのでお願いします。何を揚げるのか決まってるんですか？」

「普通に鶏とりの唐から揚あげにしようかなって思ってる。多めに作っておけば冷れい凍とうしてお弁当に使えるからね。あと、てんぷらとかフライは難しいイメージだし」

「じゃあ、唐揚げにしましょうか」

「だね。唐揚げを作るためのお肉を買って帰らないと」

　話が決まったので、お惣そう菜ざい売り場を離はなれお肉売り場に向かいなるべく良いものを選ぶ。

　意外とお肉というのは鮮せん度どの差があって、色が艶つややかな物ほど新しん鮮せんで美味おいしいらしい。

　肉料理における味の決め手はやはり肉の味。ここだけは妥だ協きようするなとクラスメイトのみっちゃんの姉である家庭的なけい先せん輩ぱいから教わったからな。

「ところで、間宮君。どのくらい唐揚げを作る？」

「たくさん作りましょう。油とかをたくさん使うのならたくさん作らないと勿体ないので」

「じゃ、がっつりと作らないとダメだよね」

　鶏モモ肉を大量に購入してスーパーで買い物を終えるのであった。

「いやー、にしても間宮君が居るおかげで安心して揚げ物に挑戦できるよ」

「意外と怖がりなんですね」

「まあね。帰ったら気合を入れて作らないと。なにせ、鶏肉を大量に買ったんだからね」

　失敗したら大損の量。これは骨が折れそうな調理になりそうだなと思っていた時だ。

「という訳で、間宮君。どっちの部屋でやるの？」

「ん？」

　どっちの部屋でやる？

　一体、山野さんは何のことを言っているのだろうか？

「言い出したのは私だし、私の部屋だよね」

「待ってください。ナンノコトデ？」

「そりゃあ、揚げ物だよ。一緒に挑戦するんだからね」

「一緒に挑戦って文字通りに一緒にという事ですか？　てっきり、それぞれの部屋で別々に調理すると思ってたんですけど……」

　揚げ物を作るまでは一緒。

　でも、互たがいの部屋でそれぞれ作ると俺は思っていたのだがどうやら違ちがうらしい。

「意味なくない？　油を使うのが怖いんだし二人で立ち向かわないと」

「いや、まあ。そうなんですけど」

　もっともな言い分だが抵てい抗こう感が凄まじい。

　山野さんと一緒に料理をするためにはどちらかの部屋に上がり込むという事だ。

　それはそれは、思春期真っ盛りな俺にとってはかなりの大事件である。

「もしかして、女の子の部屋に上がるのに緊きん張ちようしちゃってる？」

　思春期真っ盛りな俺のうろたえ方に向けられる山野さんのにやにやとした視線。

　そのことに対し俺は抵抗を感じてしまう。

「全然ですね。思い返せば、普ふ通つうに女の子の部屋に入ったことがありますし」

　……ま、小学生の時だけどな。

　威い勢せいよく山野さんのにやけ顔に対たい抗こうしてみた結果は何とも虚むなしい事に見み透すかされている。

　普通に小学生の時とかそういうあれでしょ？　という顔で見つめられているのだから。

「山野さんこそ俺の部屋に上がり込む時、緊張はしないんですよね？」

「そ、それは……まあね。緊張しないよ？」

　絶対に噓うそである。俺の部屋に上がり込むのに緊張するという顔をしている。

「分かりました。じゃあ、山野さん。俺の部屋で揚げ物に挑戦しましょう」

「わ、分かったよ。間宮君の部屋で唐揚げを作るって事でオッケーかな？」

「はい。部屋で待ってるので来てくださいね」

　気が付けば、俺の部屋で一緒に唐揚げを作る事となったのであった。

　スーパーから帰宅後。

　揚げ物は普ふ段だんよりも服が汚よごれてしまうので、汚れても良い服に着き替がえてから来るそうだ。

　そんな山野さんが来る前に俺はと言うと台所周りを綺き麗れいにする。普段生活している部屋は別に片付ける必要などないのは言うまでもない。

　なにせ、台所と部屋はドアで仕切る事が出来るのだから。

　わざわざ唐揚げを作るためだけにドアを跨またがせて部屋に入れる必要などない。

　台所周りを軽く綺麗にし終えた時だ。

　チャイムが鳴り、山野さんが来た事を知らせてくれる。

　部屋に招き入れるために玄げん関かんを開けると、そこにはなんと言うか普段じゃ絶対に見る事の出来ない山野さんの姿があった。

　半はん袖そでのＴシャツ。少し短い気のするハーフパンツ。部屋で過ごすためだけの格好だ。

「お待たせ。入っても良い？」

「どうぞ」

「お邪じや魔ましますっと」

　靴くつを脱ぬぎ、すぐに直結している台所を見つめる山野さんの第一声はこうだ。

「男の子の部屋に上がるのって初めてだけど、意外と緊張しないもんだね！」

　と言っているが、なんと言うか物もの凄すごく肩かたの位置が高く、あからさまにいつもより姿勢が正しい気がしてならない。

「さすが山野さん。と言いたいところですが、誰だれでも異性の部屋に初めて上がれば緊張しますって。肩の力ちからを抜ぬいてリラックスしてください」

「間宮君に私の部屋に上がるのに緊張してる？　とか煽あおった身としては屈くつ辱じよくだけど、やっぱり異性の部屋に上がるのはちょっぴり緊張するね」

「ぼちぼち、唐揚げを作り始めましょうか」

「だね」

　山野さんと一緒に唐揚げづくりを始めた。

　最初は鶏肉の処理だ。

　二人でまな板に載のせた鶏肉の小骨や、ちょっとした筋を綺麗に取り除く。

　綺麗になった鶏肉を食べやすいサイズにカットするのだが、俺の部屋には包丁が一つしかないので代わる代わる切ることに。

　山野さんが部屋から包丁とまな板を持ってこようか？　と言うも、まな板をもう一枚置くスペースなどないので包丁が増えた所で意味が無い。

　一度、鶏肉を切る作業だけは別々にとも考えたが、せっかく二人での料理。

　わざわざ別行動するのはつまらないので却きやつ下かである。

「一個はこのくらいで良いよね？」

　カットした鶏肉がこの大きさで良いかと俺に確認を取る山野さん。

「そのくらいで良いんじゃないですか？」

「おっけー。じゃあ、ドンドン切るね」

　鶏肉を手際よくカットしている最中だ。

「指切れちゃった……」

　山野さんが指を切ってしまい、血が滲にじみ出す。

「大丈夫ですか？」

「このくらい、へーき、へーき。少し待てばすぐに血が止まると思う」

　少し待てば血は止まるだろうが、処置をしておかないとダメなのは言うまでもなく、台所から離れ絆ばん創そう膏こうと消毒液を手にして山野さんの下へ戻もどる。

「山野さん。絆創膏を巻きますね」

「女子力高いね。私の部屋には絆創膏も消毒液も無いよ？」

　切った指先は俺の方を向く。

　爪つめが綺麗に切り揃そろえられた指に付いている血をふき取りながら話を続ける。

「姉さんが買ってくれたので、俺が買い揃えたわけじゃありません。たぶん、姉さんが居なければ普通に部屋に絆創膏も消毒液も置いとかないでしょうね」

「間宮君ってお姉さんが居るんだ」

「一人暮らしも姉さんの支し援えんで出来ているようなものですから本当に頭が上がりませんよ」

　親と姉さんの支援によって今の生活は成り立っているのだ。

　ゆえに親と等しく姉さんには頭が上がらない。とか考えながら山野さんが切った指先に消毒液を吹ふきかける。

「ひゃっ！」

　あられもない声。

　その声を上げた本人はと言うと、顔を真っ赤にしてか細く文句を垂れる。

「急に間宮君が消毒液を吹きかけるから変な声出ちゃったじゃん……」

　変な声を出して恥はずかしがっている姿が可愛かわいらしくて、ついもう少しだけ見てみたいという気が働いた。

「そうですか？　可愛い声だったと思うんですけど……」

「くぅ。生意気な間宮君め。でも、私のためを思って消毒液を吹きかけて治ち療りようしてくれてたのを考えると怒おこれないじゃん！」

　煽る俺に怒っても良いのに、怒れないと言ってしまうところがまた可愛い。

　そんな彼女の指に絆創膏を巻いた。

　それから何事もなく、落ち着いてから鶏肉をカットするのを再開。

　かなりの量の鶏肉を一口大のサイズに出来た。

　特大のフリーザーバッグを広げて、その中に入れて醬しよう油ゆ、すりおろしたにんにくとショウガ、料理酒、隠かくし味のはちみつを入れて揉もみ込む。

「次は……30分寝ねかせる」

　普段なら道具の片づけをしていればあっという間に時間は過ぎるが今日は違う。

　俺が唐揚げに味を付けている際に山野さんが切った指先を庇かばいながら包丁やまな板を洗い終えてくれている。

　そのため30分間という暇ひまな時間が生まれてしまったのだ。

「暇ですね」

「だね。ところでさ、間宮君。ちょっとだけ、さっき絆創膏と消毒液を持ってきたあの部屋のドアを開けても良い？」

　あの部屋のドアとは台所とベッドのある居間を区切るためのもの。

　絆創膏と消毒液を取りに行く際に少しばかり見えたのだろうが、それでも依い然ぜんとしてはっきりと見えたわけじゃ無いしな。

　分かる。俺だってそうだ。

　確かに、同年代の一人暮らしの部屋だ。どういう部屋に住んで居るのか気になる。

「……まあ、良いですよ」

　別にやましいものがあるわけでもなく、普段から綺麗にしている。

　普通に許可を出すと山野さんは恐おそる恐る俺の部屋のドアを開けた。

「普通だね」

「でしょうね。なんにも面白い事なんてありませんよ？」

「で、どうなの？　エッチな本とかってあるの？」

　しれっととんでもない事を聞かれたが、この程度で狼狽うろたえる俺ではない。

「ご想像にお任せします」

　敢あえて答えは出さない。

　俺がそういう本を持っているのか、持っていないのかで大いに悩なやんでくれ山野さん。

「そっか。間宮君はエッチな本を持っていると」

「ちょ、なんでそんな勝手な決めつけを……」

「間宮君がご想像にお任せしますって言ったんだよ？　という訳で、私に消毒液を急に吹き掛かけて変な声を出させるような子だし。エッチな本を持っててもおかしくないからね」

「すみませんって」

　軽い冗じよう談だんで話に花を咲さかせる。

　普通に部屋を見せた。

　唐から揚あげを寝かせている間、ずっと立っているのもあれなので山野さんを部屋に招き入れるとしよう。

「部屋で時間が経つのを待ちましょうか」

「え、良いの？」

「部屋に上がられたところで別にどうって事は無いので。適当にクッションの上に腰こしを掛けてごゆるりとくつろいでください」

「お言葉に甘えてお部屋で休ませて貰もらうね」

　友達が来ることを見み越こして多めに用意してあるクッションを尻しりに敷しき、山野さんは俺の部屋に座り込む。

「テレビでも点つけましょっか」

　適当に点けたテレビを見ながら、どうでも良い事を話していたらあっという間に30分が過ぎ去った。
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　唐揚げの調理はいよいよ佳か境きよう。油はすでに高温。

　漬つけ込こんだお肉に小麦粉をまぶし油で揚あげるのみ。

　言葉で言えば簡単なのだが、高温に熱した油を前にしてビビらないわけが無い。

　何せ１週間前から料理を始めた素人である。

「……緊きん張ちようしますね」

「うん。緊張する。じゃあ、まずは私からお肉を油に投入するね」

　緊張しながら熱した油に鶏とり肉にくを入れる山野さんの腰は変に引けていて、つい笑ってしまいそうになるも本人は至って本気なので笑うわけには行かない。

　もし、笑って山野さんの集中力が途と切ぎれて怪け我がに繫つながったら大変だし。

「山野さん。怖こわいからって投げ入れちゃダメですよ？」

「わ、分かってる。そーっと、そーっとでしょ？」

　山野さんはそーっとなるべく波を立てないように鶏肉を投入した。

　すると油で揚がって行くのを知らせる小気味良い音が部屋中に響ひびき渡わたる。

　油は跳はねているが、しっかり距きよ離りを置いていればなんてことは無い。

　とはいえ、跳ねるものは跳ねる。パチンと大きな音を立てて油が山野さんを襲おそう。

「っつ！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫だよ。ちょっと熱かったけどね。ま、こればかりは仕方ないね。揚げ物だし」

　油跳ねは仕方がないと割り切る山野さん。

　そんな山野さんと俺は油を恐れながらも唐揚げを揚げて行くのであった。

　そして、第だい一いち陣じんが揚がった。

　まだまだ、揚げていない状態の鶏肉は残っているので、揚げなければいけないが、それでも我が慢まんが出来ない俺達。

「味見しないとね。ちゃんと成功してるかどうかを」

　味見をするために棚たなから箸はしを取り出し山野さんに渡す。

　こんがりと色づいた唐揚げを箸で摘つまみ口に入れる山野さん。

　熱そうに口をはふはふとさせながらも咀そ嚼しやくしていき、口の中が綺き麗れいになった途と端たんに山野さんは感想を発した。

「火傷やけどした」

　だろうな。あれだけ、熱そうに口を動かしていれば火傷して当然。

「で、肝かん心じんの味はどうでした？」

「凄すごく美味おいしいよ！　サクサクで冷食とは全然違ちがう」

「じゃあ、俺も」

　火傷すると分かっていても、我慢できずに熱々の唐揚げを口に入れた。

　口いっぱいに広がる唐揚げの肉にく汁じゆう。

　隠し味のはちみつの効果のおかげか、お肉は心なしか柔やわらかい。

「美味しいです。じゃんじゃん、揚げましょう！」

　それから、俺と山野さんはたくさんの唐揚げを揚げていくのだった。

　で、気が付けばすべてを揚げ終わった頃ころには30分が過ぎている。

「これで、全部だね。いやー、苦労したよ」

「結構時間が掛かっちゃいましたね。さてと、後はこの唐揚げでご飯を食べるだけです」

　出来上がった唐揚げをおかずにご飯を食べる。

　本日のメインイベントなのだが、山野さんの顔つきが凄くやってしまったという顔だ。

　……ああ、そういう事か。

「もしかして、ご飯を炊たき忘れました？」

「あはは、うん……。あと、冷れい凍とうご飯も無い」

「分かりました。せっかくの出来立ての唐揚げ。白いご飯が無いのは勿もつ体たいない。なので、うちで炊いたご飯を山野さんにお裾すそ分わけします」

「え、良いの？」

「はい、多めに炊いたのでたくさん食べて大丈夫ですからね。と言うか、せっかくなのでもうここで食べて行きませんか？」

　普ふ通つうに山野さんを部屋に入れた。

　わざわざ、部屋に戻もどらせて食べさせるよか、一いつ緒しよに食べた方が効率的。

　いいや、二人で食べたほうが楽しくて美味しいのが一番の理由だ。

「分かった。お言葉に甘えてここで食べて行くね」

　それから俺と山野さんは二人で唐揚げをおかずにご飯を食べるのであった。
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　山やま野のさんと料理のお裾分けをする仲になってから２週間が経たった頃だ。

　ちなみにお裾分けをする仲になった理由は簡単だ。

　唐揚げを一緒に作った次の日に山野さんが俺の部屋を訪れて来た。

『これ、昨日のお礼だよ。ほら、場所とかも提供して貰った上にご飯まで貰っちゃったから』

　タッパーに入っているのは炊き込みご飯はん。

　鶏肉とごぼうと人参、キノコが入った美味しそうな一品。

『わざわざありがとうございます。今日は筑ちく前ぜん煮にを作ってみたんです。良かったら、少しお裾分けさせてください』

『良いの？　なんか、また私が恩を受ける感じになっちゃうけど』

『じゃあ、また何か作ったらお裾分けをください」

『もちろん。んじゃ、筑前煮を有難く貰う。炊き込みご飯を作ったは良いけど、おかずはどうしようかなって感じで、もう一品おかずが欲しかったし』

　このような感じで俺と山野さんはお裾分けをする仲となったわけである。

　で、そんな関係になってから２週間が経ち、俺はとある事に気が付いた。

　最初でこそ、山野さんの事をお隣となりさんで高校の先せん輩ぱいとしか思っておらず、仲が良い友達。

　そんな風に思っていたのだが、気が付けば山野さんの事が気になって気になって仕方がなくなっているのだ。

　まあ、気になるの正体をもっとはっきりと言えばこうだ。

「山野さんの事が好きだ」

　別に何か大きな出来事があったという訳ではない。

　お裾分けをしたり、一緒に料理したり、スーパーへ買い物に行く際、交こう互ごに行く。

　劇的な出来事があったわけでは無く、ありきたりの日常であった。

　でも、そのありきたりの日常の中で山野さんの魅み力りよくを知った。

　ちょっぴり年上風を吹ふかす。

　冗談で場を和ませる。

　決して理り不ふ尽じんな事で怒おこらない。

　何よりも、一緒に過ごしていて嫌いやじゃ無くて本当に楽しい。

「色んな魅力を知ってしまった」

　顔が可愛かわいいからとか、スタイルが良いからとか、絶対にそういうのが理由で好きになったわけでは無いと言い切れる。

「山野さん……、山野さん……、山野……ん？」

　そんな思いを馳はせる相手の事で気になった点が一つ。

「あれ？　山野さんって山野さんで……山野……」

　出て来ない。

　山野さんの名前が出て来ないのだ。

　名字は山野。名前は……出て来ない。

「……まじか」

　下の名前も知らない相手を好きになったことに驚おどろきを隠かくせない。

　そして、今いま更さらになって山野さんの下の名前を聞こうにも聞けるような雰ふん囲い気きではない。

「ど、どうすれば良いんだ？」

　もしもの話だ。山野さんに名前を聞いたらどうなるんだ？

『間ま宮みや君。私の名前を知らなかったんだ……酷ひどいね』

　幻げん滅めつされる？　今となって名前を知らないと打ち明ければ幻滅されるかもしれない。

　まあ、山野さんに限ってそんな事は無いとは思うのだが、好きな人に少しでも幻滅されるようなリスクのある行動は取りたくない。

　絶対にこの程度の事で山野さんに幻滅されたり、嫌きらわれたりしないと分かっていてもだ。

「山野さんの名前を知らないことをバレずに知ろう」

　密ひそかな戦いが今始まるのであった。










　名前を知ろうと思い始めた次の日。結局のところ、山野さんの名前を知る方法は思いついていない。

「山野さんの名前を知る方法……」

　学校までの歩き道。ちょっとした空き時間を悩なやみ事に費やす。

「あ、そういえば」

　名前を知ることのできる機会がある事を思い出す。

　賛否両論ではあるが俺達の通う高校では試験が行われた後、成績上位者を学校の掲けい示じ板ばんに張り出すのだ。

　そろそろ期末試験が近く、結果が出れば成績上位者の名前が掲示板に張り出される。

　山野さんは成績が良いと言うか、トップクラスに頭が良いらしい。

　つまり、山野さんはまず間ま違ちがいなく名前を張り出される。

　それを見れば下の名前を知ることができるという算段だ。

「よし、これでいける」

　無事に山野さんの下の名前を知らないという悩みの解決の糸口を見出した俺は、軽やかな足取りで今日も学校での生活を送ろうと歩く。

　学校に着く間際、クラスで一番仲良くしている友達、幸こう喜きと出くわした。

「よ、幸喜」

「お、おう。今日は上じよう機き嫌げんそうだが、なんかあったのか？」

「そうか？　普通だと思うが……」

　口ではそう言ってはいるが、山野さんの下の名前を知れるというちょっとしたわくわく感は明らかに上機嫌へと導いている。

「ま、普通なら良いんだがよ。そう言えば、期末試験が終わった後、どこに遊びに行くんだか決めようぜ」

　期末試験が終わった後は羽休めとして皆みなが皆、遊びに繰くり出す。特にこの時期では、試験が終わった後、皆でどこに遊びに行こうかと相談する季節でもあるのだ。

　道すがら幸喜以外の友達とも出会い、試験前なのに気楽な事でどこへ遊びに行こうかと相談する。

「どこでも良いんじゃないか？　ま、カラオケとかボウリングとかそこら辺だろ」

　とある奴やつが言う。

「だな。てか、女の子と遊びてえー」

　とある奴が続いて言った。

「おい、誰だれか。女の子を誘さそえるような奴はいねえのかよ」

　女の子と遊びたいお年とし頃ごろな高校生男子だが、遊びに誘えるような女の子は居ない。

「はあ……。モテてえな……」

「だな……」

　季節は夏前。

　彼女が欲しくなる季節だ。

　夏と言えばイベントがたくさん。夏祭りに花火大会、海、山、川、となんでもありだ。

　彼女が居れば、そういったイベントを楽しく過ごせるのは言わなくても分かる。

　モテない男諸君である俺達は、どこへ遊びに行く相談から、どうにか彼女が出来ないかと話題が変わった。

　野や郎ろうどもの嘆なげきに耳を傾かたむけているちょうどその時であった。

「なになに、モテたいの？」

　みっちゃんが話に割り込んでくる。

　男子がモテたいだの言っているのを面白がって近づいて来たのだろう。

「ん、そうだよ。俺達はモテたい。女の子とキャッキャウフフな青春を送りたい」

　幸喜がみっちゃんに言う。

　それに頷うなずく野郎ども。俺も同じく頷くと、

「ちなみに、みんなに交じって頷く素そ振ぶりをしているけど、割と女の子と仲良くしている裏切り者が一人いるね」

　みっちゃんの一言で血気盛んになる男たち。

　一方、俺は血気盛んになるどころか血の気が引いて汗あせが止まらない。

「ちなみに、裏切り者は哲てつ君くんだよ！　んじゃ、後は野郎どもでお話し合いだね！」

　爆ばく弾だんを残してみっちゃんは俺達の下から去って行き、同じく高校に向けて足を動かす他の友達の下へと駆かけて行った。

「そう言えば、哲。お前。あの特大チーズパンをなぜか半分こにして持って帰って来た事があったよな？」

　友達である幸喜の間宮哲てつ郎ろう、あだ名は哲の俺へ送られる熱い視線。

　野郎の視線などまったくもって嬉うれしくなどない。

　クラスメイトの大半からみっちゃんと呼び親しまれる仕切り屋である学級委員のせいで、俺は窮きゆう地ちに立たされているとしか言いようがない。

「な、何のことだ？」

　幸喜どころか通学路で出会った他の友達にも妬ねたましそうな目を向けられた俺は言い淀よどむ。

　ヤバイなあ……。こいつらに山野さんとの関係を知られたくない。

　山野さんとあわよくばとか思って、俺の家に訪れてきそうだし。

「洗いざらい吐はけ」

「取り押さえろ」

「お前ら、裏切り者を逃にがすな」

　これは、話さざるを得ない流れとしか言いようがないかもしれない。

　この学校に通う山野さんという女子生徒とお隣さんで、なんだかんだで仲良くしているという事を。

　だが、変に噂うわさされて山野さんに迷めい惑わくを掛かけたくないので俺は口を閉じる。

「話さないからな？」

　みっちゃん。貴様の事は許さん。

　そう思いながら、野郎どもから山野さんの事を隠し通すのであった。
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　朝、通学路で嫌というほど野郎どもの質問を受け疲つかれ気味な俺に、クラスメイトのみっちゃんが話しかけてきた。

「哲君。朝は災難だったでしょ？」

「みっちゃんが原因だろうが。あれか、お前は俺を困らせて楽しんでるのか？　なあ、そうなんだろ、なあ」

「えー、だって、哲君が明らかに接点無さそうな女の子と一いつ緒しよにスーパーでおかい」

　大きな声で周りに聞かせるがごとく口を開くので強引に手で口を塞ふさぐ。

「んー、んー」

　話させろという熱い意志を感じる中、これ以上手で口を塞いでいる方が絵面的にヤバい気がしたので手を口から放す。

「ぷはあ。まったく、女の子の口を強引に閉じるなんて最低だね」

「お前がまた変に噂が立つようなことを言おうとしたのが悪い」

　文句を言い手についた唾だ液えきを拭ぬぐいながら抗こう議ぎする。

「んで、んで、あれからたまに二人で歩いてるのを見るけどどうなってんのかな？」

　まだ続けるか……。

「いや、あの、他の人が居るからその話はやめてくれないか？」

「えー、だって。クラスにしか友達が居ないような男の子が年上の先せん輩ぱいと歩いているのを目もく撃げきしたら気になって気になってしょうがないのは私だけじゃないはずだよ？　あんなのを見せつけられたせいで私は夜しか眠ねむれない体に……」

「夜眠れていれば十分だろうが」

　もうやめてくれ。

　本当にやめてくれと思いながら俺はみっちゃんにこう言った。

「お前、俺を困らせるような事をしてるが、何か恨うらみでもあるのか？」

「さあ？　どうだろうね。それじゃあ、１限は体育だし私はそろそろ着き替がえるために更こう衣い室に行くね！」

　みっちゃんはそれなりに大きな声で話していたのだ。

　クラスの中で俺が女の人と歩いていたという噂は広まってしまう。

　本当に変に勘かん違ちがいされないことを祈いのるばかりだ。

　勘違いが進むようなら、しっかりと話しておかないとダメかもなとか思いながら、俺も１限の体育に向けて準備を進めるのであった。
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　野郎どもに加えてクラスの女子の一部にすら俺がこの高校の先輩と仲が良いと噂される。

　人間関係ができ、落ち着きを見せ始めた１年生の夏休み前、浮うき足あし立だった話題が出れば当然食い物にされる。

「なあ、教えろよ。哲」

　幸喜からもしつこく、俺がどんな女の子と歩いていたのかを質問されまくる。

　もういっそのこと、山野さんの事をある程度打ち明けてしまっても良いかも知れない。

　勿もち論ろん話すとしたらある程度に留める。お隣となりさんという格好の餌え食じきになるようなネタは伏ふせないとダメである。

　俺だけが迷惑を被こうむるのは良いが、山野さんに迷惑は掛けられない。

「絶対に言わないからな。相手に迷惑が掛かったらどうすんだよ」

「っち、しけた野郎だぜ」

　とまあ、男子からは質しつ問もん攻ぜめ。

　女子からは噂が飛ひ躍やくして『間宮って彼女がいるんだって』と言われ続ける。

　面めん倒どうくさいなあと思いながら、家に帰るべく用意を始めると、みっちゃんが俺の下へやって来る。

「ねえねえ、哲君。実際問題、どんな関係なの？」

「教えないからな。いい加減しつこいぞ」

　うざったらしいので、話にあまり応じず帰りの準備を終え、校舎を出て歩き始める。

「哲君。今日はこの後どうするの？」

「スーパーに行く」

「へー、まだきちんと自じ炊すいを続けてるんだ。偉えらいけど、哲君らしくないね」

　褒ほめられているんだか煽あおられているんだか。

　そして、普ふ通つうについて来ている。そんなに俺の浮足立った話が好きなのだろうか？　と思いながらあしらい続けた。

「まさか、スーパーまでついて来るなんて思いもしなかったぞ？」

「ん？　まあ、ほら私って家庭的な女の子だからお夕食のお買い物もあるし、別にスーパーだったら跡あとをつけても良いかな～なんてね」

「へー」

　適当に返事をしながら、スーパーの中に入った。

　入ると同時に、とある人物が居るのを目撃してしまう。

「こっちとこっちどっちが良いと思う？」

　手にはナスを持った山野さん。

　一人ではなく、みっちゃんの姉であるけい先輩と一緒だ。

　今日は俺が買い出しの日だが、自分の分は自分で買うから買って来なくて良いと言われたのはけい先輩とスーパーで買い物をするからだったんだな。

「あの～、お聞きしますが、間宮哲郎君とはどのようなご関係なんですか～？」

　俺の視界から消えたみっちゃんは山野さんに話しかけていた。

　さすがぐいぐい行く系女子。行動力が段だん違ちがいだ。

「えっと。間宮君との関係？」

　俺の話題が出たせいか、近くに俺が居るのかもしれないと見回す山野さん。

　目が合い、二人して苦笑いを浮うかべる。

「ずばり間宮哲郎君との関係がちょっと気になります！　結構前にスーパーで会った時から進展はあったんですか？」

　ぐいぐい攻せめていく。

　それと同時にけい先輩がみっちゃんに同調し始める。

「みっちゃん。しつこくするのはやめなさいと言いたいけれども、私も少し気になっているのよね……という訳で、教えて頂ちよう戴だい？　哲郎君とどういう関係なのかをね？」

　みっちゃんの姉であるけい先輩もにやにやとしながら山野さんへ詰つめ寄る。

　一方山野さんはと言うと、

「んー、内ない緒しよかな」

「あら、そう。なら、良いわ」

　みっちゃん同様にグイグイ来てうざったらしいかと思いきや、けい先輩はすんなりと身を引いて問い詰める事などしない。

「みっちゃん。姉を見習え。お前も聞かれて返事が無ければ諦あきらめろ。な？」

「んー、まあ哲君次第で考えてあげても良いよ？」

「お前なあ……」

　みっちゃんとのやり取りを見てけい先輩がくすりと笑っている。

「けい先輩、少し笑ってますけどどうしたんですか？」

「いえ、まあ、みっちゃんに口止めされてるから言えないのよ。まあ、強しいて言うのならばみっちゃんは確かにしつこいわ。でもね、あなたには特別にしつこいの。理由は……」

　前にスーパーで会った時と同様に、また何かを隠かくしている感じで語るけい先輩。

「お姉ちゃん。言わないでよ？」

「分かってるわよ。あなたのささやかな復ふく讐しゆう劇については言わないわ」

「お姉ちゃん！」

　怒おこるみっちゃん。

　復讐劇だと？　おい、みっちゃん。まさか、お前は本当に俺に恨みがあって山野さんとの噂を流したり、しつこかったり、しているのか？

「本当なのか？　みっちゃん」

「んー、まあね。わざとではあるよ。でも、哲君が悪いんだからね」

「……で、理由は？」

「内緒かな。気が付くまで教えない。まあ、このままだと一生気が付かない気がするし、ヒントだけはあげる。私はクラスメイトです。これがヒントだよ」

　……クラスメイトがヒントだと？

「分からん」

「まあ、良いよ。分からなくてもさ。私がしつこくうるさく哲君に振ふる舞まうだけだし」

　俺とみっちゃんの因いん縁ねんについて山野さんは気になったのか、答えを知っているであろうけい先輩に教えてと頼たのんでいる。

「やまのん。耳を貸しなさい」

　けい先輩は山野さんの耳元で何やら発言した。もちろん、俺には聞こえないようにだ。

「あー、うん。間宮君……。まあ、これは仕方ないと言えば、仕方ないかもだけど、それでも忘れちゃダメでしょ」

「忘れちゃダメ？」

「復讐される理由だよ」

「そんなに俺が悪いんですか？」

「うん、結構悪いね」

　といった具合に色々と話しながらスーパーで買い物をする俺達であった。
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　レジを終えて店内から出る。

「そう言えば、やまのんと哲郎君はここら辺の近所に住んで居るのよね？」

　今しがた出たばかりのスーパーで買い物をするという事は、近くに住んで居ると言うのは明白な事実。

　なにせ、この都会で電車に乗ってスーパーまで行き買い物をするなんてよほどの事が無い限りあり得ないのだから。

「まあ、ここら辺ですね」

「うん、ここら辺だよ？」

　明らかにはぐらかしたような答えを二人して言った結果。

「その感じからして、二人はそれなりに近い場所で暮らしているみたいね」

　けい先輩に俺達がかなり近くに住んで居ると勘かん繰ぐられてしまった。

　お隣さんだとバレればみっちゃんはうるさいのがさらにうるさくなり、クラスメイトに俺が同じ高校に通う先輩とお隣同士で仲良くやっていると言い振り回すに違ちがいない。

　となれば、することは一つ。お隣同士である事を隠す事のみだ。

　山野さんも俺と同じ考えらしく、明らかに目配せで話を合わせよ？　という感じだ。

「うん、かなり近いね。だから、帰り道が一いつ緒しよで会う事が結構あって仲良くなったんだし」

「ですね」

　お隣同士である事をバレないように取り繕つくろう。

「やまのんの部屋の近くを捜し回れば哲郎君の部屋を見つけられるという事ね」

「けい先せん輩ぱいは山野さんの部屋があるアパートを知っているんですか？」

「ええ。でも、そう言えば……やまのんのアパート付近に……」

　言い淀よどむけい先輩。

「どうしたの？　お姉ちゃん？」

　みっちゃんが言い淀んだけい先輩に聞く。

「やまのんのアパートの付近にはコンビニ以外は無いのよね……と思い返していただけよ」

　そんな言葉を言い切った後だ。

　めっちゃけい先輩はこっちを見つめてくる。

　無言でめっちゃ何かを訴うつたえて来ている。

「……どうしたんですか？　なんか、凄すごくこっちを見ている気が……」

「そう言えば、みっちゃん。私はコンビニで通つう販はんの支し払はらいをしないとダメなことを思い出したわ。先に帰ってて頂戴？」

　ちょうどあった目の前のコンビニ。スーパーで買い物をするようになる前までは良く俺が通っていたコンビニである。

　なる程、俺じゃ無くてコンビニを見ていたのか。

「えー、スーパーで買ったたくさんの荷物を一人で持つのはだるいんだけど」

「お土産みやげにアイスを買ってあげると言っても？」

「それなら良し。んじゃ、先に帰ってるね。お姉ちゃん！」

　元気そうに走り去ったみっちゃん。

　それを見送った後、けい先輩は俺達に向けて口を開いた。

「安心しなさい。みっちゃんには黙だまっておいてあげるわ」

「何をですか？」

「あなた達の事をよ。変に口裏を合わせてご近所に住んで居て、たまたま仲良くなったという風に誤ご魔ま化かそうとしていたじゃない？」

「さ、さあ？　なんの事かな？」

　惚とぼける山野さんの表情を見み逃のがさないけい先輩。

「やまのん。あなたのアパートの近くには別のアパートと言えば、それなりにお高いような物件、もしくはファミリー層向けの広い物件しかない。この事を知らないあなたではないでしょう？　前に私を家に招いた時にこう言ったじゃない」

『このアパート以外だと割とお家賃が高いんだよね～。もし、このアパートが空いてなければ高校から少し離はなれた駅の近くで探さないといけなかったんだよ』

　山野さんっぽい口調と声音で演じるけい先輩。

　語られた内容は事実上の死し刑けい宣告みたいなものである。

「……まあね。けい先輩が考えている通りで正解だよ」

　隠すことは不可能。

　未練がましくも、山野さんはけい先輩が考えていることを認める。

「まあ、安心しなさい。私はみっちゃんと違ってうるさくするつもりは無いわ。だから、あの子をこの場から追い出したんだもの。でもね、一つだけ忠告しておくわ」

　ごくりと息を吞のむ俺。堅かた苦くるしい言い方とちょっとした真ま面じ目めな顔つきで忠告と言われれば仕方がない。

　けい先輩は俺達に真面目な顔をして言い放つ。

「不ふ埒らちな噂うわさを立てられないように気を付けなさい。あなた達がお隣となりさんだとバレれば、仲良くしているあなた達の事を周囲は不埒な事をしている関係。そう思うに違いないわ」

「……でしょうね」

「だろうね」

「そして、やまのん。あなたは指定校推すい薦せんを狙ねらっているのでしょう？　確実に一いつ般ぱん受験で受ければ合格するのが難しい大学の指定校推薦を狙っているのなら、変に噂を立てられて教師陣じんの耳に入らないように」

「そうだね。けい先輩の言う通り、そこら辺は気を付けておかないとかな。指定校推薦を貰もらうために私は生徒会に入ったし、一般受験で狙っている指定校推薦の大学に通おうと思ったら予備校に行かなきゃ絶対に無理。さすがに予備校に通うお金は無い。ま、一人暮らしをして無かったら行けたんだろうけど」

　世せ知ち辛がらい話である。

　勉強さえすれば良い大学に行けるというのは本当に一ひと握にぎりの天才のみ。

　難関大学受験に向けた対策を行っている予備校に通わなければ、合格など夢のまた夢。

　だからこそ、うちの高校では考えられない程のレベルの高い大学の指定校推薦を狙う。

「脅おどしのような事を言ったけれども、安心なさい。やまのんがよっぽど変に噂されなければ平気よ。ただ少しだけ頭の隅すみに今言ったことを置いておきなさい。せっかく、成績上位で生徒会にも入って、指定校推薦を貰おうと努力しているのにもったいないじゃない」

　山野さんが良い大学の指定校推薦を狙っていると初めて知った。

　それにあたって、生徒会に入っているのも知った。

　そんな彼女の努力を無む駄だにしたくない。確かに、けい先輩の言う通りよっぽど変に噂を立てられなければ平気だろう。

　だからこそ、指定校推薦を狙っている山野さんに対する教師陣の心証など周囲は気にせず噂するはずだ。

「山野さん。みっちゃんはうざったく言いふらしそうなんで特に気をつけます」

　みっちゃんはたかだか不純異性交遊の噂程度で教師陣の心証が悪くなるわけが無いと思うようなタイプだろう。

　山野さんに迷めい惑わくを掛かけて嫌きらわれたくないのではっきりと宣言した。

「考えすぎだって。別にへーき、へーき。ほんとに少しだけ気にしとけば十分だよ」

「そうよ。哲郎君。別に気にし過ぎることは無いわ。それこそ、やまのんとの色いろ恋こい沙ざ汰たに関しては気にせずにガンガン行けば良いと思うわ」

　向けられる、お前ら本当は出来ているんでしょう的な視線に山野さんがいち早く反応した。

「勝手に間宮君が私の事を好きだと決めつけないの、けい先輩。ごめんね。けい先輩がうざくて。ほら、間宮君をからかわない。というか、間宮君こそ私なんかと噂を立てられたら女の子たちからモテなくなる。あいつは彼女が居ると知れ渡わたれば、近づいて来る女の子が少なくなっちゃうもんね。よし、分かった。私もなるべく間宮君が変に噂されないように気を付けるね！」

　その様子を見てけい先輩はにこやかに言った。

「やたらと必死に哲郎君に迷惑を掛けまいと……ま、これ以上言うと怒おこられそうだから黙っておくわ。それじゃあ、私は本当にコンビニでアイスを買ってから帰るわね」

　手をひらひらと振りながらコンビニへと入って行くけい先輩であった。

　互たがいに迷惑が掛かるのを恐おそれ、外ではお隣さんというのを隠かくす事になった。

「二人して秘密を隠し通すってわくわくというか楽しい気がする。全然、楽しいような事じゃ無いのにね」

「ですね。という訳で、これからはあんまり噂をされない程度に仲良くお願いします」

「そうだね。私も間宮君に迷惑を掛けないように気を付けるね！」

　互いに迷惑を掛けないようにと立ち振ふる舞まいに気を付けよう。










　そんなことを言いあった俺達は普ふ通つうにアパートへと帰って来た……はずだった。

「どうしたんですか？」

　困り顔でポケットをがさがさと漁あさる山野さんにどうしたのか聞く。

「間宮君。私、家の鍵かぎを落としたみたい」

　青ざめた顔で山野さんが告げた。








４章









「あ、はい。分かりました。それでは失礼します……」

　結局のところ、山やま野のさんの落とした鍵は見つからなかった。

　仕方がないので管理会社に連れん絡らくをしているというのが今の状じよう況きようである。

「で、どうでした？」

「スペアの鍵は管理会社が一応持ってるけど、今日はもう会社に人がいないから渡すのは無理だって言われた。どうしても、今日中に家に入りたければ、そこまで複雑な形の鍵じゃ無いから業者を呼んで開けてくれって」

　なんだかんだで、そこまでの事にはならない様子。

　しかしながら、山野さんはちょっと浮うかない顔だ。

「取り敢あえず良かったですね」

「うん、でもね……。お金が……。鍵を開けてくれる業者ってツケって利くと思う？　今月の仕送りがもう心もとなくてね」

　鍵を開けるため業者を呼ぼうにも手元にお金が無いらしい。

　俺がお金を貸そうにも残念なことに俺も仕送り前、お金はあまりない。

「……間ま宮みや君。一晩だけ泊とめて貰えない？　無理ならファミレスで明日まで時間を潰つぶす。と言っても、多分年ねん齢れい確認が厳しくて途と中ちゆうで追い出されるか補導される可能性が大だけど」

「直球ですね」

「まあね。私だって、正直に言うと泊めて？　なんて頼たのむのはどうかと思ってるよ。お金は渡せないけどさ。何かでお返しする。だめ？」

　普通に山野さんを部屋に招き入れた経験がある。

　困っている隣りん人じん。一いつ緒しよに節約するうえで好きになってしまった相手のお願いだ。

「ま、仕方がありません。良いですよ。一晩くらい。ただ文句は言わないでくださいよ？」

「分かってるって」

　こうして、軽いノリと流れで一晩、山野さんを部屋に泊める事になった。

　ちょっと興奮してしまうのは言うまでもない。

　もちろん、顔になんて出すつもりは毛頭もないがな。

「お邪じや魔ましますっと。唐から揚あげを作った時以来だね」

　一度はお邪魔したとは言え、他人の部屋。恐る恐る山野さんは俺の部屋を見み渡わたしている。

「じろじろ見られると恥はずかしいんですけど。さてと、ゆっくりとくつろいでどうぞ」

「本当にありがと」

　そう言うと唐揚げを作った時にも使っていたクッションを手に取り、自分のお尻しりの下に敷しいて座り込む山野さん。

　で、気が付けばスーパーで買い物をしてから２時間が経っている。

　もう夕食を摂とるのには十分良い時間だ。

「さてと、夕食にしましょう。今日の夕食は……」

「あ、泊めて貰うんだから、私が作る。何食べよっか」

　二人で相談した結果、夕食は鍋なべに。

　山野さんが鍵を無くしてテンションが低いのでそれが吹ふき飛ぶような美味おいしくて楽しい食事にしようという訳だ。

　座ったのも束の間、泊めて貰うので恩を返すべくお鍋の準備をする山野さん。

　俺は何もしなくて良いと言われたのだが、居ても立っても居られず普通に手伝う。

　……なんだろう。女の子と一緒に料理とか得した気分である。

　それから、悪あく戦せん苦く闘とうしながら俺と山野さんはお鍋用の野菜を切った。

「間宮君。ぶきっちょだね」

「ですね」

　俺が切った野菜は端はしが繫つながっている。

　料理に慣れて来たとは言え、包丁の使い方はまだまだである。

　で、端が繫がっていた野菜を切り離はなしてお鍋に詰つめ込む。

　卓たく上じよう用のガスコンロなんて物はないのでキッチンについているコンロで加熱。

　ある程度したらお肉を入れて火を通す。

　鍋が煮にえたぎると、机に鍋なべ敷しき代わりとして用意した要らない雑誌の上に鍋を置いた。

「うん、出来たね。美味しそう」

「本当に美味しそうですね」

　ぐつぐつと煮えたぎる鍋。

　今日のお味はシンプルに出だ汁しだけで、ポン酢ずやゴマダレで食べる方式だ。

　本当に美味しそうで唾だ液えきが止まらない。

「食べましょうか。いただきます」

「いただきます」

　二人して鍋をつつく。

　出来合いのお弁当とか、お惣そう菜ざいとかとは比べ物にならないぬくもりが広がる。

「はふっ、はふっ」

　口の中が熱い。

　でも、その熱さがたまらなく心地が良く、病みつきになる。

　あっという間によそった食材たちを食してしまった。

「うん、本当に美味しいね。間宮君、器によそう？」

　お鍋で代謝が良くなりおでこに汗あせが伝っている山野さんは気を利かせようと、俺の器が空になったので、よそってくれた。

　それからお鍋の中の具が空になるまで、黙もく々もくと食べるのであった。




　　　　＊




「ふー、食べた。食べた」

「山野さん。シメのうどんを作ってきます」

　野菜の出汁と肉の旨うま味みが溶とけ出たお鍋を持ち、再びキッチンへ。

　買ってきたうどんを入れて温め、めんつゆで味を調節すればシメのうどんの完成。

「ダメ。こんな食事続けてたら絶対に太る」

　山野さんは自身のお腹をさすりながら、シメのうどんの出来栄えに太ると愚ぐ痴ちを漏もらす。

「意外と野菜が多いしカロリー自体は少ないので大だい丈じよう夫ぶですって」

「それでも太っちゃうよ」

　そんな適当なやり取りをしていたのも束の間。

　綺き麗れいに食べ終えて大満足な食事を終える俺と山野さんであった。

「ご馳ち走そう様さまでした」

「ごちそうさまです。美味しかったですね、山野さん」

「うんうん、大満足。はー、すぐ横になりたい気分だよ」

「別に気にせずに横になっても良いですよ。何人かの友達が来た時にくつろげるよう、クッションはたくさん用意してあるので何個でも使ってどうぞ」

　部屋には座布団の代わりに用意したクッションが幾いくつかある。

　それを使って、敷いて横たわるなり色々として良いと言った。

「さすがに人様のお部屋、しかも、一応、後こう輩はいだし。そんなだらしない姿は見せられないよ。と言うか本当にごめんね。夕食まで一緒に貰もらっちゃってさ」

「いえ、手伝って貰えたおかげでいつもより早く準備が終わったので全然気にしないどころか、人と一緒に食べるのは楽しいですから気にしませんよ」

「人と食べると何でも美味しく感じるよね。片付けは私に任せて。色々とお世話になるから私がしないと」

　有言実行。山野さんは俺の代わりに食器を洗ってくれる。




　　　　＊




　そして、訪れた手て持もち無ぶ沙さ汰たで特にこれと言ってすべきことが無い時間。

　今いま更さらだけど、女の子と一晩を過ごすって本当に信じられない程ドキドキだ。

　食事という目的を失った俺達の間にちょっとした沈ちん黙もくが訪れてしまい、ドキドキはさらに加速していく。

　気まずさに耐たえかねて、沈黙を先に破ったのは山野さん。

「私って本当に何をしてるんだろね。お隣となりさんの男の子の部屋に上がり込むなんてさ。今思うと、相当あれかも……。加えて、間宮君が噂うわさされて迷めい惑わくを掛かけないようにするって言った癖くせに、こんなバレたらヤバい感じで噂をされそうなことを……」

「全然気にしませんって。それに、アパートでの出来事なんてバレないに決まってるじゃ無いですか。あ、そう言えば、お風ふ呂ろを先にどうぞ」

　俺も普ふ段だん通りに振ふる舞まおうとした。

　しかし、どうもうまく行かずに急にお風呂を先にどうぞなんて口走ってしまう。

「え、あ、この季節だし、さすがに入らないと不味まずいかも。というか、もしかして匂におってないよね？」

　クンクンとまでは行かないが、ちょっと鼻を動かし自分の匂いを確かめる山野さん。

　あからさまではないが、明らかに羞しゆう恥ち心しんに包まれた装いがたまらない。

　さりげなく着ている制服をちょこっと動かすことで風を作り、自分の匂いが酷ひどくないかを確認している姿も威い力りよくがある。

「全然ですよ。というか、俺の部屋こそ匂ってませんよね？」

「え、うん。臭くさくないよ。全然、本当に臭くないから」

　匂いというナイーブな話題に触ふれあい気まずくなる。

　山野さんはさすがにお風呂に入らないのは不味いと思っているのか、意を決したかのような感じで俺に告げた。

「間宮君。有り難く、お風呂を借りるね」

「どうぞ、どうぞ。今、タオルとか用意します」

　すでに気まずいが、これ以上気まずくならないようにタオルとかを自然体で用意していく。

　あと、眠ねむる際に制服のままというのも、スカートに変なシワが付いたら困るだろうし別なのを用意してあげるべきなのだろうか？

「俺のジャージで良ければ着ますか？」

「え、良いの？　貸してくれるなら借りるけど……」

「じゃあ、どうぞ。シャンプーとかボディーソープとかもご自由に使ってください。後、ちょっとコンビニへ行ってきます。急に甘いものが食べたくなったんで」

　覗のぞかれるとかそういう心配をかけたくないので俺は外へ出る事にした。

「……ごめんね、気を遣つかわせちゃって」

「何のことですか？　それじゃ、山野さん。ちょっくら行ってきます」

「行ってらっしゃい、間宮君」

　こうして、俺は山野さんを部屋に残してコンビニへと向かうのであった。

　女の子のお風呂は長いと聞く。

　ただコンビニで買い物をするだけでは時間が経たない。

　汗ばむ季節でじっとりとした汗が流れて不快でも、少しばかり遠回りしよう。

　だが意外と夜の道を歩くのは悪くなく、普段と違ちがった装いを見せる街中というのは意外と感かん慨がい深く、気が付けばあっという間に時間が過ぎ去っていた。

　ある程度時間を潰つぶし、コンビニへと入る。

　スーパーと違い、徒歩５分という位置にあるこのコンビニは非常に使い勝手が良い。

　なんだかんだで、久しぶりという事もあり、多くの商品に目移りしてしまう。

　コンビニの優れているところは毎週のように新商品が分かりやすい位置に置いてあることだなとか思いながら買い物をした。

　二人きりで色々と気まずくなりそうだったので間を繫ぐためのお菓か子しやら飲み物だ。

　コンビニに来る前に時間も潰して結構な時間が経っている。

　さすがに山野さんがお風呂から上がっていないという事は無かろう。

　という訳で、俺は部屋へと戻もどる。

「ただいま戻りました」

「あ、お帰り」

　山野さんの髪かみの毛は肩かたに掛からない位だが、それでも男の俺からしてみれば長い方だ。

　乾かわかすのに時間が掛かっているのだろう、タオルでゴシゴシと拭ふいている。

　貸したジャージなのだが着ている姿が非常に可愛かわいらしい。

　袖そでが長くて手が隠かくれてしまうあたり、俺の服を無理に着ている……という実感が込み上げてくるせいだ。

「ジャージの大きさは大丈夫でしたか？」

「うん、平気平気。それにしても、お風ふ呂ろ場ばも綺麗にしてて凄すごいね。私の部屋のお風呂場の方が絶対に手入れが行き届いてない」

「たまに独り立ちしてる姉が俺の様子を見に来るんです。なので綺麗にしとかないとお小こ遣づかいが減るという具合で綺麗になってるだけですよ」

「へー、そうなんだ。ねえ、間宮君。外に行って汗かいただろうし、お風呂に入ってきたらどうかな？　こう、家主が汗びっしょりで私が綺麗さっぱりは気が引ける」

　気が付けば帰って来た俺の服はじっとりと汗で湿しめっている。

　他人の部屋で自分だけが綺麗になるのは無ぶ遠えん慮りよで、俺を気遣っての事だ。

「じゃあ、そうさせて貰います」

「行ってらっしゃい」

　俺はお風呂場へ。

　普段は乾ききったお風呂場なのだが、掃そう除じした後でもないというのにすでに濡ぬれている。

　嫌いやでも、俺の前に誰だれかが使ったのだと実感してしまう。

「っく。ここで、山野さんが裸はだかになってたと思うとヤバい……」

　あまりの興奮にちょっとくらっと来た。
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　そして、視界に入る長い髪の毛。

「俺の髪の毛からは想像できない長さの髪」

　普段はお風呂場に落ちている髪の毛なんて汚きたないとか思うのに、もしかしたらこの髪は山野さんのだと思うと本当にドキドキが止まらない。

　たぶん、こんなにもときめくのは山野さんだからだ。

　色々な気持ちを静めながら、俺は綺麗さっぱりと汗を流ながす。

　タオルを使い、体を拭き、寝ね間ま着きとして使っている速そつ乾かん性のシャツに袖を通した。

　そして、色々と抱いだいてしまった劣れつ情じようを殺して、山野さんが待っている部屋へと戻るのだ。

「さっぱりしてきました」

「お帰り。急で悪いんだけど、携けい帯たいの充じゆう電でん器を良ければ貸して貰えないかな？」

「良いですよ」

　普段使っている充電器を手て渡わたす。おそらく、山野さんの携帯も充電できるはずだ。

「ありがと。遠慮なく使わせて貰うね。はー、今日は本当に助けて貰いっぱなしだよ」

　自分を情けなく思ってのため息。

　だらりと体が脱だつ力りよくしていくその姿には気き疲づかれが見えている。

「気にしないでください。という訳で山野さん」

　先手必勝。二人きりの夜を気まずくならないための策を実行に移す。

「せっかくなので、映画でも見ましょうか。そのためにコンビニでお菓子やら飲み物を買ってきたんで」

　先ほどコンビニで買ってきたお菓子の入った袋ふくろを見せつけた。

　すると、山野さんは気疲れしている顔から一転。乗り気な顔へ。

「今日は寝ねかせないよ？　的な感じかな？」

「はい。今日は朝まで映画を見ましょう」

　俺は自分が使っている、入学祝いで買って貰ったノートパソコンを用意。

　月額サービスに入っているので、ある程度の映画は見放題だ。

　その中から、名作映画で無難なものを再生させれば良い。

「じゃあ、見ましょうか。横、失礼します」

　パソコンを机に置き、見るためには横に座らざるをえないので山野さんが座っている横に腰こし掛かけた。

　ちょっと距きよ離りを遠めに腰掛ける。

「そんなに気にしなくて良いよ」

　山野さんが見やすいようにパソコンを動かして、俺の座っている近くへ、くいくいっとお尻しりとクッションを滑すべらせて近づいて来た。

　距離にして30㎝くらいだろうか。

　それだというのに、なんかもういい匂いがする気がしてうずいてしまう。

「お菓子のお金は後で払はらうから」

「このくらいは大だい丈じよう夫ぶですよ。最近、節約してるので」

「ううん、気まずくならないようにわざわざ買ってきてくれたんだし、私がきちんと払う」

　お見通しだった。

　気まずさを誤ご魔ま化かすために俺が映画を見ようと言って、お菓子を用意したのなんて普ふ通つうに見み透すかされていた。

　まあ、誰だって気が付くか。

「分かりました。お金は貰もらいます。でも、きっちりと半分だけで」

「本当に間宮君は今日買ってきたお菓子代の全額は受け取らないだろうし、そうさせて貰うね。さてと、準備も終わったし見よっか」

「はい。最初は何から見ます？」

「うーん。笑えるのが良いかな。鍵かぎを無くしてショックだし」

　そう言われたので、見放題のサービスの中から笑える作品を選ぶことに。

　二人して、これも捨てがたい、でも、こっちも良いよねとか言いながら、作品を選んだ。

　映画を再生する前だ。山野さんはこういう。

「せっかくだし、気分を盛り上げるためにも電気を消さない？」

「それも良いかも知れませんね。電気代の節約にもなりますし……。まあ、ほんの少しの節約な上に目が悪くなるかもというリスクはありますけどね」

「それでも、私は電気を消したいんだよ。鍵を無くしてショックな気分を明かりが消えた部屋でプチ映画館気分を味わって元気になるためにもね……」

　という訳で、明かりを消して、お菓子をお供に映画を見始めた俺達。

　普ふ段だん一人で映画なんて見ている時は笑いもしないというのに、俺もそれに釣つられて笑みがこぼれる。

　映画が流れている際に言葉なんて無いのに、ただ一いつ緒しよに誰かと見ているだけでいつもよりもわくわくして面白い。

「面白いね。間宮君。それに、これは中々だよ」

「何がですか？」

「お菓子。だって、間宮君がいるおかげでいつもと同じ値段しか払ってないのに、違うお菓子も味わえるから」

　机にはポッキー、じゃがりこ、等々。

　確かに一人だと、同じ値段ではこんなに種類を揃そろえることは出来ない。

「一人よりも二人ですね」

「で、最後の一本のポッキーはどうする？」

　最後の一本のポッキーは遠慮の所せ為いか二人とも手出しをしていないせいでずっと残っている。

「山野さんが食べて良いですよ。たかだか、最後の一本のポッキーを巡めぐって争うほど子供じゃないので」

「私も子供じゃないから、別に間宮君が食べちゃっても良いよ」

「いえいえ、山野さんがどうぞ」

「ううん。間宮君が食べちゃいなよ」

　それから少しの間、どっちが食べるのかを言い合う俺と山野さん。

　で、途と中ちゆうで面めん倒どうくさくなった山野さんがポッキーを手に取り、俺の口元へ押し当てて来たので仕方がなく俺は口に咥くわえる。

「うん、これで良し。さてと映画もいいとこだし黙だまらせて貰うね」

　最後の一本のポッキーを巡るやり取りを繰くり広げながらも、映画を楽しむのであった。
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　二本目が見終わり三本目の映画が流れる部屋。

　すっかりと夜も更ふけて眠ねむ気けが体を襲おそいつつあり、映画に集中など出来ない。

「んんっ……」

　机に突つっ伏ぷして、ちょっとした寝ね息いきを立てる山野さん。

　どうやら眠気には勝てなかったらしい。

　無防備に眠ねむる姿、艶つややかな髪と整った顔が嫌でも目に入る。

「ほんと可愛いな……」

　見ていて可愛いとしか思えない。

　柔やわらかそうな頰ほっぺたをつんつんとしたい、髪の毛に触ふれてみたい。

　寝ているからバレないだろうと軽い気持ちで手を伸のばしかけてしまう。

「いいや、ダメだ」

　が、手を止める。

　これからの事を思うのなら、手を伸ばしてはいけない。

　山野さんに惹ひかれているのなら、今するべきことは手を伸ばす事じゃ無い。

　そっと俺は立ち上がり、いつも使っているタオルケットを手に取る。

　手にしたタオルケットを机に突っ伏して寝て居る山野さんに被かぶせた。

「俺も寝るか」

　山野さんが寝てしまったので俺も取り敢あえず眠ることにした。

　本当は山野さんに使わせてあげるつもりであった自分のベッドの上で。

　眠れないのでは？　と思っていた。

　しかし、溜たまりに溜まった眠気はもやもやとした感情を押しのけ俺を眠りへと誘いざなった。










　朝、と言うのにはもう遅おそく。

　午前中と言うべき時間に違ちがいない。

　夜よ更ふかしの疲つかれが残っているのか、瞼まぶたは重く中々に開かない。

「……すぅ」

　浅く息をする音が近い。その正体を確認すべく、目を開けていく。

「って、山野さん!?」

　起き抜ぬけなのに大きな声が出た。

　そう、ベッドの上に山野さんが居て、俺の目の前で吐と息いきを立て寝ているのだ。

「ん？　あれ？　ここって、私の部屋じゃ……ない？」

　目をこすりながら起き上がる。

　すぐに自分がやらかしたことに気が付いて顔がみるみると赤くなっていく。

「あは、あははは……」

　乾かわいた笑い声。

　恥はずかしさがピークに達したのだろう。

「死にたい。寝ぼけてなにやってんだろ、私」

「俺は何もして無いですからね？」

「え、あ、うん。そうだね。《《間宮君は何もして無い》》のは分かってるから。というか、ごめんね。勝手にベッドに入って。うん、本当にごめんね？　ほら、明かりがついて無くて寝ぼけてただけだから。ね？」

「いや、まあ」

　いい気分でしたとか言って気まずくなったら困る。

　お茶を濁にごすように言い淀よどませてこの場を乗り切ろうとした時だ。

　山野さんの姿があれなことに気が付いてしまう。

　そう、俺が貸したジャージは大き目で腰こし回まわりは山野さんにはデカい。

　寝ている際に動き回ったのだろうか、山野さんが穿はいていた筈はずのジャージは脱ぬげていた。

　代わりに見えているのは、ピンクでちょっとしたレースが付いているパンツ。

　そして、綺き麗れいに伸びる生足だ。

　つい、釘くぎ付づけになってしまった俺の視線。

　すると、その視線がどこに向いているのかを山野さんは確認すべく目を動かす。

「あ、え、え、っと。ぬ、脱げてる!?」

　顔は更さらに真っ赤に。

　急いで穿いていたはずのジャージを探して、身に着けていく。

「うん。恥ずかしくて、死にそう……」

　リンゴのように赤い顔で恥ずかしがる。

　その姿はもうたまらない。

「えっと、その、大丈夫ですか？　あと、見てすみません」

　取り敢えず、大丈夫か聞いて、一応見たことも謝っておく。

「う、うん。大丈夫……。あと、間宮君は悪くないから、うん、悪いのは私だから気にしないでね？　ね？」

　しどろもどろで落ち着かない山野さんは俺の顔をちらちらと見ては目を背けて、髪かみの毛をいじったり、手をくねらせたりと物もの凄すごく恥ずかしそうであった。

　やばいなあ、山野さんの事がもっと好きになって来たんだが？

　パンツを見てしまい、俺と山野さんは気まずくはなったものの、それも和らいできた。

「んじゃ、私はそろそろ管理会社に行ってスペアの鍵を受け取って来るね」

　ジャージから制服へ着き替がえた山野さんはスペアの鍵を取りに行くとの事だ。

「行ってらっしゃい」

「本当に色々とご迷めい惑わくをお掛かけしました」

　礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げた山野さん。

　親しき中にも礼れい儀ぎありで、非常に好感が持てる態度である。

「そんなことは無いですって。鍋なべとか映画とかいろいろ出来て楽しかったですよ」

　……それに、生パンツと生足を拝めたし。

　口が裂さけても言えないが、実物のパンツと生足なんて姉以外のを見たのは初めて。

　加えて好きになった相手のと来たらもう堪たまらないとしか言いようがない。

「じゃあ、行ってくるね」

　せっかくなので、玄げん関かんまで見送りに行く。

　一晩過ごして、思いはより一層強まった。

　山野さんと一緒にこれからも過ごしたいからこそ言うべきだ。

「昨日の鍋を作るときだったり、お菓か子しを食べた時だったり、二人で色々とするのって時間の節約になりますよね」

「ご飯の時はなんだかんだで間宮君も手伝ってくれたからね。私一人でやるよりも、だいぶ早くに完成したよ。うん、一人でするよりも、二人の方が色々と節約になると私も思う」

　これではただの感想だ。

　一緒に過ごしたいのなら、下心がバレるとかそれ相応のリスクを負わなくてはいけない。

　そんな俺はゴクリと生なま唾つばを飲み込んでこう言った。

「けい先せん輩ぱいには程々にしないと周りから噂うわさされて損するかもと言われました。でも、こういう風にこれからも二人で協力しませんか？」

　例えば周りから色いろ恋こい沙ざ汰たで山野さんが噂され、教師陣じんの見る目が変わるかもしれない。

　山野さんの事を考えれば、俺は適切な距きよ離りを置くべきだ。

　そうは分かっていても、俺はどうしても山野さんに近づきたい。

　なにせ好きになってしまったのだから。

「そうだね。間宮君は良い子だし。協力しない手はないよね」

　俺が思っていた以上にナチュラルな反応。

　山野さんは俺に向かって手を伸ばしてきた。

　いわゆる、握あく手しゆを求められているのだろう。伸ばされた手を握にぎり返す。

「せっかくお隣となりさんで仲良くなれたんですから、この状じよう況きようを大いに活用してやりましょう。二人でしか出来ないような節約術で楽しましょう」

「うん、頑がん張ばろうね。改めて、お隣さんと始める節約生活の始まりだね。片方が音を上げても片方が助ける助け合いの精神で頑がん張ばろ？」

「っぷ」

「っあはは」

　やけに積極的な雰ふん囲い気き。二人してこんなことにどうして本気になっているんだかと軽く笑いあう。

「それじゃあ、スペアの鍵かぎを取りに行ってくるから」

　握手していた手をほどき、山野さんは目の前から去って行くのであった。

　山野さんが去ってから、２時間後。

　今日は休日で学校は休み。

　部活もして無いし、バイトもして無いし、遊ぶ約束もして無いし、無い無い尽づくしな俺は家でゆったりと過ごしていた。

　そんな暇ひまな俺はピンポーンとインターホンが鳴ったので応対をしに行く。

「はい、間宮です」

「山野です。鍵は何とかなったよ～という報告に来たよ。ほら、迷惑かけたし、一応、事の顚てん末まつは話しとかないと」

「あ、はい。そうなんですか」

　それから、山野さんはわざわざ俺に事細かく事の顚末を説明し始めた。

「で、なんだよ。防犯の都合で大家からは鍵を交こう換かんせよと言われまして……」

「賃貸ですからね。この部屋の鍵は一度無くなって、誰だれかの手に渡わたっているかもしれません……なんて許されませんし」

「そうそう。だから、防犯上の都合で鍵の交換は必ひつ須すで交換して貰う事になってる」

　朝、山野さんがやけに協力的で積極的に二人で節約を頑張ろうと約束してくれたのはこういう理由もあったんだな。

「つまり、お金が掛かったと」

「そういう事です。だから、私はより一層と節約を心にしなくてはいけなくなりました。なので、サボってたら容よう赦しやなく尻しりを叩たたいてください。じゃないと、今度の休みに金欠で友達とのご飯で気を遣つかわせちゃうし」

　思いもよらない出費のせいで、少しばかりの金欠に陥おちいったのだ。

　だからこそ、節約をさぼらないように二人で節約を頑張ろうという訳だ。

「だからこそ、朝に握手までして互たがいに頑張ろうと約束したんですね」

「まあ、昨日電話かけた時にそういう話は受けたから。私って意志が弱いから、挫くじけないように間宮君に見張って貰もらおうってのもあるね」

「分かりました、付き合いますよ。これから、夏も本番に入り、電気代が怖こわそうなので。俺も頑張ろうと思ってました。ちなみに、山野さんは去年の夏場の電気代はどうでした？」

　去年からこのアパートに住む山野さんに参考までにだが、夏場の電気代を聞いた。

　すると、とんでもない額が口から飛び出て来て俺は目を真ん丸にしてしまう。

「な、なんで。そんなに高いんですか？　ネットだと一人暮らしの夏場の電気代の相場はそんな高くないのに」

「それはね……。学校もない、仕事もないから。ああいうネットでの相場には長く家に居る人たちのデータはあんまり反映されてないからだよ。私も去年は驚おどろいた」

　そう、学校もない、仕事もしてなければ自ずと家に居る時間は増える。

　だが、それでも山野さんが口にした金額は盛りすぎでは？　と思えて仕方がない。

「それでも、盛りすぎじゃ……」

「エアコンの電気代は気温によって結構変わるらしいよ。昼間は高くて、夜は安くなるんだって。一人暮らしで仕事に行ってると、昼間はあまり使わないから電気代が高くなりづらい。でも、私達は昼間にもいる。夜にもいる。という訳で、思った以上の金額になるという訳だよ。あと、このアパートに備え付けのエアコンの性能が低いってのもある」

　非常に分かりやすい説明を受けて、俺は打ちひしがれた。

　苦しいのが嫌いやなので、冷れい房ぼうを利かせた部屋で過ごそうと思っていたのに、我が慢まんしようとさえ思えて来てしまう。

「私は鍵の交換もあり、今年は夏場の電気代を節約することにしました。まあ、具合が悪くならない程度だけど」

「俺もそうしたく思います」

「で、話はこれからなんだよ。間宮君」

　神しん妙みような面持ちで俺の目を見てくる。

　何を話されるのかと唾つばをごくりと飲み込み待ち受ける。

「な、なんですか？」

「単純計算で、電気代が半分になる画期的な方法があると言ったら？」

　興味を引かれた。

　電気代が半分？　節約の情報が載のっていたサイトではせいぜい３円とかみみっちい金額しか節約できていないのに？

　一体、そんな節約方法は本当に存在するのか？

「教えてください」

「一人よりも二人。簡単に言うと、一部屋を二人で使えば良いんだよ」

　なるほど、同じ部屋に二人で居れば、冷房を動かすのは一台で良いし、照明も一つ付ければいい。

　シンプルで単純な節約方法だ。

「それってつまり、俺か山野さん、どちらかの部屋で二人一いつ緒しよに過ごすって事ですよね？」

「そうだよ。正直に言うと、私もこれを言うかすごく悩なやんだ。でもね、一晩泊とめてくれた間宮君があまりにも紳しん士し的だったからこそ、言えると思ったんだよ。それに、一番電気代が掛かる昼間だけ、夜はちゃんと自分の部屋に戻もどるつもりだから安心して？」

　断る理由が無かった。

　だって、好きな女の子と一緒に過ごせるんだぞ？

　普ふ通つうに嬉うれしくて仕方がない。

「分かりました。そうしましょう」

「ふぅ……。一安心、一安心。結構、とんでもない申し出でどうなるかと思ってたからね」

「まあ、確かにそうですけど。鍋も一緒に囲んで、一緒に遅おそくまで映画を見た。もはや、山野さんとは普通に友達を通り越こして親友レベルに達してると言えます」

「うんうん、親友なら別に一緒の部屋に居た所で平気、平気。でも、プライベートが欲しくなったら遠えん慮りよなく言ってね。あくまで、出来る限りの節約。節約をして苦しいのは私のモットーじゃ無いし」

　節約して、苦しくなるくらいならしない方がマシという考えは俺もそうである。

　実際問題、絶対に電気代は半分にはならないのは知っている。

　けれども、そこまで苦しくないのならしないよりかはした方が良い。

「はい。じゃあ、色々と決めましょうか。暑いでしょうし、部屋の中にどうぞ」

　部屋に招き入れようとするも、

「ちょっと待っててね。ほら、昨日から同じ服だし着き替がえてくるから」

　着替えるために自身の部屋へと戻って行く山野さん。

　少し変態じみている気もするが、昨日から同じ服というのに興奮するのは俺だけでは無いはずだ。

　といった感じに下心満々で、エロい考えを抱いだくがそれを振ふり払はらう。

　せっかく摑つかんだ一緒に過ごすという時間を台無しにしないように、自制を頑張らないといけないしな。










山野さんSide

「……あはは。凄すごい事言っちゃった」

　玄げん関かんで靴くつを脱ぬぐのを忘れて、その場で小さくうずくまってもどかしさに耐たえる。

「さすがに電気代のためとは言え、一緒に過ごそうだなんて強引過ぎでしょ……」

　電気代のために一緒に過ごそうというのも理由の一つ。

　だが、本当の理由は一緒に居たいからだなんて口が裂さけても言えない。

「間宮君の事が好き過ぎてヤバい」

　朝、寝ねぼけてベッドの上に乗ったと言ったのだが、あれは噓うそである。

　何なにを隠かくそう、自分で乗ったのだから。

　机で突つっ伏ぷして寝て居たがふと目が覚めた。

　ベッドで間宮君が寝ていたのを良い事に、つんつんと頰ほおを突つついたり、腕うでを触さわってみたり、眺ながめてみたり色々とした。

　それから、ちょっと横で添そい寝して夢見心地を味わっていたら、本当に夢の世界に入ってしまったというのが今朝、一緒のベッドで寝ていた理由。

「でもさ、でもさ、昨日に何も起きなかったという事はそういう事なんだよね」

　ただの友達。

　仲良くし始めて３週間くらい経つ。一緒に料理したり、料理のお裾すそ分わけをしたり、食材の買い出しだったりをしている。

　派手さや劇的な何かがあったわけでは無いが、これだけ色々な事があった。

「好きになっていたら。好きになっていても、おかしくないはずなのに……」

　そう、相手の事を好きになっていてもおかしくない状じよう況きよう。

　日常で垣かい間ま見みる相手の良いところを知って、それに惹ひかれて好きになる。

　間宮君がもし仮に私の事を好きになっていたとしたら、確実に昨晩、何かが起きていなければおかしい。
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　何も起きていないこの状況を一言で表すのなら、やはり間宮君は私の事を、

「ただの女友達」

　この程度にしか思っていないに違ちがいないと思われる。

　だからこそ、私は電気代のためにとか理由を付けて一緒に過ごそうだなんて事を口走ったのだ。

「友達としか思われていないのなら異性として思われるように頑がん張ばらないとね」

　シャワーを浴びて今着ていた服を着替える。

　そして、私はお隣となりさんへと向かうのだ。








５章









　エアコンの電気代を節約するために山やま野のさんと俺は一緒の部屋で過ごすことになった。

　色々と取り決めをしなければいけないと思い話し合いを始める。

「という訳で、夏場は冷房代を抑おさえるために一緒の部屋で過ごすという事ですが、快適に過ごすためにもルールを作りましょう」

「間ま宮みや君の言う通り、大まかにルールはあったほうが良いよね。じゃあ、最初はどちらの部屋で過ごすかだ」

　なんだかんだで、山野さんの方が俺よりも帰って来るのは遅い事が多い。

　となると、先にアパートに帰ってくる俺の部屋の方が良いだろう。

「俺の部屋ですね。山野さんより帰ってくるのが早いですから」

「こう見えて生徒会役員だからね。間宮君より帰るのは遅い事が多いね。ま、大たい抵ていはお仕事じゃ無くて放課後、友達とだべってることの方が多いだけなんだけどね」

「山野さんが生徒会役員であったと知った時は驚きましたよ」

「ほほう。私が生徒会役員に思えない程、不ふ真ま面じ目めに見えると？」

　目を細め、喧けん嘩かを売っているのか？　というじっとりとした視線を送ってきた。

　冗じよう談だんだとは言え、ちょっと恐おそれおののいてしまう。

「い、いえ」

「別に怒おこってないって。そんなに怖こわがらなくても良いのに。ま、私も似合わないとは思ってるけどね。でも、指定校推すい薦せんのためなんだよ、これは」

「けい先せん輩ぱいも言ってましたね。レベルの高い指定校推薦を狙ねらっているんでしたっけ？」

「そうそう、実はうちの学校って結構いいとこの指定校推薦を持ってるんだよ。その枠わくを狙うには帰宅部じゃ絶対に無理。いくら成績が良かろうとね。だからこそ、私は指定校推薦を回して貰もらいやすい生徒会役員になったというわけ」

　なるほど、確かに良いかもしれない。

　良いとこの指定校推薦を貰えるのなら、生徒会役員なんて安いものだろう。

「世せ知ち辛がらい話だけど予備校に通えるくらいの余よ裕ゆうは無い。良いとこに行こうとした時、指定校推薦が一番の手段だよ。だって、学校の成績なんて試験範はん囲いが限られてるから、点数を取ろうと思えば本当に取りやすいし」

　予備校の授業料を舐なめてはいけない。

　いくつか調べた事があるが、とてつもない金額を請せい求きゆうされるのだ。

　まあ、安いところもあるが、そういうところに通い現役で難関大学に合格できる人というのは大抵、やる気があれば自力で何とかできる子だ。

「指定校推薦で良いとこに行けると良いですね。迷めい惑わくを掛かけないように学校ではなるべく気を付けます」

　指定校推薦とは成績や活動実績がすべてではない。

　人となりも見られているので、変に色いろ恋こい沙ざ汰たで噂うわさされればそれはマイナスに働く。

「考えすぎだって。けい先輩も言ってたでしょ？　本当に頭の片かた隅すみに入れておくだけで良いって」

「まあ、そうですけど……。ちなみに現時点で貰える可能性はどうなんですか？」

「試験で毎回５位以内に入ってるから頑張れば行けるはず……。そう言えば、間宮君もそこそこ良い成績なんだっけ？」

「良い方だと思いますよ。中間試験では何とか10位に入れましたし。一人暮らしさせて貰ってる手前、勉強はさぼれませんので」

　一人暮らしをさせて貰っている手前、良い成績を取ろうと頑張るのは当たり前である。

「さてと、だいぶ話がそれちゃったけど。話を戻すと、一緒の部屋で過ごすのは帰ってくるのが早い間宮君の部屋でという事で良いかな？」

「はい。それに、同年代の女の子の部屋においそれと入れませんよ。色々とプライベートがあるでしょうし」

「その物言いだと、男の子の部屋に容よう赦しやなく入る私が尻しり軽がるみたいだよ……。まあ、実際問題、こういう風にお邪じや魔ましてる時点でそうなんだろうけどね」

　一人暮らしの異性の部屋に入るなんて、普通はそう簡単にする行こう為いではない。

　それこそ、好きな相手の部屋か、仲の良い相手かのほぼほぼ二択たくなのだから。

「どんどん話がそれて行きますね」

「分かる。というか、意外と間宮君について全然知らないんだな～って思った。ま、これからどんどん知ってくのが楽しみだよ。で、一いつ緒しよの部屋で過ごす取り決めだけど、基本的に綺き麗れいにどのくらい節約できたかの計算は難しいからお金に関して曖あい昧まいになるかもだけど、その辺は大だい丈じよう夫ぶ？」

「全然平気です」

　色々と一緒の部屋で過ごす取り決めを行い決まった点は以上だ。

その１『基本的に間宮哲てつ郎ろうこと俺の部屋で一緒に過ごすことで冷れい房ぼう代を節約する』

　帰ってくる時間の都合上、俺の部屋がベスト。

　後、山野さんは一応女の子だし、見られたくないものがあるに決まっている。

その２『電気代は厳密に計算できないのでお金周りが曖昧なのを許容する』

　みみっちく、小銭を計算するのは時間の無む駄だ。

　多少、損していようが節約になるのは間ま違ちがいないので別に問題はない。

その３『絶対に相手の嫌いやがることをしない』

　一緒に過ごすのだ。当たり前の事である。

その４『トイレは自分の部屋のを使う』

　俺は使っても良いと言ったが、山野さんは使わないと言ってきた。

　意識されているのがちょっと嬉うれしい。

その５『今日は嫌だという日には普ふ通つうに一緒に過ごさない』

　互たがいにプライベートは大事だ。

　気が乗らない日もある。

その６『始める日は夏休みから』

　大体、こんな感じでルールは決定。

　なんだかんだで、色々と話しながら決めたので気が付けばもうお昼時を過ぎてしまっていた。

「あー、お腹空いたかも。じゃあ、お昼ご飯を食べに一回自分の部屋に帰るねと言いたいところだけど、間宮君が良ければ、また鍋なべしない？　実はこの前に鍋つゆの素もとを買ったんだよ。でもね、一人前じゃ無くて、安売りしてた四人前のを買っちゃってどうしようって思ってたんだ。辛からい奴やつだけどどうかな？」

　鍋つゆの素を買ったは良いものの使うタイミングを見つけられていない様子。

　確かにあれって一人前で売っているタイプも出てきたが、美味おいしそうなのは依い然ぜんとして何人前かで売られているものが多い。

　鍋の材料はまだあるし、別に２日連続鍋と言えど味が違えば別物だ。

「辛いのは強い方なので、平気です。という事でお言葉に甘えます」

「おっけー。じゃあ、鍋つゆの素を取ってくるね」

　一度部屋に戻もどり、鍋つゆの素を持って戻ってきた。

　鍋つゆの元の名前は『激げき辛から　赤鍋』。名前だけで辛そうである。

「凄すごそうですね」

「うん、凄そうだよ。安売りしてたから、美味しくないのかな？　と思って一応ネットで調べたけど、辛すぎて売れてないみたい」

　その言葉を聞いて、なおさら興味が出てきた。

　俺達は昨日と同じく野菜を切り、鍋に敷しき詰つめる。

　鍋に山野さんが買ってきた鍋つゆの素『激辛　赤鍋』を開けて注ぎ入れた。

　肉を入れひと煮に立たちさせ、出来上がったのを机に運ぶ。

「出来たね。じゃあ、食べよっか。いただきます」

「はい、いただきます」

　二人で『激辛　赤鍋』の素で作った鍋を食す。

　一口目で安売りしていた理由が良く分かってしまう。

「う、ぐ、っぐぐぐ。か、辛い……」

　辛い。ひたすらに辛いのだ。

　息をするのもつらいレベルで悶もだえるしかない。

「か、辛いね。安売りしてた理由が本当に分かった。安易な安売りに誘さそわれるのは失敗だったよ……」

「で、でも、作っちゃったんですし。食べましょう」

「そ、そうだね。頑張ろっか」

　俺達は作ってしまった手前、残すわけにも行かず、悪あく戦せん苦く闘とうしながら激げき辛から鍋なべを食した。

「なんとか食べきりましたね」

「見てよ。この汗あせ」

　おでこに掛かっている髪かみの毛を押しのけて、流れる汗を見せてきた山野さん。

　その量は激しく運動したのと同等レベルだ。

「俺もですよ。服がびっしょりです」

　気が付けば服が汗で濡ぬれていた。

　興味本位で山野さんに目を向けると、俺と同じように服が張り付く位に汗をかいていた。

「あんまりこっちを見ないでね？」

　そう言った山野さんは広げていた腕うでを組んだ。

　様子から察するに脇わき汗あせが染み出ているという姿を見られたく無いに違ちがいない。

　脇汗を見られるのを恥はずかしがって強く腕を組んでいるのが可愛かわいい。

　それと同時に恥ずかしがって隠かくしているのがまったく意味が無くてつい笑いがこぼれた。

「なんでにやにやするの？」

「だって脇汗なんて関係ないくらい汗が出てるんですよ？」

　脇汗が露ろ骨こつに染み出ているのを見られたくなかった。

　しかし、脇汗など気にならない程服はしっとりとしてしまっている。

　それなのに隠しているというのが面白くて、笑えてしまったという訳だ。

「あ、ほんとだ。脇汗なんて関係ないくらい全身汗びっしょりだね」

　自分の服を見てそれもそうかと納得している。

「体全体が濡れていると恥ずかしくないのに、脇わきだけ濡れていると恥ずかしいってなんか不思議ですよね」

「やっぱり一部分だけ露骨にっていうとこが恥ずかしいんだろうね。でも、さすがにこんなに濡れているのもあれだから着き替がえてくる」

　着替えに行こうと立ち上がった。

　それと同時に俺にとある考えが思いついたので提案してみる。

「よくよく思えば冷房代を節約するため昼間は部屋で一緒に過ごすなら、お昼ご飯も一緒に食べませんか？　ほら、二人だと色々と楽なので」

「んー、間宮君が良いなら良いよ。じゃ、部屋で着替えてきます。こんなんじゃ、間宮君のお部屋を汗で汚よごしちゃうからね」

　そう言って歩き出した時だった。

　間宮さんは話し掛けられたという事も相まって、足元が疎おろそかになり床ゆかにおかれていた『激辛　赤鍋』の素が入っていたスーパーのレジ袋ぶくろを踏ふんでしまう。

　つるんと滑すべり、体勢を崩くずし俺へ倒たおれこんで来た。

　俺に抱だき着くような形で倒れた山野さんはすぐさま立ち上がる。

「あたたた、ごめんね」

「あ、えっと。その、大丈夫ですか？」

「平気、平気。間宮君こそ大丈夫？」

「大丈夫です」

「それなら良かったよ。じゃ、一度部屋に戻るね」

　そう言って部屋から出て行った。

　それと同時に俺はこう呟つぶやかざるをえなかった。

「めっちゃ柔やわらかかった……」

　どことどこが触ふれたのかなんて一いつ瞬しゆん過ぎて分からなかった。

　それでも、もの凄く柔らかかった感かん触しよくだけが体には残っている。

「やばいなあ。あんな可愛い山野さんと一緒の部屋で過ごすとかほんとヤバイなあ」

　今いま更さらになって一緒の部屋で過ごすことのヤバさを理解し始めるのであった。

　こんなにも意識させられる相手なのに俺は物もの凄すごく大事な事を知らない。

「山野さんの下の名前。今更になって聞けるわけが無いよな……」

　でも、大丈夫。

　知る方法はすでに分かっている。

　そう思っていた時が俺にもありました。

　電気代を節約するために一緒の部屋で過ごす夏休みが来るのを待っていながらも、迎むかえた期末試験はあっという間に終わりを迎えた。

　そして、成績上位者の名前が掲けい示じ板ばんに張り出された。

　山野さんは紛まぎれもなく成績上位者で名前が載のっているのは言うまでもない。

　これで、俺はようやく山野さんの名前を知れると意い気き揚よう々ようと確認しに掲示板の下へ来た。

　しかし、

　１位　山野　楓

　２位　山野　鈴

　……

　……

　……

「伏ふく兵へいだと!?」

　まさかの伏兵。

　成績上位者の中に山野さんが二人いるだと？

　ど、どっちが俺の知っている山野さんなんだ？

　楓かえでだったなら良いが……鈴だった場合は読み方が多すぎて分からない。

　鈴りん、鈴すず、鈴れいと読み方が何通りかある。

　一応、楓という字にも楓ふうという読み方があるが、一般的には多いしきっと楓かえでだろう。

「っく」

　どうすれば良いんだ？　と思っていた時だ。

「間宮君だ」

「どうも、山野さん」

「順位を見に来たって感じかな？　でも、１年生のじゃない。という事は私の順位を見に？」

「気になったので」

　順位よりも名前を見に来たんだけどな。

　さてと、１位の山野さんか２位の山野さん。

　どちらが目の前に居る山野さんなのかを確かめないといけない。

「それにしても、成績上位に山野さんって二人いたんですね」

「そうだよ。私ともう一人いるよ」

『私ともう一人○○って子だね』という答えを期待した。

　しかし、答えてはくれない。

「……にしても、本当に凄いですよ」

「えー、間宮君が言うの？　間宮君だって５位だったじゃん。気になって、自分の学年のより先に見てきちゃったからね」

　先に俺の順位を確認して来たとの事。

　気にされているというのが、嬉うれしいとしか言いようがない。

「それはどうもです」

　待て、今の言葉を良く思い出せ。

　自分の学年のより先に見てきた？　って言ってたな。

　一応、ここに張り出される順位だが、一人一人、個別に順位は知らされている。

　つまりは１位なら上に誰だれも居ないし、誰に負けたのかを確認する必要はないのではないだろうか？

　要するに山野さんは２位で１位が誰なのかを確認しに来た。

　つまり、今目の前に立っている山野さんは２位だという事だ。

「ん？　急に固まってどうしたの？」

「何でもないですよ」

「実は先生から貰もらった順位の紙をまだ見て無いんだよね。こう、わくわくするために」

　……推理は外れた。

　山野さんはまだ順位を確認しておらず、この掲示板に張られたので確認をしに来た。

「なんか、さっきから変だよ？」

「え？　な、何がですか？」

「色々と。そうだ。間宮君の口から順位を教えて？　実は間宮君に気を取られてまだ見てないし、ドキドキを楽しむために目を順位に向けてない」

　……。

　…………。

　………………ヤバイ。

「……いや、その」

「いや、まさかとは思うけど、私の下の名前知らない？」

「……はい」

　隠し通せるわけが無い。

　素直に自白した。

「そうだったんだ。間宮君、酷ひどいよ？　って言いたいとこだけど私も間宮君に下の名前を言ってなかったからね。というか、なんで今まで聞いてこなかったの？」

「それはその、今更で失礼な気がしまして」

「えー、私がそんなことで怒おこると思うとは心外だよ。と言うか、私の名前が知りたくて順位が張り出されているここに来たの？」

「……そんなとこです」

　キモいと思われないか心配になりながら言う。

　だって、他人の名前が知りたくて張り出されている順位を見に来たんだぞ？

「まったく、変に気にしすぎだよ？　名前が知りたいのに、今更という理由で聞かないとか乙女おとめチックだね～」

「っく。でも」

「女々しいね。間宮君」

「そ、そんなことより名前を教えてくださいよ」

「良いよ。女々しい、間宮君に教えてあげようではないか」

　ちょっと威い張ばる山野さん。

　話していて嫌いやでも分かった山野さんの特とく徴ちよう。

　見た目は大人びているが、中身は女子高生そのものだという事だ。

　そんな彼女から放たれた名前はこうだった。

「私の名前は楓かえで。かえで、だよ？　覚えてくれた？」

「楓さんですね。覚えました」

「うん、よろしい。あ、私はもちろん間宮君が哲郎君なことは知ってるからね？」

　ナチュラルに煽あおってくる姿にムカつきなど覚えるはずもない。

　ただ単純に煽るという子供っぽさが可愛い。

「順位はまだ見て無いんですよね？」

「うん、見てないよ。目を向けないように逸そらしてる」

「じゃあ、俺の口から言わせてください。１位でした」

　その言葉を聞いた山野さんは驚おどろきも喜んだりもしない姿。

　順位を言われた後、逸らしていた視線を順位に向けて確認しているだけだ。

　なんでだ？　と思っていると山野さんが口を開いて説明してくれる。

「あ、驚かないんだって思ってる？　理由は簡単でなんとなく知ってたからだよ。実は全教科、学年で最高点取ってたからね。誰が何位でとか気になるじゃん？」

　さっきの推理はガバガバすぎるだろ。

　１位だからという理由で、他人の順位が気にならないわけが無いだろうが。

「まあ、次抜ぬかれるかもしれない相手の名前を知りたくもなりますよね」

「そうだよ。ハングリー精神を出して行かなきゃ。さてと、誰が何位なのかも確認したし帰ろっと」

　唐とう突とつに俺はとある事に気が付いてしまう。

「……」

　無言でこっちを見ているニコニコとしたみっちゃん。

　別に俺達をつけて来ていたわけでは無い。

　そう、ここは掲示板の前という不特定多数の人が行き交う場所だ。

　人がいない方が稀まれ。

「やらかした」

　そして、みっちゃん以外にもちらほらとクラスメイトが横目でこちらを見ていた。

「あ、あはは。そうだね……」

　山野楓さんもバツの悪そうな顔をしている。

　そう、数分間もの間、楽し気に山野さんと俺が会話する姿を周りに曝さらけ出していたのだ。

　互たがいに迷めい惑わくにならないように、変に勘かん繰ぐられないように気を付けようと言っていたのにこのありさまだ。

　考えれば分かることだったのに……。

「お互い、色々と友達から言われるかもしれませんね」

「そうだね。当分はあの男の子は誰だ？　って聞かれまくるよ……」

「状じよう況きようを悪化させないためにもあのことは内ない緒しよで」

「うん、あのことがバレればもっと色々と聞かれちゃうだろうしね。指定校推すい薦せんのためには少しは良いけど、かなり騒さわがれたら不味まずい。それに、間宮君にも迷惑を掛かけちゃうだろうし内緒でお願い」

「はい。それじゃあ、鞄かばんはまだ教室にあるので俺はこれで失礼します。今日は試験が終わったので《《ゆっくり》》と帰ります」

　山野さんはすでに手には鞄を持っており、帰る準備は万ばん端たん。

　あのこと、要するに『お隣となりさん』だという事が周囲にバレないように、帰り道がかち合わないよう、ゆっくりと帰ると伝えておく。

「私はこのまま《《早め》》に帰るよ」

　どうやら、意図を察してくれたようだ。

　……さてと、この場を離はなれたらどうなることやら。

　そう思いながら、歩き出すと、

「お熱いですね～。んで、どういう関係？　そろそろ言っちゃえば？」

　水を得た魚なみっちゃんからの猛もう襲しゆう。

　面めん倒どうくさくなったと思い、ちょっと視線を逸らす。

　すると、見切れているが、山野さんも、たまたま居合わせたみっちゃんの姉であるけい先せん輩ぱいにあれは何？　といった感じで茶々を入れられているのであった。
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　おっちょこちょいをやらかして、学校で噂うわさされそうなことをしてしまった次の日。

　学校に着き、クラスに入るとみっちゃんが近寄ってきた。

「やあやあ。哲てつ君」

「おはよう。みっちゃん」

「おはよー。んで、昨日のあれは何かね？」

　掲けい示じ板ばんの前であれだけ仲なか睦むつまじい姿を見せつけてしまったのだ。

「あのくらい普ふ通つうだろ」

「言い訳としてはちょっと苦しくない？」

「言い訳じゃ無いからな。現にお前とだって仲良くしてるし」

「まあね。高校生で女の子と話さないなんて普通はあり得ないし。んー、さすがに今回は揺ゆさぶるのはこのくらいにしておいてあげる」

「今回は随ずい分ぶんと手ぬるいな」

「二人がどうなるか楽しみになって来たのもあるからね。あんまり煽りすぎて、嫌いや気けがさして絶交とか一番面白くない展開にならないように気を付けないとだし」

　周囲に男どもが集まってきたという事もあり、みっちゃんは話を切り上げて俺の下から去った。俺と長々と話していようものなら今度は俺とみっちゃんが周りの食い物にされるのを知っているからな。

　俺へグイグイと質しつ問もん攻ぜめで嫌がらせしに来るが、周囲に勘かん違ちがいはされないように気を付けている。

　本当に良い性格だ。

　みっちゃんが去った後、始業のチャイムが流れ、ホームルームが始まった。

　その際に担任の先生からとある事が告げられる。

「えー、期末試験が終わった。点数が悪かった者には課題が出ている。その課題を夏休み前に提出できない場合、補習だ」

　この発言でクラスは阿あ鼻び叫きよう喚かん。

　補習を受けたくないという者達が、どうすれば良いんだよと嘆なげきに嘆く。

　それもそのはず、わが校の補習は気合が入っており、行われる試験に合格するまで延々と補習が続くからだ。

「哲。俺はどうしたら良いんだよ……」

　友達である幸こう喜きが補習になりたくないと話しかけてきた。

　俺に話しかけてきた意図は何となく分かっている。

「課題を手伝えってか？」

「ああ、頼たのむ。お前、期末テストで総合５位だったろ？」

　手のひらを合わせて拝むように頼まれた。

　幸喜はサッカー部に入っており練習も熱心。

　そんな彼は補習で練習時間を奪うばわれたくないからこそ、俺に頼んで来たのだろう。

「なんか奢おごるから頼む！」

「まあ、仕方がない。教えるが、全部は手伝わないぞ？」

「分かってる。出来れば、数学を教えてくれ、あれだけはどうしても公式を調べる時間が掛かりまくって俺一人じゃ無理だ」

「確か、今日は部活が無かっただろ？」

　何かを奢るという言葉に釣つられて俺は幸喜の課題を手伝う事にした。

「おう、わりいな。場所は自習室として開放されている教室だな」

　宣言通り、放課後自習室として冷れい房ぼうが効いている教室に行く。

　自習室として開放されていない他の教室は放課後という事もあり冷房は点ついていないので暑いせいか、自習室の席は満席であった。

「仕方ない。俺の部屋でするか」

「わりいな」

　場所は俺の部屋へ。

　山野さんと出会わせないためにもきちんと今日は友達が来ますと連れん絡らくをする。

『おっけー。気を付けるね』

　との事で一安心。気き兼がねなく、幸喜を部屋に招き入れる。

　ちなみに、これで三度目だ。まあ、山野さんと仲良くなってからは呼んでいないので久しぶりだ。

「邪じや魔まするぜ」

「適当に腰こし掛かけて良いからな。今、お茶を用意する」

「あんがとな」

　今日は遊びに来たのではないという事もあり、真ま面じ目めである。

　前来た時は、ガサ入れだとか言って、エロ本が無いか部屋を漁あさられたからな。

「じゃあ、始めるか」

　こうして、部屋で勉強を始めるのであった。
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　夜が更ふけ始めた頃ころ。

「こんな時間までわりいな。そろそろ帰るぜ。本当に感謝してる。お前のおかげで一人じゃ分からなそうなところは理解できた。後は自分で何とかする」

「頑がん張ばれよ。って、俺もだけどな。帰り道は大だい丈じよう夫ぶか？」

「おうよ。ここには三回来てるし、もう駅までの道は覚えてるっつの。じゃあな」

　お開きにして、幸喜はそそくさと帰って行った。

　二人から一人、ちょっと静かになった部屋。

　気合いを入れて幸喜に分からないところを教えるべく集中して疲つかれたのか、面倒くささが体を支配している。

　ご飯も炊たいていないし、今日は自じ炊すいをするのはやめてカップ麵めんでも食べようかなと棚たなを漁るも買い置きが無い。

「仕方ない。コンビニでも行くか」

　出来合いの物が売っているスーパーは意外と閉店するのが早く、20時に閉まる。

　今が、20時５分。もう、閉まっている。まあ、開いていたとしても閉店間際だとお弁当やお惣そう菜ざいはもう残っていないんだけどな。

　なので、近場のコンビニへと足を運ぶべく玄げん関かんを出た。

「あ、間宮君だ」

　山野さんと出会う。

「どこに行くんですか？」

　やましい事があるのか、目をちょっと逸そらす山野さん。

「コンビニに行くつもりなんですか？　鍵かぎの交こう換かんでお金が無いから自炊して節約するってあれだけ息巻いてたのに」

「はい……。そうです。だらだらしてたら、この時間。自炊はいいやと思いまして。でも、大丈夫、お買い物は２５０円までと決めてるからね」

「まあ、２５０円までと限度を決めてるなら良いんですけど……」

　気が付けば自然と歩き出し、コンビニに着いた俺達。

　俺は適当にカップ麵とおにぎりを手に取る。大体これで３５０円である。

　山野さんは２５０円までと決めていると言っていたので、手に取っているものを見ると、

「そのデザートは置きましょうか」

　おにぎり二つとちょっとしたデザートを手に持っていた。

　絶対に２５０円は超こえている。

「……でも、甘いものが欲しいよ？」

「良いんですか？　友達と遊びに行くとき、遠えん慮りよさせちゃいますけど」

「間宮君のけち。女の子は甘いものが好きで糖分が無いと生きて行けないんだよ？」

「山野さんが節約してるかきちんと見張って貰もらうって、一いつ緒しよに節約を頑張ろうって言ったから注意するんですよ？　ほら、置いて来てください」

　俺に諭さとされ、渋しぶ々しぶと元の棚へとデザートを戻もどし、甘いものが相当に食べたかったのか、お菓か子し売り場で小さなチョコを手に取る。

「……はあ。なんで、鍵を落としたんだろ」

　そうぼやきながらレジに並ぶ。

　ちなみに合計２７０円と予算は普通にオーバー。まあ、このくらいは目を瞑つぶろう。

　会計を終えてコンビニの外へ出た。

　帰り道、山野さんは甘いものが相当に食べたかったのか、チョコの包み紙を剝はがし口に放り込む。

「くぅー、生き返った気分だよ」

　甘さにご満まん悦えつ。

　そして、俺にデザートを買うのを止められてちょっと不ふ機き嫌げん気味だったのが直った。

「いやー、ありがとう。間宮君がデザートを買うのを止めてくれて無む駄だなお金を使わずに済んだよ」

　ご機嫌な様子でお礼を言われる。デザートを買うのを阻そ止しした甲か斐いがあるというものだ。

　これからも、山野さんが節約してるかしっかりと見張ろうと思いながら、アパートへ向けて歩いていると前方に良からぬ影かげが一つ。

「まだ気が付いてないみたいだけど、あやつが居ますね」

「うん、いるね」

　クラスメイトのみっちゃん。

　今、この状じよう況きようを見られようものならうざったらしいことになるに違ちがいない。

　前方を歩く彼女だがこちらには全然気が付いていない様子。

　バレる前に遠回りしてアパートへ帰りましょうと言いかけたちょうどその時、

「この状況を見られれば間宮君は質問攻めで迷めい惑わくを被こうむる。という訳で、逃にげよっか」

　買い物袋ぶくろを持っていない空いていた片方の手を握にぎられる。

　山野さんに引っ張られながら走る。

「ふぅ……逃げれたかな？」

　額に流れるちょっとした汗あせを拭ぬぐう山野さん。

　そんな彼女に言いたいことがある。

「勢いよく走ったので、大きな足音で後ろを振ふり向かれたんじゃ……」

　一いつ瞬しゆん固まり、山野さんはしまったという表情を浮うかべて落ち込む。

「馬ば鹿かだ。私は馬鹿だよ……。つい、ノリで手を引っ張っちゃってごめんね」

　やらかしてしまった。

　自分で迷惑を掛かけないようにとか言った癖くせに、やらかしてしまったなという表情を浮かべている姿が可愛かわいらしい。

「山野さんって結構、おっちょこちょいですよね」

「ぐぬぬ。そ、そうかな？」

　口で否定するも自分で思うところがあるのだろう。

　鍵を無くし、寝ねぼけて他人のベッドに潜もぐり込んだり、起きたらジャージが脱ぬげていることに気が付かなかったり、大きな足音を立てれば振り向かれるかも知れないというのに手を引っ張って走る。

　言い逃のがれは出来ない。

　そう、彼女は紛まぎれもなくおっちょこちょいである。

「おっちょこちょいって可愛くて良いですよね。だって、悪気があってやらかしてるわけじゃ無いのが本当にグッときます」

「間宮君がおっちょこちょいな所が好きなのは良い。でもさ、やらかす身としては幾いくら相手が気にしなくとも気にしちゃうんだよ？　というか、本当にごめんね。明日、みっちゃんに根ね掘ほり葉は掘ほり煩うるさくされたら私の所せ為いだし」

　俺が思っている以上に責任を感じているのかもしれない。

　ここはしっかりとフォローしておく必要があるな。

「おっちょこちょいで可愛らしい山野さんが見られたのでそのくらい平気ですって」

「ぐぬぬぬ。本当に穴があったら入りたい気分だよ。というか、年上の人に可愛い、可愛い、って言わないで。もっと恥はずかしくなるから……」

「そういうところも可愛いですね」

「ぐはあ……。もう、私のＨＰはゼロだよ……」

　さすがにもう一度可愛いと言ったら怒おこられそうなので言わないでおこう。
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　幸喜の課題を手伝った翌日。

　具体的には無事に期末試験が終わった後の休日だ。

　勉強漬づけの日々から解放されれば、息いき抜ぬきをしたくなるのは当然。

　かく言う俺もその一人であり、幸喜を含ふくめた友達と遊ぶ予定だ。

「さてと、行くか」

　玄関を出て遊びに行く。

　今日は仲の良い友達たちとボウリングをし、そのあとはカラオケだ。

　待ち合わせ場所はボウリング場がある駅前の広場である。

　早めに家を出て向かうと、すでに幸喜が待っていた。

「幸喜。他の奴やつらは？」

「まだ来てない。ま、すぐに来るだろ」

　それから、他の男友達も集まり、まずはボウリングへ。

　ボウリングで競った後、カラオケに。

　ノリのいい曲で盛り上がり、カラオケで皆みなと楽しく過ごした。

「じゃあな」

　そう言って、俺は家路についた。

　アパートに着き、部屋に入りまずしたことは窓を開ける事。

　冷れい房ぼうは冷やすときに一番電力を消費するらしいので、閉め切っていた窓を開け少しでも室温を下げてから入れる事にしている。

　すると隣となりから楽し気な声がうっすらと聞こえて来た。

「そう言えば。今日は友達とたこ焼きを作るって言ってたな」

　山野さんは友達とたこ焼きを作って楽しんでいる最中なのだろう。

　嬉き々きとして話す声が漏もれて来ているが、うるさくはない。

　意外と防音対策等はしっかりしているのだ。

　とはいえ、防音を売りにしているわけでは無く、紛れもなく普ふ通つうのアパート、少し騒さわげばお隣さんから音が聞こえて来るのは当たり前だ。

「ふう。それにしても、最近は色々とあったな」

　夜空を眺ながめながら、最近の事を振り返る。

　山野さんと仲良くなり、一緒に自炊をしてみたり、冷房を節約するために一緒の部屋で過ごす約束をしたりと色々あった。

「頑張らないとな」

　気が付けば、そう呟つぶやいていた。

　感傷に浸ひたっていると、換かん気きをするためだろう、隣の部屋の窓が開いた。

『ふー、匂においがこもってるから窓を開けるよ～』

　ハッキリと聞こえてくる声。この声は山野さんだ。

『いやー、食べた。食べた。という事で、お次のお楽しみはお部屋探たん索さくだ』

　山野さんの友達がそう言った。

『勝手に漁あさらないでよ……』

　山野さんの反はん抗こう虚むなしく、部屋を漁られている様子だ。

　まあ、友達を呼べばそうなるよな。俺も、幸喜に部屋を漁られたことがあるし。

　この前は課題を手伝って貰うために来ていたので、自重していたけど。

　さて、盗ぬすみ聞きは良くない。

　俺の部屋の熱気も和らいだし、窓を閉めて冷房を入れるとしよう。

『見て、見て！　これ』

『ん？　ただのジャージじゃん。どしたの？』

『紙かみ袋ぶくろがあるから何かな～と覗のぞいたら明らかにサイズがダボダボなジャージが入ってた。しかも、タグにサインペンで自分のだと分かるようにマークが書いてある。紙袋に入っていたという事は誰だれかから借りて返すためだからだよね？』

　窓を閉めようと思ったが、興味深い話が聞こえて来たので手が止まった。

　あの時に貸した俺のジャージを発はつ掘くつされたのだろう。そう言えば、返して貰っていなかったな。

　紙袋に入っていたという事は本当に返し忘れていただけだろう。

『男物のジャージ……。で、誰のなの？　誰に返す予定で紙袋に入ってたの？』

『……ダボダボなのが好きなだけだよ。私のだから』

『じゃあ、このタグについてる哲というマークというか字は？』

『私のだって分かるようにだよ。ほら、ジャージって似たようなのが多いから無くさないようにってさ』

　マークと言うか、哲という字は、中学生の時の修学旅行で持って行ったから、念のため無くさないようにと親が書いたものだ。

　ちなみに、修学旅行以来、着ていないので新品同様だ。

　だからこそ、山野さんに貸した。

『男物だよ？　紙袋に入ってたよ？』

『ジャージなんて、男物か女物かなんてそんなに気にならないからね。紙袋に入ってたのは……なんとなく？』

　苦くるし紛まぎれな言い訳。

　……当然のように山野さんの友達は信じてくれない。

『根掘り葉掘り、聞かせて貰もらおう。皆の者、取り押さえろ』

『了りよう解かい。あと、だいぶ、匂いも薄うすれて来たし、窓閉めて平気でしょ？』

　窓を閉める山野さん。おそらく、こんなやり取りを俺に聞かれまいとしての行動だな。

「っく。気になるとこで窓が閉まった……」

　窓を閉められ、はっきりと声は聞き取れなくなってしまう。

　ぼやぼやとしてただ話していることだけが分かる状態だ。

　山野さんがどの様に友達に弄いじられるのかが気になって仕方がない俺は、壁かべに耳を当てればもしかしたら聞こえるかもと耳をぴったりとつける。

「聞こえないよな」

　耳を壁に付けたところで何も変わらないので諦あきらめた。
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　それから、１時間後。

　隣の部屋は静かになった。

　おそらくは友達が帰って行ったに違ちがいないとか考えていると、来客を知らせるチャイムが部屋に響ひびく。

　こんな時間に誰だ？　と玄げん関かんを開けた。

「ごめんね。うるさかったでしょ？」

　来客は山野さん。騒いだこともあり、一応謝りに来たのだろう。

「このアパートって意外と壁が厚いので全然聞こえませんでした。まあ、軽く誰かと話しているなとは分かりますけど」

「これ返し忘れてたジャージだよ。返すの遅おくれてごめんね」

　そう言って、俺は山野さんからジャージを受け取った。

　洗ってから返すと言っていたこともあり、ちゃんと洗せん剤ざいの香かおりが漂ただよっている。

「大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「え？　何が？」

　やってしまった。

　山野さんが俺の男物であるジャージを発掘され、そのことで弄られていることについて聞いてしまった。

　盗み聞きをしていたなんて知らないだろうし、何のことだかさっぱりな顔をしている。

「たこ焼きをしたんですよね？　ほら、匂いが部屋についてないかと思ったので。それにしても、たこ焼きを作って食べるのは楽しそうで羨うらやましいです」

「あ、そういう事。大丈夫だよ。匂いがつかないように衣類とかはきっちりと棚たなに仕し舞まったからね。このジャージも生活臭しゆうが付かないようにって棚に仕舞ってたら、存在を忘れて返すのが遅れちゃった。ごめんね？」

「いえ、お気になさらず」

「と、ところで。このジャージってどこで売ってたの？」

　挙動不ふ審しんとまでは行かないが、ちょっと怪あやしさを漂わせて聞かれた。

　……どこで売ってた？　となぜ聞いてきたんだ？

　もしかして、自分のだと言い張ったから、今度来た時も勿もち論ろん、このジャージはあるよね？　と言われて買わざるを得なくなったのか？

「ネットです。でも、もう今は売ってなかった気が……」

「え、そうなの？　そっか……。うん、残念だよ。着心地が良かったから」

　どうしようという表情を浮うかべたのち、開き直った様子で話し始めた。

「そのジャージを譲ゆずって貰えないかな？　実は、友達にそのジャージを発掘されちゃってさ。変に詮せん索さくされるのが嫌いやだから、それは私のだよと言い張ったんだよ。それで、今度来た時もこのジャージはもちろんあるよね？　と脅おどされてる。今度、部屋に来た時に無かったら、絶対に弄ってくるんだよ……。という訳で、譲って貰えると嬉うれしいかな～なんて。もちろん、お金は払はらうよ？　新品同様に綺き麗れいなジャージだし」

「そうだったんですね。じゃあ、このジャージは譲ります。部屋着にでもどうぞ」

　困り顔の山野さんを見たら譲るとしか言いようがない。

　この普ふ段だん見せない困り顔を見られただけで十分にお釣つりが来る。

「うん、ありがとう。これで、今度来た時に『これは私のだよ？』とどや顔で見せつけてやれるよ。それで、代金はどうすれば良い？」

「そうですね……。炎えん天てん下かの中、スーパーへの買い出しを五回分で」

　一人暮らしをする際になんとなく持ってきただけで、ほとんど着ていなかったジャージ。

　新品同様のジャージだがお金を受け取るのも少し気が引けるので、別の事で対価を支し払はらって貰う事にした。

「さすがにそれは申し訳ないよ。ちゃんと、払わせて？」

「今、金欠ですよね？」

「と、友達と遊びに行かなければ……平気だよ？」

「俺と山野さんの仲なので、お友達価格という事で炎天下の中、スーパーへの買い出し五回で。納得して貰えないなら、ジャージは譲りません。友達に弄られますけど、良いんですか？」

　強引に押し切った。

　押し切った甲か斐いもあり、山野さんは仕方がなく俺の案を了りよう承しようする。

　変にお礼しようと気を遣つかわせないようにしないとだ。

「ジャージを譲ってくれてありがとうね。それじゃあ、また明日。おやすみなさい」

「おやすみなさい」








６章









　期末試験が終わりちょうど一週間。

　とうとう迎むかえた夏休み。山やま野のさんと電気代のために一いつ緒しよに過ごす日々が始まる。

「お邪じや魔まするね」

　そろりと俺の部屋に入って来た山野さん。

　さすがに初日から俺の部屋で気き兼がねなく過ごせるわけが無い。

「はい、どうぞ」

　招き入れた山野さんの服装はジャージ。

　エアコンの効いた部屋で過ごすのだから多少厚手な服でも問題ない。

「ジャージを譲ってくれたお礼にたこ焼きを振ふる舞まわせて貰うね」

　入って来た山野さんの手にはたこ焼き器。

　炎天下の中、スーパーへの買い出し五回で良いと言ったんだけどな……。

　とは言えだ。よくよく思えば、新品同様のジャージだったし、申し訳なく思うのは当然。ここは、有難くたこ焼きを賞味させて貰おう。

「機械のほかに材料も買って来たよ。今、私の部屋から持って来るね」

　一度部屋に入った山野さんは机にたこ焼き器を置くや否や、

「きゃっ！」

　可愛かわいらしい悲鳴を上げて転んだ。

　ダボダボなジャージ。裾すそを踏ふんで転んでもおかしくない。

　転んで、露あらわになるは水色の可愛らしいパンツと相変わらず綺麗な生足だ。

「いたたた……ん？　なんか、スースーする気が……っつつ！」

　急いで脱ぬげたジャージを上げて、腰こしひもを結ぶ。

　その姿を見て俺は思った。

　ジャージを譲って大正解だったと。

「くぅ……。また、見られちゃった。間ま宮みや君のスケベ……」

　見られた恥はずかしさか、顔を真っ赤にしてぼそりと俺にスケベと言い残し、たこ焼きの材料を取りに行く。

　戻もどってきた山野さんは何食わぬ顔とまでは行かない少しぎこちない顔つきで聞いて来た。

「じゃあ、始めよっか。油とか飛ぶけど大丈夫？」

「はい。大丈夫ですよ」

　その言葉を聞いた山野さんはたこ焼き器のスイッチを押す。

　すると、赤いランプが点灯した。

　たこ焼き器に油を引き、生地を流し込む。キャベツ、ねぎ、紅ショウガ、天かすを入れた後、真ん丸の部分から溢あふれるようにさらに生地を流し込む。

「この前はたくさん作ったからね。腕うでの見せ甲が斐いがあるよ」

「この前も食べたんですよね？　飽あきないんですか？」

「さすがに毎日食べてるわけじゃ無いし、すぐには飽きないよ。それに、今日は色々と中に入れる具を持ってきたからね」

　そう、山野さんはタコの代わりに入れる具材を幾いくつか持ってきている。

　餅もち、ウインナー、チーズ、等々だ。

「たこ焼きの中身を変えるのも美味しそうですよね」

「そうそう。この前はやらなかったから、今日はやろうと思って色々と用意したんだよ。ま、タコが高いからどうにか少なく出来ないかな～という理由もあるけどね」

　最近はタコの価格が高こう騰とうしている。

　一時期はマグロ並みの価格にまで値段が高くなったこともあるらしい。

　そんなことを考えながら、山野さんと一緒に好きな具材、タコや餅、ウインナー、チーズをたこ焼き器に流しこんだ生地の中に入れた。

「よし、じゃあ後は生地が固まり始めるまで待つ」

　山野さん主導の下、たこ焼きは着々と出来ていく。
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　完成は間際、仕上げについて山野さんが聞いてくる。

「間宮君はカリカリとふわふわどっちが良い？」

「どちらかと言えば、カリカリです」

「ＯＫ。じゃあ、油を多めにっと」

　出来上がりつつあるたこ焼きにはけで油を多めに塗ぬる。

　そうすると、パチパチという音と共に香こうばしい香りが広がり始めた。

「最後の仕上げだね」

　お皿にたこ焼きを載のせ、上からソース、鰹かつお節ぶし、青のり、マヨネーズをかけた。

「美味おいしそうですね。食べても良いですか？」

「どうぞ、どうぞ」

　出来上がったたこ焼きを口に入れる。

　外はカリッと、中はとろとろ。たこ焼きならではの食感が口いっぱいに広がった。

「美味しいです」

「それは良かったよ。私もいただくね」

　俺が美味しいと言ってからたこ焼きに手を付け始めた山野さん。

　出来たてで熱いのか、ハフハフと口を動かしているのを見ると、ほんわかとした気持ちに包まれる。

　それから、今度は俺がたこ焼きを作ってみたり、中身を豪ごう勢せいにタコ、餅、チーズ、ウインナー、と無理矢理入れたりして楽しんだ。

　あっという間に時間は過ぎ去り、後片付けをしている最中だ。

「そう言えば、間宮君。夏休みってどこかに行くの？」

　夏休みという事もあり、どこか行くのか聞かれる。

「友達と遊びに行く予定はありますよ。ちょっと、羽目を外して海にでも行こうって話が出てます。山野さんは？」

「私は友達と、遊園地と花火大会とお祭りに行く予定を立ててるよ。ま、今年の夏からもう受験を意識して頑がん張ばらないといけないんだけど、やっぱ遊びたいよね」
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　高校２年の夏。

　受験を嫌でも意識せざるを得ない季節だ。

　大学受験をしようとするのなら、この時期から本ほん腰ごしを入れないと手て遅おくれになる。

「山野さんも指定校推すい薦せん以外の受験は意識してるんですか？」

「一応してるよ。指定校推薦が取れなかった時の事を考えてね」

　指定校推薦を取るためにも、試験の成績、生徒会活動等、常つね日ひ頃ごろから頑張っているので取れる事を祈いのるばかりだ。

「あとは……実家とかには帰らないんですか？」

「お盆ぼんにちょっとだけ帰るよ。でも、ほとんどこっちで過ごすかな」

「俺もそんな感じです。せっかくの夏休み。友達から遠く離はなれた実家で過ごすのなんてもったいない、絶対にダメだ、って親が言うので」

「うちも大体そんな感じだよ。さてと、後片付けも終わった事だし、そろそろ私は自分の部屋に一度帰るね」

　山野さんはたこ焼き器を手に自分の部屋へと帰って行くのであった。

　残された俺はと言うと、

「大体の山野さんの予定は摑つかんだ。チャンスはある。どこかへ遊びに誘さそわないとな」

　夏の予定を知ることに成功。

　恋こい焦こがれる人と遊びに行きたい。夏というチャンスを生かさずしてどうする。

「でもなあ……」

　問題はお金だ。

　山野さんは遊園地、花火大会、お祭りに行くと言っていた。

　それで手一いつ杯ぱい。他のところへ遊びに行くためのお金を工面するのは難しいだろう。

　俺の方は新作ゲームをプレイするために貯金し始めたお金がある。

　それに手を付ければ、なんとか友達、そして山野さんとも遊びに行けるお金はある。

「どうにかして、山野さんとどこかに遊びに行きたい……」

「間宮君。ただいま」

　たこ焼き器を置いて来た山野さんが戻って来た。

　もちろん、律りち儀ぎにインターホンを鳴らして俺の部屋へと入って来ている。

「どうしたの、何か考えてるような顔をしてるけど」

「いえ、ちょっと考え事をしてました」

　どこへ行ったとしても、お金が掛かかってしまう。

　だらだらと部屋で過ごすだけで、何も変わらないまま夏休みを終わらせる。

　それだけは避さけなくてはダメ。

「これから、パソコンで映画を見るんですけど、一緒にどうですか？」

　何も変わらないまま終わらせたくない。遊びに行くのは出来ないかもしれない。

　取り敢あえず、部屋で出来る事はしよう。

　部屋で出来る限りの事はして山野さんと良い感じになってみせる。

　そう思いながら俺は一緒にパソコンで映画を見ようと誘う。

「良いよ。見よっか」

　肩かたを並べてパソコンで映画を鑑かん賞しよう。

　関係を変えるべく距きよ離りを縮めようと頑張るのであった。
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　気が付けばセミの声がうるさい夏休みは普ふ通つうに過ぎつつある。

　俺の部屋で一いつ緒しよに過ごす事には特に問題は起きておらず、慣れて来た山野さん。

　なるべく距離を縮めようと一緒に映画を見たり、ゲームを一緒にしたりした。

　その甲か斐いもあって山野さんは俺の部屋に馴な染じみつつある。

　しかし、どうも微び妙みような感じがしてならない。

「間宮君。ちょっとお昼ひる寝ねするね。おやすみ……」

　クッションを枕まくらにお昼寝をし始める山野さん。

　無防備になりつつあるし、距離は縮まって来ているのは目に見えている。

　距離は明らかに縮まって来ているのは分かるのだが、その縮まり方が友達の延長線上なのかそうでないのかが良く分からない。

　クッションを枕に無防備に寝ねて居る山野さんを見ながら、俺は考えた。

　どうするのが正解なのかと。

　静かな吐と息いきを立てて寝て居る山野さんを眺ながめながら考えていると、

「んー。良く寝た」

　ヴヴヴと携けい帯たいのバイブが鳴り、その振しん動どうで目を覚ます山野さん。

「おはよう。山野さん」

「やっぱり、少しだけ寝るだけでも随ずい分ぶんと変わるもんだね。さてと、指定校推薦が取れなかった時のために受験の勉強をしないとね……」

　腕を伸のばしたり、肩を回したりして体のコリをほぐしている。

　……関係を変えたいのならもっと手を伸ばすしかない。

「肩が凝こってそうですね。良ければ、揉もみますよ？」

「そう？　じゃあ、せっかくだからお願いしようかな」

　今までは、体に触ふれるのは極力避けていたが、それを緩ゆるめることにした。

　もはや多少のボディタッチで文句は言われないに決まっている。

　現に今だって、普通に肩を揉ませてくれると言うのだから。

「じゃ、失礼します」

　山野さんの後ろに立ち、俺は肩に手を乗せる。

　親指に力を入れて、つぼ？　らしきところをぐっと押し込む。

「もうちょい右かな？」

　指示に合わせ指をずらしていく。

「そこが一番いい感じだよ。あと、親指だけじゃ無くて全体で揉んで貰もらいたいかも」

　親指でグッと押す方法から手全体を使って、肩を揉む。

　そして、服越ごしだが、手のひらに走る異物感。

　もしかして、この異物感って……か、肩かた紐ひもでは？

　山野さんが身に纏まとっているブラの肩紐では？　と思うとぞくりとした気分で鳥とり肌はだが立ってしまう。

　生まれてこの方、女の子のブラなど触れたことは無い。

　ましてや、着用中のブラに直じかではないとはいえ、布越しに触れていると考えるとちょっと興奮してしまう。

　パンツは見た事があるが、ブラは見たことが無い。

　果たして上下お揃そろいなのか？　それとも、別々のなのかとかでドンドン頭がいっぱいになってしまう。

「特にこれと言って、凝るようなことはして無いのに凝るから困ってるんだよね」

「まあ、いえ何でもないです」

　まあ、男にはついていない胸があるからと言いかけたが、セクハラなので思いとどまる。

　いかんいかん、距離が縮まってきたせいで発言が軽はずみになりつつあるな。

「そろそろ大だい丈じよう夫ぶだよ。あ、そうだ。せっかくだし、間宮君の肩を私が揉んであげるね」

「お願いします」

　今度は俺が肩を揉まれ始めた。

「よいしょっと。どう？　気持ちいい？」

「え、あ。その、最高です」

　口ではそうは言うものの、先ほどの肩紐の事で頭が一杯。

　一体、山野さんが身に着けているブラはどんな色をしてどんな形かが気になる。

「間宮君。今度の日曜日にあるお祭り、友達と行く予定だったんだけど、残念なことにドタキャンされちゃったんだよ」

「それは残念でしたね」

「夏休み前に告白されて恋こい人びとが出来た。その恋人と行くってさ……。でも、お祭りに行くつもりだったから、なんとか、節約して電車賃とか屋台で食べる用のお金も工面してる」

　頑張ってお金を用意したというのにお祭りに行かないとなれば腑ふに落ちなくて当然。

　俺の肩を揉む力を強めているので、本当に残念に思っているのだろう。

「まあ、鍵かぎの交こう換かん代の補ほ塡てん、もしくは新しいパソコンを買うのに回せるから良かったと言えば、良かったんだけどさー。なんか腑に落ちなくてやっぱり行こうと思うんだよ。という訳で、どうかな？」

「あ、はい」

　相変わらず、肩紐の事が頭から離れずにテキトーに返事をしてしまった。

　って、あれ？　今なんて言われた？

『という訳で、どうかな？』だと？

　曖あい昧まいな感じだが、この場合の『という訳で、どうかな？』ってもしかして……。

「ありがと。いやー、やっぱり夏と言えばお祭り、間宮君のおかげで今年もお祭りを楽しめそうだよ。ほら、一人で行くのって寂さびしいからね」

「いえいえ、こちらこそ誘っていただきありがとうございます」

　俺は今度の日曜日に山野さんとお祭りに行くことになったらしい。

　金銭的な問題で遊びに誘えないと思っていたが、遊びに行くのをキャンセルしてくれた山野さんの友達のおかげで、無事に遊びに行ける事になった。

　今度の日曜日にお祭りに行く。

　この文だけならなんてことはない。

　ただ、この文に、山野さんと一緒に、が付け足されるだけで意味は大きく変わる。

「この機会は逃のがしたくない」

　関係の変化を望む俺にとって、この機会は逃せるわけが無い。

　という訳で、山野さんと行くことになったお祭りに関して下調べを始めた。

　まずは一緒に行くことになったお祭りの規模だ。

　駅周辺で開かい催さいされるお祭りで、毎年たくさんの人が訪れる大きなもの。

　屋台は数多く出されており、何でもあり。

　……そんなお祭りはただただ練り歩くだけできっと楽しい気分になれるはずだ。

「下調べしたところで別に何かが変わるわけが無いか……」

　ただ単純にお祭りが行われている付近に詳くわしくなっただけで、何もいい案は思い浮うかばないのであった。
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　それから、３日後。

　何事もなくお祭りに行く日が訪れる。

　お隣となりさんである山野さんとは待ち合わせる必要もない。と言うか、日中は俺の部屋に居るのですでに合流している状態だ。

「さてと、そろそろ準備をしてくるね」

　準備と言って、俺の部屋から一度消えた。

　そして、20分が経つと来客を知らせる音が鳴る。

　部屋には入る頻ひん度どが頻度なので、勝手に入って来ても良いと伝えてはいるものの、相変わらずチャイムを鳴らす山野さん。

　律儀な所がまた可愛かわいらしい彼女を迎むかえるべく玄げん関かんへと向かう。

「準備は大丈夫で、」

　息が止まった。

　目の前には薄うすい水色の生地に花模様をあしらった浴衣ゆかた姿の山野さんが居たのだから。

「私が浴衣を着てくると思わなかった？　まあ、実を言うと、この日のために友達とみんなで浴衣を買ったんだよ……。なのに、お祭りに行くのは中止。買ったのが無む駄だになるところだったからね。で、どうかな？」

　くるりと一回りして浴衣姿を見せてくれた。

「……凄すごく良いです」

　それ以外、掛かける言葉が見つからない程に似合っていた。

「いや～、無駄にならなくて良かったよ。お財布を寂しくさせた甲斐があったね」

「浴衣を着ようと言って、みんなと一緒に買ったというのにお祭りに行くのは中止とか萎なえますよね」

「でしょ？　間宮君が一緒にお祭りに来てくれるおかげで無駄にならずに済んだよ」

　微笑ほほえみかけられながら言われる。

　普ふ段だんとは違ちがう装いのせいで、可愛さは倍増。

　その威い力りよくにやられそうになりながらも、時間が時間なのでお祭りへと向かい始めた。

　電車に乗ると、周囲にはそこそこ浴衣を着た女性。

　それほどまでにデカいお祭りだという事である。

「間宮君。ズバリ、今日のお予算は２０００円だよ。それ以上は今後のお出で掛かけを考えると厳しいかも」

「別にそれだけあれば十分じゃないですか？」

「絶対にそれ以上に使いそうだから、間宮君に言っただけ。今後の事を考えなければ使えるお金はあるんだよ……」

　つまりは使いすぎそうになったら止めてくれという事か。

　確かに夏は始まったばかり、出費はこれからかさむ一方だ。

「了りよう解かいです。使い過ぎないように見張ります」

　そんな感じで話していると、あっという間にお祭り会場へとたどり着く。

　駅周辺とアクセスが非常に良く、人だかりは物もの凄すごい事になっていた。

「こんなに規模の大きいお祭りに来るのは初めてかも知れません」

「私は去年も来たよ。で、去年から、来年はみんなで浴衣を着て来ようね～と約束して浴衣を買ったし」

　浴衣を購こう入にゆうしたというのに無駄になりかけたのでご立腹。

　まあ、そこまで相手へは根に持っておらず、なんとなく口走っているだけのはずだ。

「さてと、行きますか」

「そうだね」

　浴衣姿の山野さんと一いつ緒しよにお祭りを楽しむべく歩き出す。

　大きな規模であり、見たこともない珍めずらしい屋台がちょくちょく見受けられる。

「間宮君。ホタテのバター焼きが食べたい」

　食べたいのだから仕方がない。ホタテのバター焼きを購入。

　このままだと２０００円の予算なんてあっという間になくなりそうだ。

　美味おいしそうに屋台で買ったものを食べる山野さんを見て、俺はもっと色々と食べさせてあげたいと思ってしまう。

　しかしながら、一方的に奢おごるのは断られるはずに違いない。

　いい案は無いかと思っていると、練り歩いているカップルが良い方法を教えてくれた。

「山野さん。じゃがバターを買って来て良いですか？」

「うん、良いよ」

　さすがに短時間で予算を使いきるつもりは無いらしく今回は買わない様子。

　そして、じゃがバターを購入した後、山野さんの下へと戻もどる。

　少し道からそれて、俺はじゃがバターを食す。

　ほくほくとしたじゃがいもとバターの濃のう厚こうな味の相性は抜ばつ群ぐんだ。

　ある程度、食べ進めて俺は先ほどカップルが教えてくれた良い方法を試す。

「なんか、これだけでお腹いっぱいになりそうです。よ、良ければ食べますか？」

　そう、良い方法とは一方的に奢るのではない。

　シェアすることで、奢られた感を軽減させ気き兼がねなく山野さんに色々と食べさせることができるのでは？　という事だ。

「良いの？　じゃあ、お言葉に甘えちゃおっかな」

　こうして、山野さんと一緒に一つのじゃがバターを味わった。

　ゆっくりと歩きながら、あれ美味しそうだねと話したり、他愛たわいのない話題で盛り上がったりする。

「あ、リンゴ飴あめ買ってくるね」

　ちょっと小走りで屋台に並びリンゴ飴を購入し、齧かじり始める山野さん。

　大きいのを買ったこともあり、頑がん張ばって齧りつくも悪あく戦せん苦く闘とうだ。

「あたた、顎あごが外れそうだよ……」

「予算もありますし、小さい方にした方が良かったんじゃないですか？」

　と言うと、やっとの思いで齧れたご様子。

　ぼりぼりと飴とリンゴを口で味わいながらも、手に持ったリンゴ飴を俺の口元へと運んできた山野さん。

「ううん。この大きいので良いんだよ。はい、どうぞ」

　口に当てられるリンゴ飴。

　一応、山野さんが残した歯形が無い部分だが、それでも意識してしまう。

　とでも思ったか？

　残念な事に、普ふ通つうに鍋なべとかで食事を共にしているし、さっきのじゃがバターだって同じ箸はしで食べたのだ。

　何のためらいもなく反射的に差し出されたリンゴ飴を齧ってしまう。

「さすが、間宮君。私と違って一口でガブリだね」

「いえ、めっちゃ顎痛いです……。それに、歯は茎ぐきに飴が刺ささりました……」

　思った以上に口を開いて齧ったため、普通に顎が痛い。

　さらにはリンゴに纏まとわりつく飴が刺さった。

「あはは、リンゴ飴って本当に食べにくいよね」

「でも、惹ひかれる魅み力りよくがあるんですよね……。正直に言うと、あんまり美味しくないのに」

「あんまり美味しくないとか言わないの。失礼だよ？」

　ちょっぴり怒おこられたので素直に謝る。

「すみません。リンゴ飴は美味しいです」

「それで良し。次は……と言いたい所なんだけど予算がもう尽つき掛けてるんだよね……」

　そう言えば、下調べした時に自治会が主導している屋台がここら辺にあった気がするぞ。

「ちょっとあっちに行きませんか？」

「うん、良いよ」

　と言って、自治会がやっている屋台へ。

　すると、俺の思った通りだ。

「さすが自治会がやってる屋台ですね。他のお店より安い」

　そう、自治会がやっている屋台は利益を求めず、安い値段で地域の人たちに振ふる舞まっているのだ。

　ま、焼きそばとかたこ焼きとか、本当に簡単な奴やつしかない上に味は普通も普通だ。

「ほんとだ。じゃあ、焼きそばを買ってくる」

　と言って列に並び始めたので、俺はその横で売っていたお好み焼きを買う。

　二人して買い終わると、買って来たものを頰ほお張ばり始める。

「やっぱ、お祭りと言えば焼きそばとかお好み焼きだよね」

「ですね」

　もぐもぐとある程度食べ進めていると、山野さんの手がこっちに伸のびて来た。

「一口、頂ちよう戴だい？」

「あ、はい」

　手に持つお好み焼きを渡わたす。

　それと同時に俺の手には焼きそばがやって来た。

「間宮君もどうぞ」

「どうも」

　山野さんが使った箸が添そえられたまま、俺もお好み焼きが入っている容器に箸を添えたまま渡している。

　つまり、箸ごと交こう換かんする必要も無いのに交換したという訳だ。

　これが漫まん画がやらアニメだったら、間接キスだとか恥はじらうかも知れない。

「焼きそばですね」

「うん、お好み焼きだね」

　現実は間接キスで恥じらうとかそんなのは無くて、ありふれた味の感想を言うだけだ。

　……なんか現実に負けた気がするので、ちょっとしたことを口走る。

「間接キスですね」

「ま、私と間宮君の仲だし気にしないよ？」

　しかし、残念なことに恥ずかしがられるなんてことは無かった……。

　恥ずかしがる姿が見たかったのにと心で悔くやんでいると。

「間宮君。ほっぺにソースが付いてるよ？」

　チリ紙でほっぺを拭ふいてくれた。

　急にそんなことをしてくれたので、俺は慌あわてふためいてしまう。

「じ、自分で拭けますから」

「間宮君が私の反応を楽しもうとして間接キスとか言うのがいけないんだよ？」

　どうやら、『間接キスですね』と言ったのが反応を楽しむためのわざとだと、見み透すかされていたらしい。

　その反はん撃げきでほっぺをいきなり拭いて来て、俺をからかって来たのだ。

「何だかんだで得した気分です。ただで、可愛い女の子にほっぺを拭いて貰もらえるなんてそうそうないですから」

「むっ、可愛い女の子ってからかわないの。そんな悪い子にはこうだよ！」

　山野さんに何もついていないほっぺたをチリ紙でゴシゴシと擦こすられるのであった……。

　幸せな気分に包まれていると、大たい抵てい嫌いやなことが起きる。

「哲てつ君。相変わらず、お熱いね～」

　クラスメイトのみっちゃんが、こっちをニヤニヤと見つめながら、近づいてくるのだ。

「……」

　見られたら恥ずかしいような場面を、クラスメイトのみっちゃんに目もく撃げきされて、黙だまり込んでしまう。

「さすがに今のは言い逃のがれ出来ないよ。あれがイチャイチャじゃなかったら、何なんだい？」

　うざいみっちゃん。だが、見方を変えればチャンスでもある。

　今までは茶々を入れられるのを頑かたくなに避さけて来た。

　しかし、関係の変化を望むのなら茶々に乗ってしまうのもありなはずだ。

　関係を変えるためにも、俺は今まで迷めい惑わくを掛かけまいと茶々のほとんどを否定してきたが、利用させて貰おうではないか。

「ま、さすがに今のはイチャイチャしてたと認める」

「ほほう。やっと、認めちゃった感じ？　で、実際問題、お二人はお付き合いをしてるんですかあ？」

　グイグイ来る。

　茶々を認めると言っても、限度というものがある。

　変に『付き合ってる』とか口走ろうものなら、大きな迷惑を掛けてしまうかも知れない。

　なので、この場合は曖あい昧まいに答えるのが一番だろう。

「ご想像に任せる。もう、面めん倒どうだからな」

「……んー。もう、私もいちいち否定するのが面倒だからそんな感じで良いよ。勝手にご解かい釈しやくしてどうぞ。まあ、大きな迷惑が掛からなければだけど」

　さらっと、山野さんも茶々を受け入れ始める。

　この受け入れ方が多少の迷惑など掛けても良い相手だし、と打ち解けてくれたからであれば嬉うれしい。

「で、みっちゃんはどうしてここに居るんだ？」

「お姉ちゃんを励はげますためだよ。ほら、あそこで小さくなって焼きそばを食べてるでしょ？」

　ずるずるとお祭りなのに浮うかない顔で焼きそばを啜すすっているけい先せん輩ぱい。

　俺達が見ていることに気が付くと、明らかにやる気が無さそうに手を振った。

「……何があったんですか？」

「お姉ちゃんは指定校推すい薦せんで大学が決まってる。よっぽどのことが無い限り指定校推薦は落ちないから浮かれて軽い感じで友達を夏祭りに誘さそっちゃったんだよね……」

　やれやれと言わんばかりに続けて言うみっちゃん。

「一応、言葉は選んで『息いき抜ぬきにお祭りに行かない？』ってね。でも、受験生はもう、今の時期から、みんなピリピリしてるわけで『指定校推薦組は楽で良いよね』と言われて落ち込んでたわけ。んで、うじうじしてるから引っ張って来た」

　あの落ち込みようは友達と仲なか違たがいしたから。

　そして、落ち込んだけい先輩をみっちゃんが連れ出してここに来たと。

　姉思いな妹だな……と思った矢先だ。

「お財布として便利だから連れて来た。今のお姉ちゃんは脆もろいから『ほら、元気出して？』と言うと、さっと懐ふところから財布が出て来て『何か食べる？』って奢おごってくれるんだ～」

　ちょっとでも姉思いな妹だと思った自分を殴なぐりたい。

　意い気き消しよう沈ちんしているのを良い事に、財布代わりとして連れて来られていて可哀かわいそうだとか思っていたら、焼きそばを食べ終えて、ふらふらとけい先輩はこちらに近づいて来た。

「奇き遇ぐうね。こんなところで会えるなんて思ってなかったわ……。やまのんと哲てつ郎ろう君……お久しぶりね……」

「あ、どうもお久しぶりです」

「久しぶり、けい先輩。夏休みに入ってから、まだ一度も会ってなかったよね？」

「ええ、そうよ。ただ、明後日あさつては生徒会活動があるから生徒会室にきちんと来るのよ。良い……？　もし、私以外が来なかったらその時は……」

　テンション低めで、マイナス思考。

　生徒会長をやる位なのだ。メンタルが強いかと思っていたが、そうでもないのだろうか？

「分かってるよ」

「それにしても、良いわね……。私と違ちがって夏祭りに一いつ緒しよに来てくれる人がいるなんて……。私は、私は……。うっ、うっ」

「ほら、お姉ちゃん、泣かない。しょうがないじゃん、時期が時期なんだしさ～。それに私もこうして今日はお姉ちゃん以外にお祭りに行く相手が居ない位に暇ひまなんだよ？」

　背中をポンポンと叩たたいて励ましているみっちゃん。

「でも……。あの言い方は無いと思うのよ……。私だって、息抜きに～と思って誘ったのに。そして、謝ろうと思ったら着信拒きよ否ひされてるなんてひどくないかしら？」

　着信拒否か……。

　なる程、確かにこんなに落ち込むのは納得である。

「はあー、めんどくさい。えっと、山野先輩と哲君。良ければ、励ましてあげて」

　それからちょっとの間、受験のせいで、友達とすれ違うのは仕方がないとけい先輩を励ますのであった。

　励ました甲か斐いもあり、若干元気を取り戻もどしたけい先輩。

　そんな彼女はお礼でジュースをくれる。

「それじゃあ、やまのんと哲郎君。私達はお邪じや魔までしょうしこのくらいで失礼するわ」

「哲君。またね～」

　別に出会ったから一緒に歩き回るなんてことは無く二人と別れるのであった。

　二人に戻った俺と山野さん。

　話題を振ろうと何かないかと考えていたら、先ほどの会話で気になった事があったので聞いてみた。

「そう言えば、夏休みでも生徒会ってあるんですね」

「数回だよ、数回。校内が荒あらされてないかの見回りとか、引き継つぎとか色々とやってる」

「引き継ぎ？」

「秋になると完全に３年生は生徒会を引退。今でもほとんど引退してる状態なんだけどね。次の生徒会役員たちのための引き継ぎ。ちなみに２学期に入るとすぐに生徒会選挙があるね」

「生徒会って実際問題、どんな風な感じなんですか？」

「普ふ通つうだよ。体育祭では体育祭実行委員のお手伝い。文化祭では文化祭実行委員のお手伝いをしてるだけ。主導ですることはほとんど無いけど、色々してるかな～」

「そうなんですか」

「それよりも、間宮君ってきちんと言葉を遣つかい分けてるよね。私とみっちゃんとじゃ大おお違ちがいじゃん」

　生徒会のお話から、俺の言葉遣いに対して話題が切り替かわった。

　俺の言葉遣いに何か言いたいのだろうか？

「堅かた苦くるしいですか？」

「ううん。全然、堅苦しくなんて無いよ。むしろ、間宮君に慕したわれてる感じがして良いからね。ちなみに、私はかなりフランクに話してるけど大だい丈じよう夫ぶかな？」

「平気ですよ。今いま更さらこんなことを聞かないでくださいって」

　そんな時だ。

　ポケットに入れている携けい帯たい電でん話わが震ふるえたので取り出す。

　震えた理由はみっちゃんからメッセージが届いたからだ。

『馬ば鹿かでしょ。せっかく、噂うわさを流して、お膳ぜん立だてしてあげてたのに。なんで、あんな風に仲良くなってるの？　まったく、このままだと良い友達ルートまっしぐらだかんね！』

　といった内容だった。

　お膳立て？　一体何がどういう事なんだ？

「ちょっと友達からメッセージが来たんで返信します」

　人通りの多い道から離はなれて立ち止まり返信をした。

『お膳立て？』

　すぐに返事が来た。

『噂でも立てられれば多少は良い雰ふん囲い気きになったり、意識させられたり、色々と出来るでしょ？　だから、ちょっと良い感じになれるように噂を流してあげたというのに、もう多少の噂じゃ動じなくなって来てるじゃん。本当に、友達で終わるよ？　あんな風にイチャイチャとほっぺを拭ふいてくれてるのに付き合ってないなら、もう一生友達で終わるよ？』

『あれは俺への嫌いやがらせじゃ……』

『最初はそうだったけど、今は違うよ。だって、曲がりなりにも山野先輩の事は本気っぽいし。だから、うじうじとなあなあで現状に甘んじる事が好きな哲君のために茶々を入れてあげてるのに』

　どうやら、みっちゃんは最初こそ嫌がらせであったが、今は親切心で俺と山野さんが好いい仲だという茶々を入れていたらしい。

　それはそれで別に納得できるのだが、

『なんで、俺のために？』

『別に？　このくらい、クラスメイトなら普通。普通』

　まあ、別に気にすることもないか……。

　にしても、お膳立てしてくれていたとは思ってもみなかった。

　確かにもう少し早いうちから茶々を受け入れていれば、多少は山野さんとの関係に変化があったのかもしれない。

　もったいない事をしていたのだと悔くやむ。

　加えて、みっちゃんの言う通り、ほっぺをあんな風に拭いてくれているというのに付き合っていないという状態は危うい。

　普通は付き合ってからするような、仲なか睦むつまじく戯たわむれる様だ。

　それほどまでの好感度があるとも言えるが、逆に言えばここまでの好感度があるのに付き合っていない。

　これは好感度のベクトルが恋れん愛あいではなく親愛に近いという事を意味する。

　それすなわち、ただの友達止まりで終わりかねないという危険信号そのものだ。

『もうこの際だから聞くけど、俺と山野さんは友達止まりで終わりそう？』

『うん』

『あそこまでしてるのに友達だとか言う時点でその可能性が高いに決まってるじゃん。てか、一緒に遊びに来てるのに携けい帯たいを弄いじらない！　お祭りというチャンスは絶対に逃のがすな！　後で、相談に乗ったげるから！』

「あ、すみません。もう、大丈夫です」

　みっちゃんから怒おこられたので、当てもなく歩くのを再開。

　チャンスを逃すなと言われたので、何か出来ることは無いのか考えながら歩く。

「間宮君。かき氷食べて良い？」

　いちいち、俺に伺うかがいを立てる必要はない……と思っていたが、事前に予算は２０００円と告げられている。

　明らかにかき氷を食べれば予算オーバーを起こす。

　だからこそ、聞いてきたのかもしれない。

「ダメです。予算オーバーですよ？」

「バレてた？　うん、今日は諦あきらめるよ……」

「代わりと言っては何ですが、コンビニでアイスを買って帰りませんか？」

　たかが氷を削けずってシロップを掛かけただけなのにお祭り価格であるかき氷。

　コンビニで売っているアイスは安いし、かき氷よりも美味おいしい。

　なので、かき氷の代わりにコンビニでアイスを買って帰ろうと提案した。

「そうだね。かき氷よりも、コンビニでアイスを買った方が安いし美味しいもんね」

「でも、お祭りで食べるかき氷って美味しいですけどね」

「そういう事言わないでよ。食べたくなっちゃうじゃん。さてと、どうする？　まだ適当にぶらつく？」

　時計を見ると、結構な時間が経っていた。

　お祭り自体の終わりは駅周辺で行われるという事もあり、早めになっている。

　後、１時間もすればお祭り自体が終わりだ。

「満員電車が怖こわいのでそろそろ帰りましょう」

「だね。帰ろっか」

　こうして、お祭りを楽しんだ俺と山野さんは電車に揺ゆられてアパートがある駅まで戻る。

　駅前に着くと、適当にあったコンビニに入り、かき氷の代わりに俺はチョコレート味の棒アイス、山野さんは誰だれもが知る氷が固められて齧かじるとガリガリするソーダ味の棒アイスを買った。

　アパートまで歩きながら食べる。

　その際にみっちゃんから告げられた言葉が頭によぎった。

『あんな風にイチャイチャとほっぺを拭いてくれてるのに付き合ってないなら、もう一生友達で終わるよ？』

　……終わりたくない。このまま終わってたまるものか。

「山野さんと一緒にお祭りに行けて楽しかったです」

「私も間宮君と一緒で楽しかったよ」

「えっと、ですね。その、金欠じゃなくなって、お金に少し余よ裕ゆうが出来たなら、今度は俺から山野さんを遊びに誘さそっても良いですか？」

　勇気を出して遊びに誘う約束を取り付けようとした。

　夏休みはきっと友達と遊びに行くし、この前の鍵かぎ交こう換かんで金欠になっているはずで、俺と遊ぶお金なんて一切ないだろう。

　でも夏休みが終われば、きっと俺と遊びに行くことが出来る位の余裕は生まれるはずだ。

「良いよ。どんどん、誘って？」

　あっさりとした返事が来た。

　思いのほかあっさりとし過ぎていて、不安になる。

「あ、はい」

「間宮君。これあげる」

　食べ終わり、すっかりと乾かわききった棒アイスの棒を握にぎらされる。

　咄とつ嗟さに受け取ると棒には『当たり』と書かれていた。

　そんな山野さんはふと我に返って、俺の手からアイスの棒を取り上げてくる。

「あたりが惜おしくなったんですか？」

「ち、違ちがうからね。ほら、私が食べた後の棒なのに咄嗟に渡しちゃったから。さすがに食べた後のをそのまま渡すのはちょっとダメかな～って」

「今日、普通に互たがいに使った後の箸はしで食べましたよ？」

「箸よりもべったりと唾だ液えきが付いてるし」

　確かに、使った後の箸よりも食べた後の棒アイスの方が汚きたない印象を覚える。

　口に長い時間入っていたのは明らかに棒アイスの棒だしな。

　そう思うと、汚く感じると言えば汚く感じるが、山野さんのは別に汚く感じない。

「ご、ごめんね。べったりと唾液のついた棒を握らせちゃって」

「いいえ、全然平気ですよ」

「あ、そうだ。これでおあいこだよ？」

　そう言って、俺が持っていた棒アイスの棒を握って来る。

　どこかちょっと焦あせっていて、慌あわてているような感じを覚えてしまう。

　きっと俺にアイスの棒を咄嗟に握らせて焦っているに違いない。

　そう思いながら、俺は歩き続けた。










山野さんSide

　暗い部屋に帰って来た私は電気を点けてから、ベッドに飛び込んだ。

「間宮君が遊びに誘ってくれるのか～。あ、うん。えへへ」

　じたばたと足を動かし、今日あった出来事を喜ぶ。

「焦って咄嗟にアイスの棒を渡したけど、気持ち悪がられてないかな……」

　そして、私は携帯電話を操作し友達へとお礼の電話を掛ける。

『今日はごめんね。一いつ緒しよに行けなくて』

『気にしない、気にしない。んでんで、私達とお祭りに行くのをキャンセルした甲か斐いはあったのか教えて？』

　電話の相手は今日一緒にお祭りに行く予定だった友達の一人だ。

　そう、実は……断ったのは相手ではない。

　この部屋の主である私。

『今日は本当にごめんね？　お金が無くて夏休みの間に遊びに行けなそうだったから』

『そこは別に気にして無いっての。それで、結果はどうなんだい？』

『こ、今度、遊びに誘っても良いですか？　って言われちゃった』

『良かったじゃん。でも、気を抜ぬかない方が良いよ？　やまのんが無防備に目の前で寝ねてるのになんもしてこないって普ふ通つうはあり得ないじゃん。というか、どこでそんな無防備に寝たのを見せたのかな？　前々から気になってるんだけど』

　無防備に寝て居る様を見せて、何の反応も無かったとは伝えたものの、相手の家でと言うのは相手に迷めい惑わくが掛かると思い伏ふせて話したい。

　無防備に寝て居る様を見せられる場所は限られており、一体どこでそんな姿を見せて意識されているか確認したのかを問い詰つめられてしまう。

『と、図書館？』

　適当に噓うそを吐ついてやり過ごす。

　まさか電話の相手も、意識されているか確認したい相手の家で無防備に眠ねむったと思う訳もなくその噓を受け入れる。

『ま、頑がん張ばれ。やまのんの話を聞く限り、本当にただの友達だと思われてるかもしれないから慎しん重ちように行きなよ？　だって、可愛かわいい女の子が寝ててちょっと触さわったりもしないとか普通にあり得ないし』

『分かってるよ。私が気さくに接しすぎたせいで、ただの友達に思われてる事くらいね……。でも、遊びに誘ってくれるって事は意識はされてるのかな？　ねえ？　どう？』

『私に聞かれてもはっきりとした答えは出せないから』

『なら意識されてない可能性が高いから慎重に行く……』

『はあ……。襲おそっちゃえば良いじゃん。やまのんのボディーと顔ならイチコロでしょ』

『そ、そんなこと出来るわけないじゃん』

　確かに可愛いとよく言われ、告白をされたことだってある。

　割と自分でもイケている方だと自覚はあるが、これだけ一緒に過ごしていて事が起こっていないという事は私とそういう事をするのに興味がない可能性が高い。

『いやいや、行ける。行ける』

『無理。私の方が無理だから！』

　それから私と友達の通話はそこそこ長く続いた……。








７章









「……だるい」

　ひたすらにだるい。

　やる気が出ないし、食しよく欲よくもわかない。

　何もかもが億おつ劫くうである。

　今の状態を一言で表すのなら『夏バテ』していると言うのが相応しいだろう。

「はあ……」

　そして、部屋には俺一人。

　山やま野のさんは居ない。

　理由は簡単。少しばかり実家へと帰省しているだけだ。

　夏バテ＋山野さんが居ないことで、相当に気が滅め入いる。

　だるい気持ちで、冷れい房ぼうを効かせた部屋でだらだらと過ごしていると、誰も来ないはずの玄げん関かんが勝手に開く。

　一体、誰なんだ？　と恐おそる恐る玄関の方を振ふり向くとそこには良く見知った顔があった。

「哲てつ郎ろう。様子を見に来ましたよ」

「なんだ。姉さんか。急に入って来て驚おどろかすなよ……」

　そう、年の離はなれた実の姉が部屋に訪れてきたのだ。

「何度も言いますが、一人暮らしでは鍵かぎを閉めること。意外に危ないんですよ？　こういう風に部屋に上がり込まれるんですよ？」

　早速のお小言。

　姉さんはいつもこうである。年が離れているせいか、俺にやたらと厳しいのだ。

「だからと言って、実じつ践せんはしないで欲しい。んで、今日はどうしたんだ？」

「私は今日から夏休み。せっかくなので、哲郎の様子を見に来ただけですよ」

　そう言ってきた姉さんをよく見ると、汗あせをだらだらとかいているので飲み物を用意すべく、冷蔵庫に向かう。

　前はペットボトルのお茶だったが、今では自分で沸わかしたお茶が常備されている。

　そして、コップにお茶をそそいで、姉さんに手て渡わたした。

「ありがとうございます。前来た時はお茶なんて出さなかったのに、気が利くようになってお姉ちゃんは嬉うれしいです」

　お茶を受け取り、適当にクッションを敷しいて腰こし掛かけた姉さん。

　流れる汗をハンカチで拭ふき、失った水分をお茶で補給。

　そんな姉さんは落ち着きを見せ始め、色々と話しかけて来た。

「ちゃんと綺き麗れいにしているようで何よりです」

「まあな」

　山野さんが出入りするようになってからは掃そう除じは欠かさない。

　でも、綺麗に部屋を保ち続けているのだが、自じ炊すいのせいで黒光りする奴やつが発生はした。

　こればかりは幾いくら綺麗にしようが、仕方がない。

「それで、学校はどうですか？」

　少々、うざったい気がするも心配されているし、何よりも独ひとり立ちしている姉さんから支し援えんを受けているので仕方がなく答える。

「良い感じだ。成績表があるけど、見る？」

「見ます」

　棚たなから成績表を取り出し、姉さんの前に置く。

　別に恥はずかしい成績では無いし、何の文句もないはずだ。

「いい成績ですね。これなら、成績は何の文句のつけようもありません。このまま、頑張ってくださいね」

「分かってる」

　姉さんから一人暮らしをするための支援を受けている身だ。

　頑張らないといけないのは十分に分かっている。

「成績も良いですし、ご褒ほう美びとして今日はお寿す司しを食べに行きましょうね」

　とまあ、こんな感じで厳しい面もあるが優しいのでなおさら頑張れるのだ。

「姉さんの方こそ、仕事は順調？」

「ボーナスを結構貰もらえるくらいには順調ですね。という訳で、成績も良い事ですし、お小こ遣づかいをあげましょう」

　カバンから財布を取り出して、その中から一枚、俺に渡わたしてくれた。

　……その一枚は万札だ。

「良いの？」

「夏休みですからね。そのお金で楽しんでください。私は大変で楽しめなかったので……」

　姉さんが高校生時代の時だ。

　両親の収入は今よりも少なかったらしく、お小遣いはほとんど無かったらしい。

　なのでバイト三ざん昧まいで大変な思いをしており、そんな思いを俺にはさせたくないからこそ、一人暮らしの支援やこういう風にお小遣いをくれる。
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　本当に良い姉で、頭が上がらない。

「ありがとうございます。大事に使わせて貰います」

　深々とお礼を言って頂ちよう戴だいした１万円。

　大事に使わせて貰うつもりだ。

「いえいえ、哲郎は可愛かわいい弟なので。さてと、汗も引いてきました。しっかりと、お部屋を見させて貰いましょう」

「たぶん姉さんが思っている以上に綺麗だから安心してくれ」

　全体的に部屋を見られた。

　プライバシーを守ってくれ、棚を開ける時は『開けても良いですか？』と聞いてくれる。

　そんな、チェックが終わり下される評価。

「安心しました。ちゃんとやっていて偉えらいです」

「だろ？」

「はい。でも、気になったことが一つあります。この髪かみの毛は誰だれのでしょうか？」

　手渡された一本の髪。

　俺の頭から抜ぬけ落ちたとは思えない程ではないが、そこそこ長い。

　俺の髪かみ質しつは硬かたく、姉さんはそのことを良く知っている。

　手にした髪の毛は明らかに柔やわらかく、俺の物ではないと一いつ瞬しゆんで理解できた。

　大体、誰のかは分かるが、ありのままを答えても面めん倒どうなので俺はこう答える。

「友達のだろ。ちょっと髪が長い奴がいてな」

「そうでしたか。それ以外ありえませんよね。哲郎に彼女なんているわけありませんし」

「まあな」

「仮に彼女が出来たら、一人暮らしで連れ込み放題。羽目を外さないように気を付けるんですよ？」

　それからもちょっとした姉さんによる家宅捜そう索さくは続いた。

　あらかた、俺の近きん況きようを知った姉さんは満足そうにこう言う。

「しっかりしていて良かったです。さてと、夕食には良い時間。約束通りにお寿司を食べに行きましょうね」

　近くのコインパーキングに車を駐とめてあるとの事で、その車でちょっと良いとこのお寿司屋さんに行くのであった。
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　そして、食べ終わって部屋に帰って来る。

「美味しかった……。ありがとう、姉さん」

　一口で夏バテ気味から来る食しよく欲よく不ふ振しんが吹ふっ飛ぶくらいに美味しく、大満足だった。

「いえいえ、満足して貰えて何よりです。そう言えば、大事なことを言い忘れてました。明日から３日ほど時間は大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫。何の予定もないけど」

「そうですか。私の夏休みは今日から１週間。明日から、３日ほど実家に帰ろうと思っていたので一いつ緒しよにと思いまして。それで、どうします？　一緒に帰りますか？」

　夏休み。

　実家に帰る時期は決めていなかったが、帰るつもりだった。

　さらには姉さんと一緒なら、姉さんが車で送ってくれるだろうし、交通費も掛かからない。

　それなら、答えは一つだ。

「分かった。俺も帰る」

「はい。じゃあ、明日一緒に帰りましょう。という訳で、今日は泊とまっても良いですか？」

「姉さんが良いなら別に問題は無い」

「では、泊まらせて貰いますね」

　姉さんが俺の部屋に泊まる事になったので、俺はお風ふ呂ろ場ばに行きお風呂を掃除。

　掃除を終えて戻もどると、机の上には一枚の書置き。

『車から荷物を取ってきます』

　との事だ。

「さてと、姉さんにはベッドを使わせるとして、俺の寝ね床どこを作るか……」

　姉さんは今日から夏休み。仕事の疲つかれは抜けていないだろうしベッドに寝ねかせる予定だ。

　ベッドが使えないので、俺の寝床を作るべく、机を動かし片付けをしていると、足元に女性用の可愛らしいというよりも清せい楚そで綺麗な絵え柄がらであるハンカチが落ちていた。

　後で姉さんに返そう。そう思って、棚の上にどかしておく。

　机を動かし、床ゆかも綺麗にした後、普ふ通つうにクッション類でうまい具合に背中が痛くならないような寝床を作り上げていると、姉さんが戻って来る。

「帰省用に準備した着き替がえがあったので、取ってきました」

「お帰り。お風呂を沸かしたからそろそろ入れると思う。タオルとかは今用意する」

「分かりました。それでは、お先に頂いちゃいますね」

　タオルとかを渡し、姉さんはお風呂場へ行くと、あっという間に綺麗になり戻って来る。

　姉さんが上がった後、俺もお風呂に入り、時間は早いが電気を消して眠ねむることにした。

　電気を消して、さあ、寝ようというのに、暗い部屋で姉さんが話しかけてくる。

「哲郎は気になる人は居るんですか？」

「なんで急に？」

「いえ、高校生と言えば恋こいバナかと思いまして」

「居たとしても教えない」

「生意気ですね。もし、気になる人がいるのなら悔くいは残さないようにとだけ伝えておきます。私は……あれでした。そう、あれは４年前……」

　急に始まった姉さんの失しつ恋れん話。

　暗がりの中で『ちょっとしたことでも、相手は気にする』だの『仲良くなるチャンスは転がってた』とか色々と一方的に話してきた姉さんは最後にこう締しめ括くくる。

「今を後こう悔かいしないように過ごしてください」

　姉さんの恋バナは心底どうでも良かったが、この言葉だけは耳に残った。
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　姉さんと一緒に帰省し、実家で３日過ごした。

　久しぶりの実家は非常に楽。

　洗せん濯たくはしなくても良いし、料理もしなくて良いし、掃除もしなくて良いのだから。

　姉さんの車でアパートに帰って来た俺はと言うと、お土産みやげとして地元の銘めい菓かでは無くて、ありふれた菓か子しを渡すべく山野さんが住んで居る部屋のインターホンのボタンを押した。

　すでに実家から帰ってきているのは確認済みである。

「今、出ます」

　その声が聞こえてからほんの数秒後、玄げん関かんが開く。

　開いた先から出てきたのは何の変へん哲てつもない山野さんである。

　少し会わない間に何かが変わっているのでは？　と思っていたが、何一つ変わりない。

「お久しぶりです。実家に帰ったんですけど、これ、ちょっとしたお土産です」

　手て渡わたしたのは本当にちょっとしたお土産。

　具体的には姉さんと車で寄ったパーキングエリアで買った地域限定のキャンディだ。

　変に箱菓が子しのお土産なんて渡すよりか、こっちのほうが良いに決まっている。

　これなら相手もお返しをしようだのなんて思わないし、気を遣つかわせないはずだ。

「ありがと。それにしても、１週間ぶりくらい？　ちょうど、私が帰って来る前くらいに間ま宮みや君は実家に帰っちゃったし」

「言われてみれば、１週間ぶりですね。何か、変わったことはありました？」

「全然ないよ。実家でだらだらと過ごして、帰ってきてもだらだらと過ごしてた。そう言う間宮君は実家ではどうだった？」

　友達と遊びに行くという事が無ければ、所しよ詮せんはだらだらと過ごすだけだ。

「家事とかをしなくて楽でした。後、家族でバーベキューをしましたね」

「良いなー。バーベキュー。どこでしたの？」

「川ですね。ちょっと、釣つりもして鮎あゆを釣りましたよ。塩焼きにしたんですが、中々に美味おいしかったです」

　鮎を川で釣り、塩焼きにして食べたことを話した。

　俺の話すことを楽しそうに聞いてくれる。

「近くに川があればおかずが取り放題？」

「そう、うまくは行きませんって」

　それから少しの間、世間話をした。

　ちょっと世間話をして分かったが、やはり山野さんとは気が合う。

　夏休み、どこかへと遊びに行けなくとも、一緒に部屋で過ごすことで距きよ離りを縮められるように頑がん張ばらなくちゃな。
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　次の日。気温が暑くなり始めた頃ころ、俺の部屋へ山野さんがやって来た。

「お邪じや魔まするね」

「どうぞ」

　二人で過ごす時間。

　だけど、今日はどこかが違ちがう。

　過ごし始めて少し経つと、山野さんに落ち着きがないというか、慌あわてているというか、取り敢あえずどこか変な感じを覚える。

「どうしたんですか？」

「え、うん。何がどうしたの？」

「いえ、なんか今日はいつもと違うなと思いまして」

「そ、そんなわけないじゃん」

　とは言うものの、結局、この日の山野さんはどこか上の空な気がした。

　こんな日もあるだろうと思いながら、なんてことないと考えていた。
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　なんてことない事は無かった。

「今日は来ないのか？」

　いつもの時間になっても、山野さんが部屋へ来ない。

　……たまには来るのが遅おそい時だってあるだろう。

　そう思ってから、３時間が経つ。

　さすがになにかあったのでは？　と思い山野さんに電話を掛ける。

『あ、間宮君』

『今日はどうしたんですか？』

『ごめんね。今日は一人で過ごしたい気分だから』

『それなら良いんですけど……』

『うん、それじゃあ』

　たったこれだけで会話は終わった。

　あからさまに様子がおかしい。

　気が付いていないだけで、何か致ち命めい的てきなことを山野さんにやらかしてしまった？

　色々と考えてみるも、山野さんの様子がおかしくなった理由が分からない。

「ダメだ。分からない」

　気が付けば外は赤く染まっていた。

　……買い出しに行こう。

　少し前にジャージを譲ゆずった際に取り付けた『五回分の買い出し』も消化しており、今日は俺が買い出しに出る日。

　山野さんに何を買ってくれば良いのかと電話をすると『今日はいいや』で済まされてしまう。

「何がいけなかったんだろうな」

　山野さんに『今日はいいや』と言われて、俺もすっかりと買い出しに行く気が削そがれてしまい、家にある物だけで済ますことにした。

　なんだかんだで、いざという時のためのカップ麵めんである。

　ずるずると夕食にカップ麵をすすった後。

　悩なやみ事だけで時間を潰つぶすのは勿もつ体たいないので、部屋の掃そう除じをしながら考え続ける。

　様子のおかしい山野さん。

　果たして一体どうしたのかと。

「っと。そう言えば、姉さんに返すのを忘れてた」

　棚たなの上に置いてあった、女性が持つに相応ふさわしい一枚のハンカチ。

　これは姉さんが部屋に落として行ったもので、取り敢えず棚の上にと置いたまま、返すのを忘れてしまった代物だ。

　ちょっと高そうなハンカチなので、どうすれば良いか姉さんに電話を掛かける。

『はい、お姉ちゃんですよ。哲郎、どうかしましたか？』

『今、時間は大だい丈じよう夫ぶ？』

『大丈夫ですよ。用件を言ってください』

『姉さんが忘れて行ったハンカチがあるんだけど……』

『無くしたと思ったら、哲郎の部屋にあったんですね。ただ、取りに行くのも面めん倒どうなので預かっておいてください。まあ、その柄がらで良いのなら哲郎が使っても良いですけどね』

『いいや。さすがに男でこの柄はいまいちだし預かっておく。用件はこれだけだ。時間を取らせて悪かったな』

『いえいえ。それじゃあ、電話を切りますね』

『ああ、じゃあまた今度』

『はい。今度は秋辺りに連休があるのでまた様子を見に行きますね。ま、その前に行くかも知れませんけど』

　プツリと電話は切れる。

　姉さんのハンカチは今度返すまで預かっておくことになった。

　棚の上においておけば埃ほこりをかぶるだけだし、洗濯してから仕し舞まっておくか。

「さてと、片付けの続きだ」

　それから、部屋の物を片付ける。

　棚を開けて中身を整理していると、友達がおふざけで『これは俺達からの気持ちだ。一人暮らしで女の子を連れ込み放題。いくらあっても足りないだろ？』と言いながら俺の部屋に置いて行ったあれな物があって苦笑いを浮うかべてしまう。

「ったく。一人暮らしだからって要らぬお世話だろ」

　友達がおふざけで置いて行ったあれな物が役に立つ日はあるのだろうか？

　それから数分後。普ふ段だんから綺き麗れいにしているという事もあり、すぐに終わってしまう。

「っく。することが無くなったら、また山野さんの事が気になって来た」

　明日には元通りになって居るはずだ。

　そう思う事で、気にしすぎないように過ごす。
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　山野さんが来なかった次の日。

『ごめんね。今日も気分じゃ無いからそっちに行かないよ』

　と電話が来た。

　昨日、俺から来ないんですか？　と確認の電話をしたからだろう。

　今日も来ないのか……と残念に思いながら来てくれない理由を考える。

「山野さんとは確実に仲が良いと言えるくらいだったのに、一体どうしてなんだ？」

　より一層と真しん剣けんに山野さんが来てくれない理由と、どこか上の空な様子を考える。

　必死に理由を考えていると、

「あ、もしかして……」

　昨日の片づけをしていた時の事を思い出す。

　棚の中に仕舞われていた、男友達が悪ふざけで置いて行ったあれな物の事を。

「……あり得る」

　本当に最近は、友達でなければ何なんだというくらいに山野さんと仲が良かった。

　友達くらいに仲が良かった彼女はつい出来心で何気なく俺の部屋にある棚に何が入っているのかを見てしまった。

　棚の中身を見ても許してくれるだろうと思って、棚の中に入っていた、友達が置いて行ったあれな物を目もく撃げきした。

　まあ、友達と言えど異性同士という事もあり俺の部屋へお邪魔するという事はそういう危険性もあるのだと理解。

　そして、俺から距離を置くことにした……。

「俺はどうすれば良いんだ？」

　あれな物は友達が置いて行ったと弁解すべきなのは分かる。

　だが、それでも信じて貰もらえるわけが無い。

　それでも、気が付けば俺は山野さんに電話を掛けていた。

『山野さん。ちょっと、聞いて貰っても良いですか？』

『うん……。何？』

『その、えーっと棚にある物を見ましたか？』

『あっ。えっと、うん』

『あれは俺のじゃないですからね？』

『それは一目で分かるよ。で、それでどうしたの？　やっぱり、部屋に行かない方が……』

『あれは友達が置いて行ったものです』

　山野さんが話しかけているというのに遮さえぎって話してしまう。

『やっぱり……。あれの持ち主は良く部屋に来るの？』

　ん？　なんだろう。何かがすれ違っている気がする。

　でも、まあ真しん摯しに答えるしかない。

『たまにです』

　幸こう喜きはたまに俺の部屋に来る。

『へー……。で、忘れて行ったその人とはどういう関係？』

『悪友です。あれも俺への嫌いやがらせです』

　信用を取り戻もどさなければいけない。

　取り敢えず、しっかりと聞かれたことに答えを返していく。

『悪友なんだ。でも、本当は？』

『本当に悪友ですって』

『……好きなの？』

　好き？　まあ、友達として好きだと言えば好きだ。

　と言うか、この質問に何の意図があるんだろうか？

『友達としては好きですね。でも、ただの友達ですよ。割とうざく絡からんで来るんであれですけど』

『そっか。そうだったんだ。じゃあ、まだ平気なのかな？』

　どこか安心した声でそう言われた。

　……これは、あいつがあれな物を置いて行ったと信じて貰えたのか？

　そう思いながら、その後ちょっと話し、電話を終えた。

　山野さんと電話を終えてから数分後。

　俺はふと思った。

「あれ？　山野さんってあの日、棚を開けて無いんだが？」

　棚の中身を見られて、その中にあったあれな物を見つけられた。

　そのせいで警けい戒かいされ部屋に来なくなったり、様子がおかしくなったりしたのだと思い誤解を解くべく電話を掛けた。

　しかし、あの日。俺は長時間、山野さんから目を離はなしていない。

　１Ｋ。ゆえに、視界の片かた隅すみでは、常に山野さんを捉とらえ続けていた記き憶おくがある。

　どう考えても山野さんが棚を開けた姿を俺が目撃して無ければおかしいのだ。

「あ」

　そして、結論に至った。

　山野さんはもしかして、姉さんにどうすれば良いか聞いた女性物のハンカチを見てしまったから、ああなったのでは？

　すなわち、俺が部屋に女の子を連れ込んでいるというのに、自分はここに居て良いのだろうか？　と思っているわけだ。

「俺だって仮に山野さんの部屋に行った時に俺以外の男物の服があったら、行かない方が良いって思うだろ……」

　世間一いつ般ぱん的に誰だれだろうとそう思うに違ちがいない。

　お邪じや魔ました部屋の主が誰かと親密な関係にあると知れば、当然の様に邪魔をしないようにと考える。

　ましてや、異性相手なら尚なお更さらの事だ。

　彼氏が居る女の子の部屋に頻ひん繁ぱんにお邪魔するというのは女の子の彼氏に申し訳なくなる程、背徳的な感情を覚える。

「で、まあ。気を遣つかって山野さんは俺の部屋に来なくなった」

　大体はこんな感じのはずだ。

　様子がおかしくなったのも、頻繁に部屋へお邪魔している相手に親密な人がいれば動どう揺ようしてもおかしくない。

　動揺して貰えているという事は、多少なりと意識されているのではないか？

　電話をして、俺がハンカチの相手が親密とはいっても、友達だと言った時に落ち着きを見せたということはそういう事では無いんだろうか？

　とまあ、色々と思し索さくしていたが、俺はあれな物を捨てるべく立ち上がる。

　山野さんにあれな物を見られたと思っていた。

　別にあれな物は全く関係なかったのだが、見られれば俺が想定した事態にはなり得る。

「という訳で、捨てるか……」

　ちょっと惜おしい気もするが、ゴミ箱に捨てようとした時だった。

　玄げん関かんのチャイムが鳴った。

　咄とつ嗟さにポケットにあれな物を仕舞い、応対する。

「はい。間宮です」

「山野だよ」

　やって来たのは山野さんだ。

　一体、どうしたことなのだろうか？

「どうしたんですか？」

「んー。この際だから言っちゃうけど。ただ単に棚たなの上にあったハンカチの相手がただの友達だって知ったからいつも通りに来ちゃったわけです」

　俺の考え通り。

　山野さんは女性もののハンカチを見て俺に遠えん慮りよしたという訳だ。

　いいや、俺にというよりも、女性もののハンカチの持ち主に遠慮したというのが合っているかも知れない。

「じゃあ、どうぞ」

　山野さんを家に招き入れる。

　その際に咄嗟に突つっ込こんだポケットの物がずり落ちないように深く押し込む。

「うん、お邪魔するね」

　いつも通りに俺の部屋へと上がってくれて嬉うれしいが、ポケットの中身が落ちないか心配。

　山野さんを家に上げてすぐに山野さんが話しかけてくる。

「てっきり、ハンカチの持ち主と親密なのかな～と思ってたんだよ。だから、これからは間宮君のお部屋に行かない方が良いんじゃないかなって悩なやんでた。でも、友達だと聞いたし、こういう風にお邪魔しても良いんだよね？」
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「全然平気です。と言うか、あのハンカチは姉さんのです」

「え？　でも、間宮君は友達のって言ってたよ？」

　言っていることが違うと単純に頭を傾かしげる。

　説明の仕方で悩む。

　ただ単純に山野さんが棚に入っているあれな物を見つけたから、様子がおかしくなったと勘かん違ちがいしたと言えるわけが無い。

　部屋にそういうものがあるという事は警けい戒かい心しんを抱いだかれてしまう。

「……」

　うまい言い訳が思いつかない。

　俺は『友達が置いて行ったあれな物を目撃されて警戒された』という考えで山野さんに話した。

　一方、山野さんは『棚の上に女性もののハンカチが置かれていて、来ない方が良いのでは？』という考えで俺と話していた。

　説明しようと思えば、単純に『友達が置いて行ったあれな物を目撃されて警戒されたと思った』と打ち明ければ良いんだが、言えば警戒心を抱かれるかもしれない。

　友達が置いて行ったと言うのを信じて貰えるわけが無い。

　俺が山野さん相手に致いたそうとするために買ったものだと思われるに決まっている。

「んー、もしかして、ハンカチ以上に見られたらヤバいものがあった？　電話を聞いた限り、間宮君は棚の上じゃ無くて、棚の中の事を言ってたのかな？　で、棚の中を私が見たから様子がおかしくなったと勘違いして電話を掛かけて来た？」

「……っつ」

　核かく心しんを突かれて、思わず吐と息いきが漏もれ出した。

「その様子だと図星かな？　ハンカチ以上に見られたらヤバいもの……。友達が置いて行ったって言ってたし、何なんだろ？　気になるけど、私が見たら様子がおかしくなるような物でも、きちんと棚の中に入っているなら配はい慮りよしてるって事だしこれ以上は詮せん索さくしないからね」

「え、あ、はい」

　な、何とかなったのか？

「ん？　詮索しないのって顔だね。詮索したほうが良い？」

「やめてください」

「間宮君とはそれなりに付き合いが深い訳で、多少、変なものを持ってても引かないに決まってるじゃん。わざと、見せつけてきたとかそういうのじゃ無いのに」

　一件落着。何とかなったと安あん堵どしていると、

「でもさあ、酷ひどいよ？　私は他人の部屋の棚を勝手に開けて確認しないのに」

　心外だという顔でかなり俺へと詰つめ寄って来た。

　物理的に距きよ離りを詰められていることもあり、ポケットに入っているものが落ちていないか心配になり、ちらりと確認する。

「すみませんでした」

「謝ってくれるなら良し。と言うか、ハンカチは本当にお姉さんのなんだよね？」

「あ、はい。証しよう拠こが必要なら電話して確認をとっても大だい丈じよう夫ぶですけど」

「ううん。信じてないわけじゃ無いから大丈夫。というか、よくよく思えば間宮君が女の子を連れ込んでるなら部屋に私をこういう風に入れないよ……。たぶん、間宮君なら『彼女が出来ました。なので、部屋に来るのはちょっと……』という感じで断りを入れて来るだろうし」

　明らかに結構な信しん頼らいを寄せられているのを実感する。

「この件はこれで解決ですね」

「そうだね。間宮君の部屋にこれからも入り浸びたれると分かって良かったよ。ところで、一つ提案があるんだけど良い？」

「はい、何ですか？」

「実は実家に帰ったら、使わなくなったまだまだ使える扇せん風ぷう機きを貰もらったんだよ。それを、間宮君の部屋に置いても良いかなって。効率よく部屋が冷えるらしいし」

　確かに冷れい房ぼう＋扇風機の組み合わせは部屋を効率よく冷やせるからおすすめだとネットの記事で読んだ気がする。

「自分の部屋では使わないんですか？」

「間宮君の部屋に長居するなら、間宮君の部屋にあったほうが良いじゃん？　それに、なんだかんだでお部屋にお邪魔になっちゃってるし、そのお礼も兼かねてかな」

「じゃあ、それなら……」

　こうして、俺の部屋に扇風機が設置されるのであった。
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　問題なく、扇風機が置かれたかと思いきや……。

「……」

　俺は目のやり場に困っている。

　扇風機の風を浴びればもっと涼すずしくなるよねとか言って山野さんが今まで以上に肌はだを露ろ出しゆつさせるようになった。

　具体的には俺があげたジャージを着ていない日は、短パンを穿はいてすらりと綺き麗れいな生足を晒さらすことが増えた。

　俺に生足を見られても大丈夫なくらいに好感度がある。

　この好感度が好きな異性に向けられる好感度で、見せつけても気にしないし、むしろ、俺へ見せつけることで誘ゆう惑わくしているなら良いのだが……。

「間宮君。こんなとこに蚊かに食われた痕あとがあるよ」

　蚊に食われた痕があると言って、太ももの内側を惜しげもなく見せつけて来た。

　自然に見せられ過ぎて、見せつけて誘惑をされているとは思えない。

　ただ単に友達として好感度が高くて見られても別にという感じがしてならない。

「よく、そんなとこを蚊に食われましたね」

　友達として好感度が高くて、見られても平気。

　それなのに俺が過か剰じように反応して『あ、間宮君は私の事をそういう目で見てたんだ。最低……』と思われたくないので、平静を装う。

「結構、触さわるとぷっくらしてて凄すごいよ？」

　そう言って俺の手を山野さんは自身の太ももへと導く。

　蚊に食われ痕なんか気にならない程、ドキドキとしてしまうが、『間宮君は私の生足に興奮するの？　幻げん滅めつしたよ……友達だと思ってたのに……』と思われたくないがために。

「ほんとですね。結構、ぷっくらと腫はれちゃってますよ？」

　すべすべでもちもちな太ももの感かん触しよくに抗あらがいながら、落ち着いた声音と態度で蚊に食われた場所を触るしか無いのであった。










山野さんSide

「今日もダメだった……」

　私はさすがに焦あせった。

　棚の上に女性もののハンカチが置かれていた時は本当に焦ったのだ。

　あ、自分以外にも部屋にあげる女の子が居るんだなと。

　もう終わったと思っていた。ハンカチの持ち主とくっ付いて、蚊か帳やの外にされる日も近いんだろうな……と絶望し打ちひしがれていた。

　だが、置かれていたハンカチが姉の物であったと知り私は安堵し、落ち着きを取り戻もどす。

　それでも、『他の女の子に取られたくない』、そう思わせるには十分すぎる出来事であったのは言うまでもない。

　そして、私は相手に友達では無くて異性だと意識して貰おうと努力を始めたのだ。

　例えば、扇風機の風を理由に薄うす着ぎで肌を露出させてみたり、きわどい位置である太ももの内側に出来た蚊に食われを見せてみたりと色々している。

　相手はそれだというのに普ふ段だんのままで、何も変わらずに接して来る。

「……頑がん張ばらないと」

　色々と考える。

　どうすれば、相手が友達では無くて異性として意識してくれるのかを。








８章









　ハンカチのせいで色々と勘違いされ、山やま野のさんが俺から遠ざかりそうになったのも束の間の事だ。今現在、俺は少しばかり困っている事がある。

　それは山野さんが物理的に近いのだ。

　例えるなら、友達の【異性】として距きよ離り感かんを保っていたのだが、今日は友達の【同性】位な距離だ。

　暇ひまつぶしにノートパソコンで映画を二人で見ているのだが、いつも俺と山野さんは大体30センチの隙すき間まを空けて座っていた。

　しかし、たまたまだろうが今日は20センチくらいの隙間しかない。

　別に密着しているわけでもないというのに、いつもより近くにある横顔にどきりとしてしまう。

「間ま宮みや君？」

「な、何ですか？」

「なんか、ボーッとしてたから」

「え、映画に集中していただけです」

「それなら良いんだけど……。それにしても、扇風機のおかげか部屋の体感温度が大分変わったよね」

　山野さんの言う通り、扇風機を設置したことにより部屋の体感温度はだいぶ変わったのだ。

　設定温度を１度高くしても、以前と同じくらいの快適さを保ってくれている。

　広い部屋でもないし、風が体に吹ふき付けてくれているというのも涼しさを感じる要因だろう。

　その恩おん恵けいを得るべく、山野さんの服装は少しばかり露出が増えた。

　今だって、横を向けば山野さんの綺麗な腕うでが丸見えで、ちょっと下を向けば血色の良い太ももが丸見えだ。

「ですね。やっぱり風って偉い大だいだなと思いました」

「半はん袖そで、短パンなこの状態で風を浴びると本当に涼しいって感じるよね。でも、風を浴びることを考えると間宮君から譲ゆずり受けたジャージを着る機会が減って残念かも……」

「そんなに気に入ってくれたんですか？」

「何気にダボッとした感じが楽でお気に入り。ま、そのダボッとの感じで痛い目を見たこともあるけど……」

　どこか遠い目をして呟つぶやく。

　痛い目とはもちろん……あの事だ。

　ちょっと思い返していると、山野さんからとある質問を受けてしまう。

「実際どうだった？」

「……」

　思考停止した。

　え、あ、えっと、どうだった？　って何がだ？

　いや、分かってるけどさ。どうだったって聞かれても良い答えが見つからない。

「ごめんね。困るような質問して。セクハラとか言わないから、率直な感想を言って良いよ？」

　聞かないという選せん択たく肢しはない様子。

　当たり障さわりのない発言を少しばかり時間を使ってから口にした。

「答えにくいんですけど、その……、女の子ってああいうのを穿はくんだなと思いました」

　薬でも毒でもないような言葉を選ぶ。

　そんな返答が気に食わなかったのか、山野さんは追つい撃げきを仕し掛かけてきた。

「興奮した？」

　どう答えれば良いんだと心はたじたじ。

「それを聞いてどうしたいんですか？」

「興味本位だね。気にしないから素直に言って？」

　とは言われても、答えづらい。

　何せ、下手へたなことを言おうものなら『間宮君。私の事をエッチな目で見てたんだね……。私は気の合う友達だと思ってたけど、間宮君は違ちがうんだ。体目的の人とは一いつ緒しよに居たくないよ』と思われる。

　待てよ……これは試されているのでは？

　最近は肌の露出も増えた。

　今一度、俺が襲おそうような奴やつかどうかを見極めるために試しているのではないだろうか？

　いいや、考えすぎだな。

　さすがに今いま更さらになってそんな風に思われてたら普ふ通つうに泣く。

　でも、用心するに越こした事はない。

「普段は見えないものですからね。知らない誰だれかのパンツだろうと見ればさすがに少しは興奮します」

「誰のでも少し興奮するんだ……。うん、そっか。ごめんね、変なことを聞いて」

　落ち着きのある声だ。声にはどこか切なさも感じさせるような気もする。

　しかしながら、たかが声。

　実際問題、どんな風に思われているかなんて完全に把は握あくできるものではない。

「ま、誰にだって興味本位で聞きたくなることがありますって」

「そうだよね。じゃあ、間宮君も私に今まで聞けなかったようなことを聞いても良いよ？　何でも答えるから」

「何でも答えてくれると言われても、デリカシーの問題がありますし」

「む。私にデリカシーがないって遠回しに言いたいのかな？」

　冗じよう談だんで怒おこった顔を作りながら、指先をくねくねと動かしながら俺の体に触ふれて来た。

　要するにくすぐられている。

　こちょこちょと俺のわき腹をくすぐって来ているのだ。

「ちょ、や、やまのさん。や、め、て」

　くすぐったくて声が出しづらい。

　別にさほどくすぐるのがうまくなかろうとも、他人から触れられるだけでこそばゆさを感じるのは俺だけではないはずだ。

　くすぐりが効果抜ばつ群ぐんだと分かるや否や。

　一層と手を動かし、くすぐって来る。

「あはは。やめ、やめ、やめ……」

　少しの間、くすぐられるのであった。

　理り不ふ尽じんと思われがちだが女の子からくすぐられるだけで心は弾はずんで仕方がない。

「ふぅ……。成し遂とげたね」

　俺で楽しんだ山野さんは満足そう。

　ムカつきはしていないが、ちょっとやり返したい。

　なんだかんだで、俺が触れてもセクハラだなんて言わない事くらい分かっている。

　という訳で、同じようにわき腹に手を伸のばしてくすぐった。

「あははは」

　部屋に山野さんの声が響ひびく。

　山野さんはくすぐりから逃にげようと動き出す。

　わき腹へ伸ばした手は逃げられて、虚こ空くうを裂さいてくれれば良かった。

　残念なことに俺の手は虚空を裂いてくれはしない。

　わき腹から逸それた手が捉とらえてしまったものは短パン。
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　デニムといった固い生地なら俺の指がちょっと変な方向に曲がるだけで済んだはずだ。

　しかし、俺の指が引っかかったのは、柔やわらかく伸しん縮しゆく性のある、運動の時に着るのに相応ふさわしい生地で出来た短パン。

　指が引っかかったまま、山野さんは逃げようと大きく動く。

　結果。ちょっと脱ぬげた。

　短パンからちょっぴりピンク色でレースのついた下着が少しだけ露あらわになる。

「間宮君！　やりすぎだよ!?　まあ、私からくすぐったのがいけないんだけどさあ……」

　怒るにも怒れない。

　先に手を出したのは山野さん。

　そんな彼女は自分の短パンがずり落ちてピンクで可愛かわいいというかエロいというに相応しい下着がちょっぴり露わになっているのに気が付かない。

「あの、山野さん。短パンがちょっと脱げかけてますけど」

「ん？　あっ……うん」

　ちょっと脱げている短パンを見てやってしまったという顔。

　そそくさと短パンを上げて下着を隠かくす。

「すみません。調子に乗りすぎました」

「ううん。最初に手を出したのは私だし気にしてないよ。でもね、間宮君。ちょっと、傷ついたかも……」

「何がですか？　もしかして、肌はだを引っ搔かいちゃいましたか？」

「ううん。違う。間宮君が女の子の下着を見ても反応が薄うすい！　さすがに私の事を女の子として意識しなすぎてショックかな……。一応、私も女の子だし」

　反応はしていないと思いきや、くすぐる事でいっぱいだった頭から見えたピンク色な下着に頭が切り替かわる。

　同年代の可愛い女の子が穿はいているパンツが見えるなんて、男子高校生にとってはたまらないシチュエーション。

　気がつけば、短パンから少しはみ出ていた下着の事で頭が一いつ杯ぱいだ。

「全部見えているよりもちょっと見えている方がそそられます。と言うか、安心してください。山野さんはきちんと女の子だと思ってますって。だから、恥はずかしい思いをさせまいとすぐに脱げてると伝えたわけですし……」

　さすがに女の子と思われていないというのは傷つく。

　お前はがさつで下品な男友達と同じようなものだと一ひと括くくりにされているようなもの。

　それはそれは女の子にとっては複雑な気持ちであり、しっかりと女の子として見ていることを伝える。

「じゃ、じゃあ、私で興奮しちゃうの？」

　手はもじもじとしていて、声は震ふるえていた。

　女の子として見て無さ過ぎると怒られかけているので、答えは一つ。

「興奮しますって。山野さんみたいな可愛い女の子に興奮しないのは世間一いつ般ぱん的にあり得ません」

「そっか。世間一般的にかあ……興奮はする……。でも、世間一般的にかあ……」

　ぼそぼそと何やら引っかかりを覚えている様子。

　俺の答えのどこに不満があったのだろうか？　まあ、何度も世間一般的にと呟いているので、世間一般的にという点なのは何となくわかる。

　しかし、なぜ引っかかりを覚えるのかまでは分からない。

「どうしたんですか？　何か、引っかかりを覚えてるみたいですけど」

「え、あ、うん。なんにもないから安心して。興奮するって分かっただけで今日は十分。さすがに女の子として見られてなかったらショックで寝ね込むとこだったし。それよりもなんだかんだで映画が大分進んじゃったね。戻もどして見直そ？」

　パソコンを弄いじり再生していた映画の時間を戻す。

　映画を見るべく、俺と山野さんは二人して肩かたを並べた。

「間宮君。今まで遠えん慮りよしてたから言わなかったけど、パソコンの画面をしっかりと見たいから、もうちょっとそっちにずれて良い？」

「良いですけど」

「ありがと」

　俺の許可を得ると山野さんは俺との隙すき間まを詰つめてくるのであった。

　理由が画面をしっかりと見たいじゃ無くて、俺に近づきたいからだったら良いのに。

　そう思いながら、俺は映画へと意識を向け始めた。
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　夏という季節はお財布からお金が去って行く季節だ。

　実際問題、俺も姉さんからのお小こ遣づかいが無ければ、手元にお金が残ることはほとんど無かったはずだ。

　新作ゲームをゲーム機諸共買うために貯ため始めた貯金にさえ手を付けていたに違いない。

　そんな風に思っていた時だ。

　山野さんの口から愚ぐ痴ちがこぼれた。

「はあ……。新しくパソコンを買おうと思ってお金を貯め始めたけど貯まらないよ……」

「夏ですからね」

　友達と遊園地、友達と花火大会、ただ単純にショッピングとなんだかんだで夏休みに相応しいくらいは出で掛かけているのだ。

　お金を貯めるほど余よ裕ゆうは無いに決まっている。

「もうちょっと節約を頑がん張ばろうと何かいい案を探そうと思ったわけです。という訳で、ちょっとパソコン借りて良い？　スマホだと一度に目に入る情報量が少なすぎるからね」

　スマホで調べ事をするのは気楽ですぐに出来る。

　しかし、本ほん腰ごしを入れて調べるとなると、スマホの画面よりもパソコンの画面の方が大きく情報量が段だん違ちがいで効率的。

　だからこそ、パソコンを貸してと言ってきた。

「……」

　貸したいのはやまやまなのだが、貸せば色々と知られてしまう。

　何がとまでは言えないが、今時の男の子はパソコンやスマホで色々と調べるのだ。

　そう、色々と調べるのだ。

　調べたことを知られたくなく、すぐさまに貸せる状態ではないわけで……

「履り歴れきとか見ないよ？　ね？」

　貸し渋しぶる俺にこれでもダメ？　と言わんばかりに近づいて来た。

　何かいい方法は無いかと考えた末、いつも使っているブラウザとは別のブラウザを使わせれば履歴を知られずに済むことに気が付く。

「分かりました。どうぞ」

　カチカチとマウスを操作し、いつも使っていない方のブラウザを開く。

　そして、山野さんへと渡わたす。

「ありがと」

　そう言うと、本当に履歴なんて目もくれず色々と節約について調べ始めた山野さん。

　見られるとか疑っていたのは杞き憂ゆうだったようだ。

　色々と調べていく内に山野さんの興味はとある節約に向く。

「お風ふ呂ろをシャワーにしたら水道代とガス代も節約になるし、意外と効果が得られるのかな？」

　山野さんはお風呂が好きで週に何回かは沸わかして入っているのは知っている。

　そこに目を付けたという訳である。

「湯船に浸つかりたくは無いんですか？」

「浸かりたいけど……。でも、節約のためだよ」

「そんなにですか？」

「うん、ほらこれこれ」

　山野さんが見ていたサイトがこっちにも見えるようにパソコンの位置をずらす。

　事細かく、水道代とガス代について書かれており、一回あたりはそこまで節約に感じなかったが、一月あたりで考えるとかなりの節約になるのだ。

　とはいえ、週に何回かしか入っていないし、かなりの節約とまでは行かないだろう。

「という事はこれからシャワーだけで過ごすんですか」

「うん。そうするよ……。さすがに本当に気を引き締しめないと新しいパソコンなんていつまでも買えそうにないし。ま、高校生の間には買えないんじゃないかな？　って感じで諦あきらめムードだけどね」

　お風呂で湯船に浸かる事を封ふう印いんすることに決めるも、割と湯船に浸かってくつろぐのが好きなこともあり残念そうにしている。

「家族が居れば別なんですけどね」

　山野さんが見ていたサイトを覗のぞくと、一人あたりから四人あたりまで計算されている。

　湯船に張る水は入る人数が多ければ多い程、負担は軽くなる。

　お湯にするためのガス代は一度沸かせば、多少冷めても追い炊だきであれば、水からお湯に変える程には掛かからない。

　人数のメリットについて書かれており、一人暮らしよりも家族で暮らす方がやはり出費は抑おさえられるのだ。

「なる程、つまり間宮君は私とお風呂に入りたいと」

「そういう意味で言ったんじゃないですからね？」

「分かってるって。冗じよう談だんだよ。でも、確かにお風呂をシェア出来るのなら水道代もガス代もそれなりに安くなるよね」

　だからと言って家族でもない人とお風呂をシェアするのは問題大ありだ。

「しませんよ？」

「私もさすがにしないって。まあ、出来たら良いな～って感じだよ。さすがに節約したいからと言ってがめつくないから。冷れい房ぼう代を節約するために～とか言ってお部屋にお邪じや魔ましてる私が言うのもあれだけどさ」

　がめつくないと言いつつも、冷房代を節約と言い部屋に上がり込んでいる身であるので気き恥はずかしいのか、ちょっと苦笑いしながら言われた。

「他には何か良さそうな節約は無いんですか？」

　お風呂の話題もひと段落、他に何か良い節約は無いかと山野さんに聞いてみた。

「うーん。意外と節約って難しいんだよね……。ほら、私たちって生活が窮きゆう屈くつにならない程度の節約を目指してるでしょ？　そうなると、本当に出来る事がね……」

　カチカチとマウスを弄り、何か良い節約は無いかと探していく。

　そして、見つけた節約方法とはお風呂の残り湯を洗せん濯たくに使うというものだ。

「これ湯船から洗せん濯たく機きに水を運ぶためのポンプ代を回収するのに時間が掛かりますよね」

「それにポンプのホースって意外と中がカビやすくて、毎日のようにポンプのホースに水を通さないのなら、気温によってはすぐにカビが生えるのでお勧すすめしませんって書かれてる」

　いい案だと思いきや意外と難点だらけ。

　声を大きくして言えるのは、残り湯を使うのは環かん境きようには優しいのは間ま違ちがいがない。

「そう言えば、間宮君って洗濯機は週に何回使う？」

「俺ですか？　週に四回くらいですかね。洗濯ものを溜ためておいて一気に洗いたいんですけど、着回しを考えると意外と出来なくて……」

　着回しを考えると意外と洗せん濯たく物ものを溜めておく事は出来ない。

　本当は四回も回す必要はないが、仕方なく洗濯機を回している。

「分かる。一人暮らしの洗濯ものは一気に洗え！　ってよく言われるけど着回しを考えると意外と無理なんだよね……。特に外に出る時に、着て行きたいちょっとおしゃれな服が洗濯されてないと本当に絶望するし」

「それは本当に分かります。でも、だからと言って毎日のように洗濯機を回せない」

「うんうん」

　一人暮らしあるあるを言いあい同調しあう。

　とある事に気が付いたが、言っても良いものなのだろうか？　と少し頭を悩なやませる。

「んー。ねえ、間宮君」

「なんですか？」

　少し悩ませていると、山野さんから話しかけられた。

「洗濯ものってやっぱり溜めて置かないでなるべく早く洗いたい？」

「外に来て行く服や体育で使う体操服とかをすぐに洗いたいと考えればそうですね」

「今いま更さら、なんか言い淀よどみながら言うのもあれなんだけど……。二人分の洗濯物をまとめて洗濯しちゃう？」

　宣言通り、少し言い淀みながら言われた内容。

　それは俺が少し悩んでいた内容そのものである。

「……良いんですか？」

「二人分ならすぐに溜まって洗えちゃうでしょ？」

　ドンドンと互たがいの日常を侵しん食しよくし始めている。

　一応はお隣となりさんであり後こう輩はい、先せん輩ぱいという仲なわけで……あまりにも侵食しすぎるのはどうかとも思う。

　互いに一いつ緒しよにすることが増えるというのは仲の縮まりに多少の影えい響きようを及およぼすだろう。

　そのことを信じて俺は言った。

「じゃあ、試しにやってみますか？」

「うん。今、洗濯物はどのくらいある？」

「洗濯機の容量で言うと半分くらいです」

「私もちょうどそのくらいだね。じゃあ、今から洗濯機を回す？」

　といった感じで、今から洗濯することに。
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　洗濯物を部屋から持ってきた山野さんは意い気き揚よう々ようと言う。

「間宮君。洗濯ものは私に任せて？」

「いえいえ、さすがに任せておけませんって」

「いや、うん。むしろ、私がやらないとダメだから」

　持ちつ持たれつな関係で一方的に恩を受けるわけにはいかないようにしている俺達。

　今回は俺の部屋にある洗濯機を使うとは言え、一方的に押し付ける訳には行かない。

　持ち寄った洗濯物……山野さんが着ていた服。

　ちょっとやましい気持ちを抱いだくも、普ふ通つうに洗濯機に放り込んでいく。

　そして、持ち寄られた洗濯物の中には洗濯ネットが一つ。

　一体中には何が入っているのだろうか？　洗濯ネットに入れなくてはいけない物とは？　と興味本位でチャックを開けた。

「……間宮君？　だから、私がやるって言ったのに。それはわざとかな？」

　後ろからプレッシャーを掛けられる。

　なにせ洗濯ネットの中には山野さんが身に着けているブラジャーが入っていたのだ。

　ホックが他の洗濯物に引っかかるし、洗濯ネットに入れるものの筆頭候補だ。

「わ、悪気はありませんからね？」

「後は私がやる。良いよね？」

「あ、はい」

　残りの洗濯する手順は山野さんに託たくすのであった。

　てか、うん。

　山野さんのサイズってＤカップなんだと衝しよう撃げきを受けながらも、俺は再び謝る。

「すみませんでした」

　洗濯ネットの中身を覗き山野さんのブラを見たことを謝罪すべく頭を下げる。

「まあ、良いよ。一緒に洗濯しよ？　なんて提案したのは私。それに、間宮君にはパンツを何度も見られてるからね。たかが、ブラを見られたくらいじゃ動じない……とまでは行かないけど、そこまで怒おこるような事じゃ無いし」

　声はいつも通り、顔はそうでないかと思いきや、頭を上げると顔色は普ふ段だん通りで一安心。

　確かにパンツとかを見ている手前、たかがブラを見られた程度……なのか？

「その、どうしますか？　洗濯に関してはやっぱりやめますか？」

「んー。別に続けても良いんじゃない？　正直に言うと、着回しを考えると頻ひん繁ぱんに洗濯機を回せるのは有難いし。勝手に人のパンツやブラを見ない事は前提だけど……まあ、別に見られても良いと言えば良いんだけど……」

　ちょっと感かん慨がい深そうにしながら言われる。

　見られても良いと言えば良いってそこまで言った関係なのに色いろ恋こいが匂におわないという事は本格的に意識されていないのか？

「その、本当に見られても良いんですか？」

「どうしても間宮君が見たいなら、見ても良いとだけ言っておくよ」

　この発言が意図するところは見られても良いが見たらどうなるかと、それ相応の覚かく悟ごはしておけという事だろう。

　見たら一体どうなるのか気になるが、やめておくことにしよう。

「見ないから安心してください」

　見ないことで安心して貰もらおうと思い、少し声を張る。

　すると、山野さんはちょっとむすっとした感じで答えて来た。

「それはそれで私に魅み力りよくがないし興味がないと言われてる感じが……」

「山野さんは十分魅力的ですって。そんな人を困らせたくないので見ないだけです」

「そ、そう？　それはそれで地味に嬉うれしいかも。さてと、洗濯に関してもう少し色々と決めよっか」

　そうして、話し合う。

　洗濯に関しては山野さんが面めん倒どうを見てくれる事になった。

　日ごろからお部屋にお邪魔している代わりにといった感じである。

　そんな話し合いをしていると洗濯が終わったようだ。

　残念なことに乾かん燥そう機能などついているわけもなく、洗濯物は外干し。

　真昼間だが幸いなことに今の季節は夏。外に干しても夕方までには乾かわく。

　山野さんは洗濯を終えた衣類を干すべく、洗濯機から取り出し、ハンガーやらを使って外に干し始める。

「……間宮君。自分のパンツは自分で干す？」

「えっと、それは俺のですか。触さわりたくないなら、自分でやりますけど」

「ううん。間宮君が別に私に触られても良いなら私が干しちゃうから良いよ。それに触りたくないと思ってるなら、一緒に洗濯しよ？　なんて言わないし」

「それもそうですね。というか、男の衣類と一緒に洗濯って山野さんはこう、なんと言えば……えーっと、忌き避ひ感？　みたいなのは抱いだかないんですか？」

「そりゃ、抱くよ？　でも、間宮君だし、良いかな～って。ほら、私と間宮君は仲良しでしょ？　だったら、洗濯だって楽な方、楽な方へとした方が良いに決まってるからね」

　仲良しと言われると嬉しいが、その仲良しが『友達』に近いものだと思うとちょっと複雑な気がしてしまう。

　そんな中、山野さんは俺のパンツを干そうと手にしながら、俺に語り掛ける。

「洗濯されてるとはいえ、男の子のパンツなんて干すのはちょっと意外な気分だよ。まさか、自分がこういう事をするなんて思ってなかったよ」

　心底意外そうな声で告げられる。

　こんなことをするとは思ってもいなかっただろうしな。

「でしょうね。男のパンツを干す女子高生なんてそうそういませんから」

「かもね。あと、私の下着は間宮くんちのベランダに干さない方が良いかな？　一応、外からは見えないように干すけど」

「山野さんが干しても良いなら良いですけど」

「じゃあ、干しちゃうね。こっちに私の洗濯物を干すとなると、私の部屋のベランダは下着だけを干すだけになって外から丸見えになっちゃうから。『あ、あの部屋に住んでいる人はあんな下着を穿はいてるんだ。ぐへへ、きゃわいいなあ』っていう変な人に目を付けられちゃうし」

　いかにも変態っぽそうな人を演じながら言われた。

　その言葉にちょっと笑いを誘さそわれながら、咄とつ嗟さに口から出てしまう言葉。

「その時は俺が守るから安心してください」

「……うん。その時は任せたよ？」

　ちょっと嬉うれし気な感じの返事が来た。

　っく、本当に山野さんって可愛かわいいよな……。

「任せてください。可愛いお隣さんを守るのは俺の務めですから」

「お世辞を言っても何も出ないよ？　よし、終わりっと」

　ベランダに洗せん濯たく物ものを干し終えた山野さんが部屋へと戻もどって来る。

　びっしりとベランダに並ぶ洗濯物は圧巻だ。

「お疲つかれさまでした」

「このくらい何てこと無いよ。でも、ちょっとベランダに出ただけで汗あせびっしょり。お茶を貰うね」

　冷蔵庫に常備されているお茶を取りに行く山野さん。

　水に放り込んでおくだけで出来るパックを使って作ったお茶を、コップに注いで喉のどを鳴らして飲み干す。

「ぷはー。体に染みるね。さてと、今日のうちにしないといけないことは何かある？」

「そう言えば、今日は夕方のタイムセールで卵が安売りです。お一人様、一つまでなので二人で行きましょう」

「そうだね。卵って本当に便利な食材だから、多めにあっても困らないし」

　そう言って山野さんは手持ちのお金が気になったのか財布の中身を確認した時だった。

　絶望に打ちひしがれた顔つきで俺に言う。

「間宮君……。お、お金を使い過ぎた。あと、５０００円札があると思ってたのに、まさかのクーポンだったんだけど……」

「その、あといくらあるんですか？」

「１０００円しかない。一応、パソコンのために貯め始めたお金もちょっぴりあるけど、なんだかんだで手元に残しておきたいお金として手はつけるつもりは無い。まあ、あれだね。お米はあるし、何とかなるのは分かってても、ご飯が寂さびしくなるとかなり心に来るね……」

　心を落ち着けて冷静を取り繕つくろう。

　お米はあるので生きて行く分には困らないのは分かっている。

　しかし、心もとない所持金なせいか顔は曇くもっていた。

「ご愁しゆう傷しようさまです」

「あはは……うん」

　空元気で笑った後、低い声でのうんという返事。

　俺の財布は姉さんのお小こ遣づかいのおかげで元気。

　少しばかり援えん助じよしたいが山野さんの性格上、断られるに決まっている。

　なにせ金欠とはいえ、手を付けるのが嫌いやなだけでお金はある上、お米もあるし生きて行けると言えば生きて行けるのだから。

「ま、仕送りまで頑がん張ばる。大だい丈じよう夫ぶ、お米はあるから……」

　こうして、山野さんはギリギリな生活を余よ儀ぎなくされるのだった……。
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　夕方。

　手元にある１０００円で出来る限りの食材を買った山野さん。

　明らかに仕送りまで頑張れ無さそうだ。

　途と中ちゆうからはお米だけになりそうな予感しかしない量の食材たち。

「山野さん。ちょっとばかり、支し援えんをさせて貰えませんか？」

「ううん。大丈夫だよ。お米はあるし。それに私たちはギブアンドテイクな協力関係。そこまで、間宮君に面倒を掛かけられないよ」

「でも、野菜不足になりますよ？」

「それは……。多少は大丈夫だし。クーポンと５０００円札を見み間ま違ちがえた私が悪いからね。自分で何とかしないと」

　本当に食うのに困って居れば、助けを求めて来た。

　しかし、殺さずに生かされている状態のせいで意固地になっている山野さん。

　意固地な彼女の健康面を心配しながらスーパーの帰り道を歩くのだ。

　何事もなかったかのように互たがいの部屋へと帰った俺と山野さん。

　夕食時になり、自分の夕食を作るべく台所に立つ。

「やっぱり、野菜だけでも……」

　今日、山野さんがスーパーで買ったものは安くておかずになりそうなものばかり、野菜はほとんどなく不健康になりそうだ。

　健康でいて欲しいという思いもある俺は山野さんの分も夕食のサラダを作り、隣となりの部屋のインターホンを鳴らす。

　ものの数秒で山野さんは部屋から出て来た。

「ん？　どうしたの？」

「やっぱり、野菜だけでもと思いまして」

「……あはは、うん。本当に間宮君って優しいよ。うん、ありがと」

　協力関係だのどうのなんて正直に言うと、もうどうでも良い。

　だからこそ、俺は言う。

「損得勘かん定じようを抜ぬきに山野さんに何かしてあげたいと思うのってダメですか？」

「……ううん。嬉しい」

　唐とう突とつに言われた俺の言葉に、どこか儚はかなげな顔つきで嬉しいと言われた。

　まるで口く説どいているかのような気分で恥はずかしくなった俺は、言葉を付け加える。

「あ、別に深い意味は無いですよ？　じゃあ、これで」

「そ、そうなんだ。てっきり、口説かれてるのかと思っちゃったよ。うん……えーっと、その、サラダをありがと。やっぱり、無理はいけないね。間宮君のおかげで分かったよ……」

　そんな山野さんの言葉を聞くや否や、どうしようもなく逃にげるように去るのであった。

　ったく、何してんだよ俺は……とんだ意い気く地じなし過ぎるだろ。
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　サラダを山野さんへあげた次の日。

　いつも通りに山野さんは暑くなり始めた頃ころ合あいに部屋を訪れて来る。

「間宮君。今日も、お邪じや魔まするね」

「あ、はい。どうぞ」

「……」

　じーっと、こちらを見て来る山野さん。

　明らかに圧を掛けられているのだが、なぜかは簡単だ。

『損得勘定を抜きに山野さんに何かしてあげたいと思うのってダメですか？』

　といった、どう見ても口説いているようにしか聞こえない発言をした後、

『あ、別に深い意味は無いですよ？　じゃあ、これで』と逃げの発言をして場を去ったのだ。じーっと見つめられても仕方がない。

「ど、どうしたんですか？」

「ううん。何でもないよ。ただ、昨日の発言は明らかに口説かれてると思ったのに、『あ、別に深い意味は無いですよ？』なんて言われて驚おどろいちゃったな～って思ってるだけだから」

「勘かん違ちがいさせるようなことをしてすみません」

「別に良いよ。勘違いした私が悪いんだし。ただ、昨日の発言の通りに損得勘定を抜きに優しくしてくれるのは本当かな？」

「本当です。ほら、えーっと」

　適当な言葉を見つけようと頭を働かせる。

　そして、出てきた言葉はいつも通りのあの言葉。

「山野さんは大事な友達ですから」

「……そっか。まあ、そうだよね。で、間宮君。これからは持ちつ持たれつなんて関係なく多少アンフェアでも良いって事だよね？」

　口を開き始めた時はやや暗雲が立ち込めていたが、それも気のせいと思わせるくらいあからさますぎる笑顔でそう言われた。

「はい。そっちの方が自然じゃないですか？　今までの、持ちつ持たれつで協力するっていうのはこうなんと言うか、息苦しさを感じてましたし。もう少し緩ゆるく行きましょう」

「なるほどね。じゃあ、私は正直に言うとお野菜不足で死にそうです。だから、ちょっとの間だけ、間宮君のお世話になろうと思います。一応、パソコンのために貯め始めたお金がちょっぴりあるけど、これは本当に最後の最後まで取っておくことにしたよ」

「おっちょこちょいで鍵かぎを無くしてますし、ある程度お金を残しておくのに越こしたことは無いですしね。分かりました。野菜に関しては助けますね」

　ちょっと意地悪な感じで返答すると頰ほおを少しだけ膨ふくらませる。

「もー、間宮君の意地悪。まあ、言われた通りだけどさあ……」

「すみません。悪気は少ししかありませんので」

「なんか、間宮君に良いように扱あつかわれてる気がする。あ、後、アンフェアで良いとは言え何も返さないのは違ちがう。それは間宮君でも分かるよね？」

「もちろんです。ただ単に、頑がん固こすぎる持ちつ持たれつはやめよう。多少、損得が起きても気にしないってだけですから」

「うんうん。という事で、間宮君にお野菜を分けて貰もらう代わりに私が料理をさせて貰う事にしました。これから夏の間、ご飯は夜も含ふくめて私が作るね？」

「夜も作ってくれるんですか？」

　昼ご飯は一いつ緒しよに食べているが、夜は別々に食べている。

　節約をするためにと言っても、行き過ぎた相手への依い存そんは思いやりに欠けるので、夜ご飯は一緒にしていなかった。

　山野さんが夜ご飯を作ってくれるなら、一緒に食べるという選せん択たく肢しを見過ごす訳が無い。

「間宮君からお野菜を分けて貰う間は少なからず、私が夜ご飯を作るのが相応ふさわしいと思わない？　それにほら、今まで相手へ依存し過ぎて迷めい惑わくじゃないかな～って思ってて夜ご飯は別だったけど、今の仲なら別に良いでしょ？」

「山野さんの負担にはなりません？」

「ならないよ。二人分なら作る手間は変わらないし」

　良くある話だ。

　一人分と二人分の料理を作る手間はそこまで変わらない。

　というよりも、料理をする人なら分かるが、一人分くらいの量が増えようとも掛かる手間は気にならないのだ。

「じゃあ、お願いします」

　一緒に過ごすいい機会なわけで申し出を断る理由なんてなく、すんなりと受け入れた。

「ふっ。間宮君。私の料理で間宮君の胃い袋ぶくろを摑つかんじゃうから気を付けたまえ」

　冗じよう談だんめいた風に宣言される。

　胃袋を摑まれなくとも、もう色々と山野さんには摑まれているんだよな……。

　とか少し笑みを浮うかべていたら、山野さんがより一層とやる気を出した。

「その顔は、やれるもんならやってみろって宣戦布告かな？」

「そんなところです」

　噓うそを吐つくのが面めん倒どうで山野さんの考えをそのまま適当に受け流すのであった。

　気が付けばお昼時、山野さんが台所に立つ。

　お昼は良く一緒に食べているので別段に変わったことではない。

　しかし、いつもと違うところもある。

　材料の負担はいつもなら半々だが、今日は山野さんの材料負担は半分以下だ。

　今までは持ちつ持たれつ公平に協力しようとしていた手前、片方が不利にならないように気を付けていたからだ。

　多少アンフェアでもという関係になったので別にどうってことは無い。

　ちょっとばかり関係が進んだ証しよう拠こであり嬉うれしく思う。

「あ、山野さん。手伝いますよ」

「材料のほとんどを間宮君に負担して貰っちゃってるし、私がやるよ。多少アンフェアで良くても、このくらいはしないと」

「じゃあ、お願いしますね」

「任されたよ。じゃあ、ちょっと待っててね」

　それから数分後。

　簡単な昼食が出来上がり、それを二人で食した。

　昼食を終えて、ゆったりとした時間が過ぎて行く。

　外は赤く染まり、さらに時間は過ぎて黒く染まり外が静けさを持ち始める時間。

　いつもなら、大体この時間に山野さんは帰って行くのだが今日は違う。

「夕飯は何時が良い？」

「えーっと、山野さんに任せます」

「そんなこと言うと、夜よる遅おそくにして私はずっとここに居座っちゃうよ？」

　にやにやとそれでも良いのか？　と言われてしまう。

　……正直に言うと、ずっと居て欲しい。

「別に居座っても良いですよ」

「冗談だよ、冗談。という訳で、作り始めるね」

　山野さんは再び台所へ。

　材料費の負担はしっかりと半々では無くて、俺の負担が多めなのは昼と同じ。

　そんな山野さんが作ってくれた夕食は、卵一つだけで綺き麗れいにケチャップライスを包んであるオムライスとオニオンスープとサラダ。

　手間は掛かかるが、この量でもコンビニで買う値段の半額ぐらいで作れてしまうのが自じ炊すいの魅み力りよくなのは言うまでもない。

「じゃあ、食べよっか。と言いたいとこですが、仕上げをしなくちゃね」

「仕上げ？」

「うん。なんて、書いて欲しい？」

　手にはケチャップ。

　要するに仕上げとは、オムライスに字を書いてくれることなのだろう。

「お任せします」

「一番困るよね。お任せって。まあ、いいや。じゃあ、書くよ」

　ケチャップを巧たくみに操り、オムライスというキャンバスに字を書き上げていく。

『あいしてる♡』

　なんとも鉄板な字であった。

　しかし、そんな鉄板過ぎる字でも俺の鼓こ動どうは高鳴って仕方がない。

「……」

「ちょ、間宮君？　反応してよ！」

「あいしてる♡　なんてお熱い文を書いてもらったのでちょっと呆あつ気けに取られただけです」

　オムライスに書くような鉄板な文で深い意味は無いというのに。

「ほほう。つまりは意識してると？」

「そりゃあ、多少は意識しますよ。可愛かわいい女の子にこんなことをして貰って意識しない方がおかしいです」

「……やったね」

　ぼそりと山野さんは呟つぶやいた。

「えっと、今の『やったね』って……」

「……そ、そりゃあ、間宮君って私の事を本当にただの仲の良い友達みたいに扱うじゃん？　でも、私だって女の子。多少は女の子として意識されたいに決まってるでしょ？」

「そ、そうですよね」

　山野さんが俺にどこまで女の子として意識されたいのかはっきりしないのがもどかしい。

「あ、そうだ、間宮君。私のオムライスに書いて欲しいかな～って」

「下手へたでも文句は言わないでくださいよ？」

　俺はちょっと気き恥はずかしいが山野さんと同じ『あいしてる♡』と書こうとした。

　しかし、現実は非情だ。

　俺にそこまでの技量はなく、酷ひどい有様に。

「その、すみません。山野さんが綺麗にケチャップで書けた奴やつと交こう換かんしますか？」

「私はこっちが良いよ。せっかく、間宮君に書いて貰ったんだからね」

　噓うそ偽いつわりのない屈くつ託たくのなさを感じる。

　そんな山野さんにどきりとしながら夕食を共にするのであった。

　夕食を共にすることがいい方向に転ぶことを信じて……。
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「間宮君。じゃあね」

　別れは唐とう突とつ。

　アパートから去って行く山野さんを俺は見送った。

「気を付けてください」

　そう、山野さんはとある事情でアパートから去る事になったのだ。

　あっさりとした感じで山野さんを見送った俺は自分の部屋に戻もどる。

　それもそのはず、慌あわてる必要なんてなく、山野さんは別に去ってもすぐに戻って来る。

　簡単に事の顚てん末まつを話すとこうだ。

　山野さんの両親に金欠がバレた。

　俺との夕食の後、抜ぬき打ちで山野さんのお母さんがお金をきっちりと使えているのかを確認しに来たらしい。

　そして、今の状じよう況きようを正直に伝えると山野さんのお母さんはこう言ったのだ。

『生活に困るような子にはお仕置きが必要ですね。反省の意味を込めて、残りの夏休みは特に予定がないなら実家で過ごしなさい』

「まあ、こればかりはどうしようもない」

　金欠がバレてしまい、実家へと強制送そう還かんされた山野さん。

　久方ぶりの一人。とはいえ、別段することは変わらない。

　動画を見たり、ゲームをしたり、勉強をしたりするくらいだ。

　それ等らをしている際にたまに入る山野さんとの会話が無いのが非常に寂さびしいけど。

「はあ……」

　寂しさを嘆なげいていた時だ。とある人物からメールが届く。

『哲てつ郎ろう。今から、部屋へ行きますね』

　姉さんからだ。

『なんで？』

　とメールを送り返すと返事はすぐに来る。

『抜き打ち検査ですよと言いたいところですが、実は用事がありまして近くに来ているので、そのついでに寄ろうかなと』

　そんなやり取りをしてから15分後。

　インターホンの音が部屋に鳴り響ひびく。

　玄げん関かんを開けて、来客を確認するとそこには姉さんが居た。

「来ましたよっと」

　大人らしく白のシャツと長めのフレアスカートな私服で現れた姉さん。

「ええ、私服で大だい丈じよう夫ぶな用事でしたから」

　玄関を大きく開いて姉さんを部屋へと招き入れた。

　……用事で近くに来たのなら、弟の様子を見るのも普ふ通つうの事。

　姉さんはと言うと、前回同様に色々とちゃんとやっているのかを確認し始める。

「物が増えてませんね。これから、増える予定はどうですか？」

「こんなもんじゃないか？　これ以上、物が増えるようなことはあんまりないだろ」

「それなら良かったです」

　といった感じで色々と部屋について聞かれた。

　それもあらかた終わり、お茶を飲みながら世間話をしていく。

「姉さん。仕事は順調？」

　姉さんはしがないＯＬという訳では無くて、普通にバリバリ働いている側の人間である。

　元々、姉さんは製薬会社の事務で入社した。

　しかし、気が付けば総合職に誘さそわれ営業をやらされているとの事だ。

　お金も支し援えんして貰もらっているし、何よりも家族である姉さんの事が気になるので、仕事について聞いてみた。

「はい。順調ですね……。ただ、順調すぎてこのままだと色々と大変になりつつあるというのが現状です」

「あー、責任が重くなる的な、あれか？」

「そういう事です。任される仕事も多くなってきて、今度は栄転させられる事になっているみたいで……ガラリと環かん境きようも変わりそうなんですよ」

　やつれた顔でぼやく。

　それほどまでに色々と辛つらいのだろう。

「休みは取れてる？」

「あ、はい。その点は大丈夫です。ただ、胃が痛くなるような仕事を任されるようになって精神的に辛いだけなので」

　それから、気が付けば姉さんの愚ぐ痴ちを聞き続けた。

　営業をしに会社を訪れれば、それなりに偉えらい人を相手にしなければいけないので、言こと葉ば遣づかいや態度を張り詰つめる必要がある。

　接待でお高いお店で食事をすることが多い。

　本当に色々と悩なやみが尽つきないとの事だ。

「聞く限りだと、姉さんは本当に会社内での地位が上がって来てるんだな」

「まだ正式な辞令は下って無いんですけど上司が部下になります……凄すごく気まずいです。私は知っていますが、まだ部下になる予定の上司は知らないのでこれまた辛いです……」

　もうどうすれば良いんだ？　という顔で語って来た。

　上司が部下になるって……社会人経験のない俺ですら、どう接すれば良いんだと事態を容易に想像できてしまう。

「まあ、頑がん張ばれ」

「はい。頑張りますよ……。お給料は大事です。借りた奨しよう学がく金もかなり残ってますので」

　奨学金を返し終わっていないのに、俺にお金を支援してくれていると思うと複雑な気分だ。

　……本当に姉さんには足を向けて寝ねられない。

「さてと、私はそろそろお暇いとましますね。実は用事はまだ済んで無いので」

　と言って立ち上がって俺の部屋を後にしようとした時だ。

「そう言えば、どうなったんですか？」

「何がだ？」

「気になる相手とですよ」

「居たとしても教えないって言っただろ？」

　別に気になる相手がいるとか姉さんには伝えていない。

　なぜ、この話題が振ふられたんだ？

「こんなに部屋を綺き麗れいにしているというのは誰だれかしら部屋を綺麗にしてくれる相手、もしくは誰かを招くからこそ部屋を綺麗にしていることくらいは分かりますから。気が付かないとでも？」

「一人暮らしで綺麗好きに目覚めたとは思わないのか？」

「それにしてもですよ。本当に至るところまで綺麗にし過ぎです」

　お見通し。

　隠かくしてもあまり意味が無いので、俺は口を割る。

「姉さんの言う通り、気になる人は居る。で、それがどうしたんだ？」

「私なりに色々とアドバイスをしてあげたじゃないですか。確か……『ちょっとしたことでも、相手は気にする』だの『仲良くなるチャンスは転がってた』だの、そして悔くいは残さないようにと夜に語ってあげたのに」

　……なる程。

　唐突に恋こいバナをして来たのにはきちんと理由があったという訳か。

「たぶん進展はして無い。と言うか、むしろ悪い方に転がりつつある。なあなあな関係に落ち着きそうでヤバい……」

「で、私のアドバイスは実行してたんですか？」

　一つ目である『ちょっとしたことでも、相手は気にする』……って、思いっきり棚たなの上に姉さんのハンカチを置きっぱなしにしておいて失敗しているな。

　二つ目である『仲良くなるチャンスは転がってた』……これに関しては無意識のうちに実行しており、お祭りやらに行ったが、いまいち効果は実感できてない。

　しかし、まだまだ仲良くなるチャンスは転がっているに違ちがいない。

「……片方は完かん璧ぺきに忘れててちょっと痛い目に遭あった」

「まったく、そうならないようにとアドバイスをしてあげたんですよ？　という訳で、今日も一つだけアドバイスをあげましょう」

「どんなアドバイス？」

「もし仮に気になる人が同年代なら、気になる人と同じことをする。そうすれば、おのずと仲は縮まっていくはずです。では、これで」

　そう言い残した姉さんは俺の部屋から去ろうと玄関のドアノブに手を掛ける。

　玄関から出る間際にもう一言、俺へ言い残した。

「また近いうちに様子を見に来ますね」

　姉さんは玄関を閉めて去って行った。




　　　　＊




　再び部屋に一人になった俺は姉さんがくれたアドバイスについて色々と考える。

「気になる人と同じことをする、かあ……」

　今でも、色々と同じ部屋で過ごしたり、一いつ緒しよに料理をしたりして、同じことをしていると言えばしている。

　まだ、他に何かあるか？

　色々と悩んでいると、どうでも良い事が頭によぎった。

「あ、今日はスーパーで醬しよう油ゆが安いんだった」

　本当にどうでも良い事である。

　しかし、調味料というのは幾いくらあっても困らない。

　安売りの時に買い溜だめしておくのがお得なので、特にこれと言ってしなくてはいけないこともなく、俺はスーパーへと向かう事にした。

　醬油やら、他に安い商品がないかと探し回って歩く。

　すると、とある人物に出くわした。

「あら、哲郎君。お久しぶりね」

「あ、どうも。けい先せん輩ぱい」

　我が高校の生徒会長であるけい先輩だ。

　とはいっても、任期的にあと少しで生徒会長という肩かた書がきは取れてしまうけど。

「本当に家庭的でしっかりとしているのは今時じゃ珍めずらしい子ね」

「いえいえ、このくらいは普通ですって。それこそ、けい先輩だってスーパーで買い物してる時点で家庭的でしっかりしてるじゃないですか」

「ふふ、それもそうね。じゃあ、これで」

　別に出会ったからと言って二人で歩くわけでもなく、スーパーの中で会ったけい先輩と別れる間際だ。

　頭にとある事がよぎった。

「あ、ちょっと待ってください」

　けい先輩を呼び止める。

「どうかしたのかしら？」

「その、えーっとですね。前に山野さんは指定校推すい薦せんを狙ねらっていると言ってましたよね。それで、その俺と一緒に居るせいで変な目で見られるかもしれないって注意をしてくれましたよね」

「ええ、そんなことをした覚えがあるわね。でもね、あくまで注意。別にそこまで気にする必要は無いんじゃないのかしら？」

　お見通しという顔だ。

　これから俺が何を言うのか大方予想は付いているのだろう。

「これからが本題なんですけど……」

　それから俺はけい先輩に色々と聞いた。

　今までは避さけていた学校での接せつ触しよくを増やすためにも。








９章









　夏休みも残りわずかと言うか今日を含ふくめなければ明日だけ。

　気が付けば、夜になれば外の暑さも随ずい分ぶんと和らぐようになってきた。

　山やま野のさんは実家へと帰っており寂さびしい時間を過ごしていたが、それもあと少しの辛しん抱ぼうだ。

「今日の夕方か……」

　山野さんは今日の夕方に帰って来る。

　そんな彼女に伝えなくてはいけないことが一つ。

　夏休みも終わり、暑さも和らいで来たし涼すずみに来る日は減るだろう。

　そして、２学期になれば学校が始まり一緒に居られる時間はさらに少なくなる。

　一緒に過ごす時間が減る。

　それをどうにかするための案はすでに考えてあり、実行に移すのみだ。

「なんだろう。別に変なことじゃないというのに緊きん張ちようしてきた」

　緊張を胸に時間は過ぎて行き気が付けば夕方。

　インターホンから音が聞こえたので、玄げん関かんに出た。

「ただいまだよ。間ま宮みや君」

　そこには何食わぬ顔で帰って来たことを知らせに山野さんがいた。

　実家で暇ひまだよ～と何度か電話を掛かけて来たという事もあり、別に話すのは久々ではないが、生の声は久しぶりだ。

「お帰りなさい。山野さん」

　そう言うと同時だ。

　両りよう腕うでをそれなりに広げて、ハグを待ち構える体勢になる山野さん。

「……えっと。俺はどうすれば？」

「間宮君。そこはハグしに来ないと。こんな感じでさ」

　対応に悩なやんで、黙だまりこくってしまっていると、山野さんからハグされる。

　……体と体がぶつかる。

　背中に回された手の力が強められ、より一層胴どうと胴がぶつかり合う。

　全体的に柔やわらかくて良い匂においがする山野さんのぬくもりに包まれた。

「いやー、再会は欧おう米べい人風にと思って手を広げたのに、ハグしてくれないのはノリが悪いんじゃないかな？」

　そう言われながら離はなれる。

　ボディタッチ多めでの再会は一気に山野さんへの熱を膨ふくれ上がらせ、鼓こ動どうがどくどくと高鳴る。

　少しの間、会っていなかったという事も相まって、体の底からドキドキが止まらない。

「じゃ、じゃあ。やり直しますか？」

　もう少し触ふれていたかった。

　そう言うと、山野さんはバッと手を広げてくれた。

　しかし、お前がもう一度と言ったのだから、今度はそっちからして来いという感じだ。

　ハグをしに近づき、今度は俺の方からギュッと山野さんを抱だきしめる。

　で、ほんの数秒抱き着いてから、冷静を装う。

「これで満足ですか？」

「大満足だよ。二回も抱き着けるなんて思っても無かったからね」

　といった感じで再会した俺達。

　夏が終われば一緒に過ごす時間は短くなる。

　そこで、それを補うための策を講じようとしていたのだが、ちょっとした気き恥はずかしさから実行に移せずにいると、山野さんから世間話が振られた。

「いやー、ほんと退たい屈くつだったよ。金欠で食事に困ったことになりかけた私の罰ばつだし、実家に拘こう束そくされるのは仕方無いんだけどね。それでも、辛つらかった……。つくづく、田舎いなかはいまいちだよ」

　うんうんと唸うなりながら、田舎の不便さを嚙かみしめているらしい。

　その点に関しては俺の実家もちょっと田舎である事もあって納得だ。

「あれ？　山野さん。日焼けしてませんか？」

　よく見るときめ細やかな白かった肌はだが、ちょっと褐かつ色しよくに変わっている。

　少しだけ焼けているので違い和わ感かんはないどころか、ちょっと活発そうで、これまた良い山野さんだ。

「結構、日差しが強くてね……。庭のお掃そう除じをしてたらこうなった。日焼け止めを塗ぬり忘れてちょっと焼けちゃったんだよ」

　素す肌はだを手で擦さすりながら言われた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「肌が弱いってわけじゃ無いから別に平気。じゃあ、挨あい拶さつはこのくらいにしておいて私はお部屋に戻もどるね」

「ちょっと待ってください」

「ん？　何かな？」

　去ろうとする山野さんを引き留めた。

　言いたかったことを言おうとしたが、少し気恥ずかしくなって言うのをやめた。

「えっと、やっぱり大丈夫です」

「そう？　じゃあ、本当に今度こそ部屋に戻るね。あ、明日も間宮君のお部屋にお邪じや魔ましても良い？」

「もちろんです」
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　夏休み最終日。依い然ぜんとして日差しは強く日中は外に出るだけで汗あせをかくかと思いきや、意外と涼しくなってきた今日この頃ごろ。

　電気代のためにと山野さんはやって来たが、まだエアコンの電源はついていない。

「ふむふむ」

　俺の部屋にお邪魔するや、色々と部屋を見み渡わたしている。

「どうしたんですか？」

「ちょっとばかり浮うわ気きチェック的なあれだよ。ほら、間宮君が私のいない間に女の子を連れ込んでるかもしれないし」

「連れ込んでませんから。まあ、気になるなら好きなだけ調べて良いですよ。別に見られて困るような物なんて無いですし」

　棚たなに仕し舞まってあった、友達から押し付けられた例の物も処分済み。

　本当に見られて困るものは部屋に置いていない。

「だろうね。間宮君が女の子を連れ込んで無いのは分かるんだよ。でも、手が勝手に……」

　冗じよう談だん交じりに棚を開ける。

　そして、中を漁あさらずにすぐに閉めた。

「おしまいっと。それにしても、間宮君って綺き麗れい好ずきだよね～。私の部屋より綺麗だし」

「そう言えば、山野さんの部屋って見た事がありませんね」

「見たい？」

「同年代の女子の部屋。気になると言えば気になります」

　山野さんはちょっと考え込んでから、何かを決心したかのように口を開いた。

「良いよ。見せてあげる」

「え？　良いんですか？」

「いつも間宮君のお部屋にお邪魔してるんだよ？　さすがに私だけお部屋を見せないって言うのは駄だ目めだからね。じゃあ、行こっか。まだ、冷れい房ぼうを点つけてないし、私の部屋で今日は過ごそう。うん、そうしよう」

　気が付けばお隣となりの部屋の玄関をくぐっていた。

　玄関のすぐ横にある台所は俺の部屋と何ら変わりはない。

　台所を過ぎた先にある、過ごすためのリビング兼けん寝しん室しつへ繫つながるドアが開く。

「ここが私の部屋。どう？」

　カーテンの色が暖色系であるのと、置いてある棚や小物の色が女性を匂わせる色合い。

　ほんのりと香かおる石せつ鹼けんのような匂いがここは俺の部屋じゃないと嫌いやでも実感させて来る。

「良い部屋で良い匂いがします」

「良い部屋かは置いといて、匂いは誕生日に友達から貰もらったアロマオイルを置いてあるからね。ささ、適当に腰こし掛かけて良いよ？　あ、それかベッドにドーンと倒たおれこむ？」

「ベッドには倒れこみませんけど腰掛けますね」

　クッションを敷しき、その上に座る。

「ベッドに倒れこまないんだね。じゃあ、私が代わりにっと」

　……すると、山野さんは自分の部屋という事もあり、ベッドへ寝ね転ころぶ。

「自分の部屋ではそんな感じなんですか？」

「そうだよ。部屋ではベッドに寝転んで携けい帯たいとかを弄いじってる」

　足をパタパタとさせながら、携帯を弄り始めた。

　その姿は普ふ段だん俺の部屋でまったりとしている姿と違ちがう。

　よりくつろいでいる感じがとても可愛かわいらしく見える。

　加えてＴシャツがめくれて少し見えている背中が魅み力りよく的だ。

「……」

　まったりとくつろぐ山野さんに反して、俺はと言うとガチガチに緊張している。

　女の子の部屋。

　それだけで、体に緊張が走ってしまうのは仕方がない事だ。

「あ、間宮君。緊張してるでしょ」

　唐とう突とつにこちらに振ふり向いてにやにやと見つめて来た。

　そわそわとしている俺が珍めずらしいのだろう。

「それなりに」

「男の子だもんね。そりゃあ、女の子の部屋、意識しちゃって当然だろうね。うんうん、私の扱あつかいが本当に仲の良い友達みたいで女の子として扱われてないと思ってたけど、違うようで何よりだよ。あ、そう言えば実家で貰ったお中元の中から何個か美味おいしそうなのを貰って来たんだった」

　ベッドから立ち上がりちょっと台所へ。

　戻って来た山野さんの手には水ようかんとスプーンが二つずつ握にぎられている。

「間宮君の分だよ」

「貰って良いんですか？」

「もちろん。私が自分だけ食べて間宮君に食べさせないケチ、そんな風に思う悪い子にはお仕置きが必要だね」

　指をわしゃわしゃと動かしながら、近づいて来た。

　あ、これ。くすぐられる奴やつだ。

　くすぐられるのは息苦しい。

　なので、少しの間だけ逃にげたが、すぐに追い詰つめられた。

「間宮君。覚かく悟ごは良いかな？　ほら、ガチガチに緊きん張ちようしてるし、緊張をほぐさないとね？」

「お、お手て柔やわらかにお願いします」

　そして、山野さんの部屋に俺の笑い声が轟とどろくのであった。

　山野さんにくすぐられた。

　女の子の部屋という事で緊張していた俺の筋肉は、くすぐられることでさらに強張る。

「あ、足が……」

　足にジンジンとした痛みが走る。

　腱けんが切れたという訳でもなく、骨が折れたという訳でもない。

　要するに攣つったのだ。

　その様子を見た山野さんはちょっと申し訳なさそうに謝って来た。

「あ……。その、ごめんね。大丈夫？」

「だ、大丈夫です……」

　とまあ、それから大体３分くらいで痛みは治まった。

　のだが……、足を攣らせてしまった張本人である山野さんは申し訳なさそうに謝罪を述べて来る。

「本当にごめんね？　足は大丈夫？」

「ただ単に攣っただけなので大丈夫ですって。気にしないでくださいって。山野さんと俺の仲じゃないですか。この程度、どうってことないですから」

「それなら良いんだけど……。あ、一応、やり返しとく？」

　言げん質ちを頂いたことだ。

　せっかくなのでやり返そう。とくすぐりを仕し掛かけようとした。

　しかし、同じことを二度するよりか、別の事をした方が面白くなるのではないだろうか？

「山野さん。くすぐるのばっかりじゃつまらないので別の事でも良いですか？」

「別に気にしないよ。今なら、ちょっぴりエッチな事でも許す！」

　ちょっぴりエッチな事でも許す！　と言われて赤面するほど初心うぶではない。

　さすがに冗談だという事くらい分かっている。

　……自分で何か別の事をと言った癖くせにいい案が思い浮うかばない。

「ん？　やり返さないの？」

「いえ、別の事をと言ったんですが、思い浮かばなくて……」

「そうなの？　後、１分で思いつかなかったらやり返す権利は無しだからね」

　急せかされる。

　山野さんの部屋にある壁かべ掛かけの時計が１秒、１秒を刻んでいく。

　早く、やり返すための内容を決めなくては……。

　何かヒントは無いのか？　と山野さんの部屋を見渡す。

　そして、机の上に置いてある水ようかんとスプーンが目に入った。

　急かされ、時間が無いという事もあり、咄とつ嗟さに俺はやり返す内容を決めて口にする。

「水ようかんを俺に食べさせるってのはどうですか？」

　……俺は何を言ってるんだ？

　まあ、食べさせる程度なら別に玄げん関かん先さきでの生しよう姜が焼き、夏祭りでのリンゴ飴あめで経験済みだ。

　別にどうってことない。

「それはつまり、私を召めし使つかいの様に扱って辱はずかしめる的なことかな？」

「そんなとこですね」

「そうとなれば水ようかんを食べさせて貰う事を所望している間宮君に食べさせてあげようではないか」

　水ようかんの容器を手に取り、付いている蓋ふたをぺりっと剝はがす。

　そして、中身をスプーンで掬すくいあげて俺の口元へと運んでくる。

「はい。あーん」

　そう言われ、パクリと口に含ふくむ。

　一いつ緒しよに食事を食べることが多く、たまに互たがいの箸はしやらスプーンやらを使いまわして食べることが多いせいかそこまで恥はずかしさは感じない。

　……とはいえ、顔には全然でない程度だが、ちょっぴり恥ずかしい。

「ありがとうございました。ちょっと、偉えらい人になれた気がします」

「そう？　じゃあ、はい」

　俺はもう終わったと思っていた。

　しかし、山野さんはスプーンで水ようかんを掬い、二口目を俺の口元へ運ぶ。

「いや、なんでですか？」

「一口じゃ味気なくない？　という訳で、はい、あーん」

　何度も何度も、口に運ばれてくる水ようかんを咀そ嚼しやくする。

　そうしていく内に、最初はちょっぴり恥ずかしいだけだったが、徐じよ々じよに恥ずかしさが大きくなっていく。

「いや、その……さすがにちょっと恥ずかしくなってきました」

「え？　なあに？　聞こえないよ？　はい、あ～ん」

　ニコニコとして途と中ちゆうでリタイアが許されるとでも？　という顔で口元へと残りの水ようかんが運ばれるのであった。

　山野さんは食べさせ終わると満足そうに言う。

「間宮君の顔がちょっとずつ恥ずかしくなっていくのが可愛かった。自分から食べさせて？　なんて言っておいても、さすがに全部食べさせて来るとは思ってなかったでしょ？」

「仕返しをしていたはずなのに、気が付けばさらにやられていた気分ですよ……。さすがに、何度も何度も、水ようかんを笑顔で口元へと運ばれたら気き恥はずかしくなるに決まってるじゃないですか」

「まあまあ。そこら辺は私と間宮君の仲だし。あ、何なら私に食べさせてみる？　ほら、間宮君にしたみたいに」

　軽いノリで言われ、軽くそのノリに乗ることにした。

　蓋を開けてスプーンで中身を掬い、山野さんの口元へ水ようかんを運ぶ。

「ど、どうぞ」

「あ、うん」

　パクリとスプーンを咥くわえて、水ようかんを食べる。

　その姿は普ふ通つうそのもの。

　威い風ふう堂どう々どうとしており、何ら恥ずかしさを感じさせない。

「次は？」

　ノーダメージな様子で次を催さい促そくされる。

　そんな山野さんに恥ずかしさを味わわせるためにも、再びスプーンで水ようかんを掬って口元へ運んだ時だ。

　つるりとスプーンから水ようかんが零こぼれ落ちる。

　そして、部屋着として着ているＴシャツのヨレてしまっている首周りから水ようかんが滑すべり込む。

「ひゃっつ！」

　ちょっぴり冷たい水ようかんが肌はだに触ふれて、あられもない声が漏もれた。

　声と同時に体に走った冷たさにびくっと驚おどろいてもいる。

「すみません」

「間宮君が変なとこに水ようかんを落とすから変な声が出ちゃったじゃん……」

　服の中に入ってしまった水ようかんを取り出して、汚よごれた場所を拭ふきながら、変な声を出してしまったのを恥ずかしがっている。

　ちょっぴりと赤くなった顔色。

　うっすらと怒おこっているかのような表情。

「それにしても、変な声でしたね」

　普ふ段だんは見られない表情なこともあり、気が付けば煽あおっていた。

「傷口を抉えぐりに来たね……。そこは触れないのが男の子じゃないの？」

「山野さんにやられっぱなしだったので、つい」

　そう言いながら、再び口元へ水ようかんを運んだ。

　少し、躊躇ためらった様子を見せてまだ続けるの？　という顔で見てきた。

「食べないんですか？」

「……」

　無言でパクリと口に含む。

　しかし、その姿は先ほどとは違ちがう。

　顔色は真っ赤。

　威風堂々とした毅き然ぜんとした態度は失われ、恥ずかしそうに咀嚼している。

　それもそのはず、変な声を上げてしまったあとでは仕方がない事だ。

「間宮君の鬼き畜ちく……」

　鬼畜と言われようが、俺がやめずに山野さんに水ようかんを食べさせ終わった後。

　水ようかんのべたつきが気になるのか、山野さんはシャワーを浴びに行く。

「間宮君。覗のぞいても良いけど、責任は取って貰もらうからね」

　取らされる責任は恐おそろしい何かなのは違いないだろうし、覗くつもりは無い。

「……」

　が、気になる。

　あの山野さんがシャワーを浴びている。

　悶もん々もんとした気持ちを持たない男は居ないわけで、その気持ちを静めようと興味本位で山野さんの部屋をじっくりと眺ながめ始める。

「山野さんの部屋にお邪じや魔ましてるんだな」

　つくづく不思議な関係だと思った。互いの部屋を行き来している男女。

　この時点で色いろ恋こいを疑わないという人は居ないはずだ。

　でも、俺と山野さんは驚くぐらいに友達みたいにはしゃいだりしている。

　男と女の友情はあり得ないのが世間一いつ般ぱん的な常識。

　しかし、それがあり得てしまっている。

　それが俺と山野さんの今の状態なのだ。

「……友達かあ」

　今のままでも十分に楽しい。

　けれども、それではどこか満足できない俺が居る。

　そんなことを考えていると、シャワーを浴びてさっぱりした山野さんが戻もどってきた。

「間宮君に汚されちゃったけど綺き麗れいにして来たよ。せっかく、お風ふ呂ろ場ばの鍵かぎはあけっぱにしてたのに、覗かなかったなんて勿もつ体たいないったらありゃしないよ？」

　からかわれただけ。

　覗かなかったなんて勿体ないとは言っているが、相手は俺が覗かないことを信じているだけだ。

　人じん畜ちく無む害がいなただの友達だと思われているのはダメだ。

　一歩を踏ふみ出せ。

　友達で終わりたくないなら、人畜無害なふりはやめて相手に男だと意識して貰えるように変わるしかない。

「覗かなかったですけど、部屋は色々と見ました」

「へ？」

「ちょっと山野さんの部屋が気になって色々と探たん索さくしました。何を見たかを言えば怒られるかもしれないんで言いませんけど」

　ま、冗じよう談だんですよ。と言って多少なりとも人畜無害ではない、女の子に興味がある男だと思って貰いたかったのだが、山野さんは無慈じ悲ひにもこう告げる。

「まあ、良いよ。間宮君ならね」

　どんだけ信しん頼らいされてるんだよ俺……。

　信頼されているのは嬉うれしいのだが、人畜無害で何もしてこないただの友達。

　そう思われていると本当に複雑な気分だ。

「……」

「……」

　決して嫌いやではない静せい寂じやくが空間を支配していた。

　山野さんの部屋で過ごすことに慣れ始めた結果、俺と山野さんは互いにそれぞれ自分のしたい事で時間を潰つぶしている。

　だがしかし、せっかく山野さんの部屋にお邪魔したわけで……何か普段とは違った刺し激げき的な体験がしたくてうずく。

「夏休み最後の日ですし何かしませんか？」

「そうだね。確かに夏休み最後の日だし何か特別なことでもしたいね」

「お金が掛かからなくて楽しい事と言えば……」

　言い出しっぺな俺は頭を悩なやませる。

　お金に余よ裕ゆうがあるのなら外に遊びに行こうと言えた。

　残念なことに、姉さんから貰ったお小こ遣づかいがあった俺はともかく山野さんの懐ふところはお察しだ。

　外に遊びに行こうと誘さそうのがはばかられるのは違いない。

　出来る事は自ずと限られる。

　と言うよりも、お金が掛からない事しか出来ないと言うのが正確だ。

「運動はどう？」

　先にアイデアをくれたのは山野さんだった。

「だいぶ外の暑さも和らいで来てますから割とありですね。でも、明日から学校と考えると疲つかれることはちょっと……」

「確かにね。暑さも和らいだとは言え、まだまだ暑いし。疲れるのは間ま違ちがいなし。と言うか、運動と言ってもバドミントンのラケットとか二人で楽しめる道具がなかったよ」

　道具がない。

　せめて二人で遊べる道具が欲しい。

　無ければ二人で鬼おにごっこ？　いやいや、それはさすがに……。

「言い出したのは俺なのに何も思いつかなくてすみません」

「ううん。全然気にしてないよ。で、何しよっか」

　夏休み最後の日。

　何か特別なことやあまりしないような事をしたいと言った俺達はどうするべきか、スマホとかを弄いじる片手間に考えた。
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　あっという間に時間は過ぎ去り、気が付けば昼。

「そろそろお昼時だね。何か食べよっか」

　台所に行き冷蔵庫やら棚たなやらを見て何を作るか決めている。ちらっと後ろから冷蔵庫を見たが、ほとんど空っぽだ。

「間宮君。お中元で貰ったそうめんがあるからそうめんで良い？」

「良いですよ。薬味はありますか？」

　聞き返すと冷蔵庫の中を覗き込んでから山野さんは言う。

「んー、無いね」

「じゃあ、部屋から小こ葱ねぎとか色々と取ってきます」

「うん、ありがと」

　山野さんはそうめんを。

　俺は薬味を。

　そして、二人でそうめんを味わうために調理を始めた。

　お湯を沸わかしている間に小葱やら大葉やらの薬味を切り刻む。

　お湯が沸いたらそうめんを１分ほど茹ゆでて、ざるに上げて水で洗う。

　氷水でそうめんを冷やせば、もう準備はほとんど終わり。

　お椀わんにめんつゆを注いでそれにそうめんを付ければ食べられる状態だ。

「出来た。食べよ？」

「はい。いただきます」

　二人してそうめんをすする。

「後でそうめん分のお金を……」

「そういうのは無しだよ？　多少アンフェアで良いって言ったのは間宮君でしょ？」

「それもそうですね。すみませんでした」

　……。

　…………。

「なんか、あれですね」

「うん、あれだね」

　図らずして二人の声は揃そろう。

「平和すぎる」

　夏休み最後の日、何か特別なことをとか言っておいて、これだ。

　別にこの状じよう況きようが嫌きらいという訳では無いのだが、ちょっとした焦あせりを感じる。

　本当にこのまま夏休み最後の日を過ごして良いのかと思いながら、取り敢あえず夏休み最後の日っぽい会話でもと話題を振ふった。

「そう言えば、山野さんは夏休みどこに行ったんですか？」

「私？　前半は色んなとこに行ったよ。夏祭り、花火大会、後は大きなレジャープール。後は何回か友達とショッピング。ま、これだけ遊べばお金が無くなるよね……」

「ですね。俺も友達と遊びに行ってお金が無くなったので後半から全然遊びに行こうって話は出ませんでした」

「私もそんな感じ。最後に友達と行ったのはレジャープール。私は水着を新調しなかったけど友達はした。で、友達はそんな感じでドンドンお金を使った事もあり、私と同じく金欠に陥おちいって遊びに行こうって話は後半には全然、出なかったよ」

　水着……。

　山野さんは一体どんな水着を着ていたのだろうか？

　ちょっとした疑問で悩んでいると、

「あ、間宮君。私の水着姿を想像してる？　この、むっつりさんめ」

　人畜無害な俺であったのなら、『想像してません』と否定していたかもしれない。

　しかし、男として見て貰えるようにと常々思い始めている今、そんな人畜無害なふりはしていられない。

　ちょっとでも気があると意識して貰いたい俺は声が震ふるえないように堂々と言い放つ。

「想像してましたね。一体、山野さんはどんな水着を着たのかと」

「……」

　少し呆あつ気けに取られている山野さん。

　良くない返答の仕方だったのか？　と冷や汗あせが一気に穴という穴から滲にじみ出す。

「あ、その。何か不味まずい事を言いましたか？」

「ううん。全然言ってないよ。間宮君にしては珍めずらしいなあって。うん、やっぱり男の子でちゃんと興味があるんだって。色々と枯かれてるんじゃ……という疑いがあったから」

　呆気に取られていたのも束の間、平静さを取り戻した山野さんは告げた。

「よし、あれだね。プール行こっか」

「お金は大だい丈じよう夫ぶなんですか？　俺は大丈夫ですけど……」

「……うぐ。厳しいかも」

「じゃあ、却きやつ下かですね」

「でもさあ、間宮君は私の水着姿を想像してたんでしょ？　答え合わせしなきゃ。という訳で、見せてあげようではないか」

　その場のノリで声高らかに俺に水着姿を見せると宣言する山野さん。

　水着姿の普ふ段だん見られない山野さんが見られるのかと思うとドキドキが止まらない。

「もちろん。ご飯を食べ終わってからだけどね」

「あ、はい。そうですね。じゃあ、早く食べましょう」

　とか言ったくせに、水着姿の山野さんが気になる俺の箸はしは物もの凄すごく遅おそくなるのであった。




　　　　＊




　無事に昼食を摂とり終わった。

　食器も片付けて、そわそわとしている俺。

「あ、女の子にはちょっと準備というものがあるから待っててね？」

　と言って棚から水着を取り出した後、お風ふ呂ろ場ばへと去って行った。

「ほ、本当に見せてくれるんだな」

　どくどくと体中を勢いよく流れる血。

　明らかに興奮し滾たぎっている。

　数分が経った頃ころだ。

　足音が響ひびき、お風呂場から山野さんが戻もどってくるのが分かる。

　一歩、また一歩と足音が大きくなって行き、とうとう目の前に山野さんが姿を現した。

「どう？」

　おとなしめの水色。

　上は首で結ぶ、いわゆるホルターネック。

　下は今までに見たことが無いくらい太ももがはっきりと見えている。

「凄すごく似合ってます」

「そっか。それなら良かった。ほら、もっと近くで見て良いよ？」

　山野さんは見ても良いと言って近づいて来た。

　やばいなあ。

　ほんと、やばいなあ。

　語ご彙い力が崩ほう壊かいするくらいなヤバさだ。

　そして、近づいて来た山野さんは俺の目の前で後ろを向いた。

　水色のボトムは綺き麗れいな形をしたお尻しりを強調。
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　胸を覆おおい隠かくすためのトップはいつも以上に背中が開いている構造で刺激的。

「スタイルが良いですね」

　気が付けば、水着では無くて山野さん自身を褒ほめていた。

「間宮君が褒めてくれるなら、体に関しては気にしてる甲か斐いがあったね。で、もっと見る？」

　……下心があると思われても良い。

　むしろ、下心があると気付いて欲しいからこそ言う。

「もう少しだけお願いします。同年代の水着姿なんてそうそう見られたものじゃないので」

「良いよ。間宮君にならいくらでも見せてあげる」

　これまた、友達だからこそいくらでもといったニュアンスが強そうな返答。

　……辛つらい。

　これって、俺はどうせ何もしてこないし見せても安心だと思われているだけで……。

　そう思いながらも山野さんの水着姿をしっかりと目に焼き付ける。

　まじまじと見過ぎではと思い、目を逸そらそうとした時だ。

「間宮君。せっかくだし、ポーズでも取ってあげよっか？」

　以前の人じん畜ちく無む害がいなふりをしている俺なら、「いえ、大丈夫ですよ？」なんてほざいていたかもしれないが、下心があると気付いてほしい。

「……じゃあ、お願いします」

　山野さんはグラビアアイドルでもあるまいし、自分でポーズをとるとかナルシストみたいで恥ち辱じよく甚はなはだしいといった感じで、少し恥はずかしそうになりながらポーズを取る。

　やや、前かがみ。片方の手は膝ひざ。もう片方は腰こし。

　グラビアっぽい感じでポーズを取ろうとするも、いまいちポーズは決まらない。

「ポーズを取るって言ったのに全然出来ないや。という訳で、間宮君。この体勢からどんな感じで動かせば良いと思う？」

「えっと、右みぎ腕うでをもうちょっと手前にすれば……」

　ぎこちないポーズを正すべく指示をするも、いまいち伝わっていない様子。

「んー、良く分からないから私の体を動かして良いから教えて？」

「……セクハラって言いませんか？」

「言わない。言わない。お好きに動かしちゃって良いから」

　俺の手はポーズを取っている彼女に伸のびる。

　触ふれる肌はだと肌。近づく体と体。

　水着姿で露ろ出しゆつが多いせいで、ドキドキが止まらない。

「っと、こんな感じですかね」

　触さわりたい気持ちを抑おさえ、山野さんの体を動かしてそれなりのポーズを取らせられた。

　よく耐たえたな……俺。

　一方、ポーズを取らせられた山野さんはと言うとちょっとだんまりしている。

「……」

「どうしたんですか？」

「ううん、何でもないよ。いやあ、あれだね。女の子の体に触れられるっていうのに随ずい分ぶんと紳しん士し的なんだねって思ってただけ。せっかく、ちょっとくらいあれなとこに触れても許してあげたのに。なーんてね？」

　確かに多少は触っても許してくれそうだ。

　でも、気が付けばこう言っていた。

「いくら親しくてもさすがに軽はずみな気持ちでセクハラ出来ませんよ。だって、俺は山野さんの事が普ふ通つうに好きですし」

　好きという言葉は恋こい人びとに限らず、親しい人へも良く使う便利な言葉。

　親しい人と仲が悪くなりたくないという気持ちを込めて、好きと言っていた。

「あはは、うん。私も間宮君の事が好きだよ」

　同じく、親しい人に向けるかのように好きだと言われる。

　……俺が求めてる好きじゃないが、好きと言われて嬉うれしいのには変わらない。

　ちょっと複雑である。

「冷えてきたから着き替がえて良い？　間宮君がもう少し見たいなら見せてあげても良いけど」

「冷えてきたなら服を着てください。もう、十分すぎるくらいに堪たん能のうしましたし」

　突とつ拍ぴよう子しもない、水着姿を見せつけるという行こう為いを終えた。

　……何事もなかったかのように。

「いや、うん。俺は何をしてたんだ？」

　水着姿の山野さんがこの場から消えたことで、若干の冷静さを取り戻す。

　年上の女の子の水着姿を見つめるという、普通ではありえないシチュエーション。

「さすがに仲が良いとはいえ、あそこまでしてくれるか？」

　彼女の行動の大だい胆たんさが『友達』から来るものでは無く別の理由からでは無いかと疑問を抱いだく。

「失敗したらもう終わりなんだぞ？」

　だが、関係の崩壊を恐おそれて手を伸ばし切れない。

　今回の一連の流れは手を伸ばしても平気な関係性の象しよう徴ちようかも知れない。

「徐じよ々じよにだ。徐々に攻せめて行こう」

　どうも男として見られている気がしないのは依い然ぜんとして感じている。

　自分のあまりの人畜無害な感じが、関係を『友達』たらしめる要因。

　ちょっとした下心を表に出して、もう少し山野さんに意識して貰もらってからの方が良い。

「さてと、戻ってきたら山野さんに言わないとな」

　夏休みが終われば、山野さんと一いつ緒しよに過ごす時間が減る。

　それを何とかしなければならないのだから。

「ふー、ただいま」

「あ、おかえりなさい」

　ゆっくりとベッドに彼女が腰こし掛かけた後。

　口を開き、より近づくための言葉を投げかける。

　それと同じく、山野さんも口を開いた。

「生徒会役員に立候補します」

「生徒会役員に立候補してみない？」

　学校では噂うわさをされて教師陣じんに変な目で見られないようにと気を遣っていたが、それは考えすぎだと割り切り、山野さんと学校でも接する機会を得るべく俺は一歩を踏ふみ出した。
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　初めましての方は初めまして、ウェブから読んでくださっている方はお久しぶりです。
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　本当に応おう援えんありがとうございました！




　さて、お礼はこのくらいにしておきまして、『お隣となりさんと始める節約生活。』についてあとがきっぽく、少しだけ語らせてください。

　節約という言葉には苦しい、ケチ、といったネガティブな印象が強いです。

　それを払ふつ拭しよくしてくれるのが本作のヒロインである山やま野のさん。

　誰だれしも、こんな子が居れば節約なんて苦じゃない。

　むしろ、楽しいじゃないかと思わせてくれるようなヒロインとして書き上げました。

　山野さんの手によってもたらされる、楽しい節約生活がこれからも続きます。

　そして、この物語における登場人物の経済状じよう況きようは一定ではなく、金欠になることもあれば、ちょっとした余よ裕ゆうが生まれることもあります。また、将来を考えた時にどうしても金銭という問題は付き纏まとうでしょう。

　経済状況の変化や周囲の環かん境きようの変化に主人公である間ま宮みや君であったり、ヒロインである山野さんであったりが、どう挑いどむのかも今後の見所かなと。




　最後にこの本を出版するにあたって多くの方にこの場でお礼を申し上げます。

　本当に素す敵てきなイラストを描かいてくださったＵ３５先生。

　担当のＳ様。

　その他大勢のこの作品に携たずさわってくださった方々。

　そして、最後に読者の皆みな様さま。

　この度たびは、本当にありがとうございました。

　また、皆様方とお会いできるのを楽しみに頑がん張ばります！
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お隣となりさんと始はじめる節せつ約やく生せい活かつ。




電でん気き代だいのために一いつ緒しよの部へ屋やで過すごしませんか？
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